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凡
例 

一
、
敬
称
は
省
略
す
る
。 

一
、
註
は
本
論
文
末
に
記
し
た
。 

一
、
経
・
論
・
釈
は
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
。 

『
仏
説
無
量
寿
経
』 
 

 
 

 
 

 

→ 

『
大
無
量
寿
経
』 

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』 

 
 

 
 

 

→ 

『
観
無
量
寿
経
』 

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』 

 
 

 
 

 
 

→ 

『
阿
弥
陀
経
』 

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』 

 
 

→ 

『
教
行
信
証
』 

一
、
出
典
は
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
。 

『
真
宗
聖
教
全
書
』 

 
 

 
 

 
 

→ 

『
真
聖
全
』 



 

 

 
 

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』 

 
 

 
 

 

→ 

『
大
正
蔵
』 

 
 

『
親
鸞
聖
人
全
集
』 

 
 

 
 

 
 

→ 

『
親
全
』 

 
 

『
曽
我
量
深
選
集
』 

 
 

 
 

 
 

→ 

『
選
集
』 

一
、
『
真
聖
全
』
、
『
大
正
蔵
』
、
『
親
全
』
の
漢
文
は
書
き
下
し
文
に
改
め
た
。 

一
、
旧
漢
字
は
極
力
常
用
漢
字
に
改
め
た
。



1 はじめに 

は
じ
め
に 

 
曽
我
量
深
（
一
八
七
五
～
一
九
七
一 

以
下
は
曽
我
）
は
、
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
現
代
の
真

宗
教
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
近
年
、
曽
我
の
思
想
に
つ
い
て
、
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
水
島
見
一
「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
上
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」（
『
親
鸞
教
学
』
九
八
）
、「
曽

我
量
深
の
自
覚
道
（
下
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」（
『
親
鸞
教
学
』
九
九
）
と
い
っ
た
論
文
が
発
表
さ
れ
、

曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
思
想
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
安
西
廉
「
曽
我
量
深
に
お
け
る

求
道
の
探
求
―
「
精
神
主
義
」
批
判
を
通
し
て
―
」
（
『
真
宗
研
究
』
五
八
）
で
は
、
曽
我
と
清
沢
満
之
の

値
遇
の
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。 

他
に
、
曽
我
の
了
解
を
基
に
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
論
文
も
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
池
田
勇
諦
、
寺

川
俊
昭
、
廣
瀬
惺
、
本
多
弘
之
、
安
冨
信
哉
な
ど
数
多
く
の
著
者
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
１ 



2 はじめに 

こ
の
よ
う
に
、
曽
我
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
曽
我
の
思
想
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
「
曽
我
量
深
の
思
想
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
て
、
曽
我

の
思
想
を
研
究
す
る
。
曽
我
の
思
想
の
中
で
も
、
筆
者
は
、
曽
我
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
、
そ
し
て
、

曽
我
の
還
相
回
向
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
ず
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
で
あ
る
が
、
そ
の
論
は
、「
『
唯
識
』
の
阿
頼
耶
識
と
い
ふ
の
は
、
即

ち
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
い
て
あ
る
所
の
弥
陀
の
因
位
の
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
」
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
五
七

頁
）
と
い
う
曽
我
独
自
の
論
で
あ
る
。 

「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
平
川
彰
「
如
来
蔵
と
し
て
の
法
蔵
菩

薩
」（
『
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
』
）
の
文
献
学
の
立
場
か
ら
著
さ
れ
た
論
文
と
、
松
原
祐
善
「
法
蔵
菩
薩
論
」
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（
『
大
谷
学
報
』
五
三
―
三
）
の
真
宗
学
の
立
場
か
ら
著
さ
れ
た
論
文
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、

こ
れ
ら
先
行
研
究
に
お
い
て
曽
我
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
。
解
明
さ
れ
て
い
な
い
課
題
と
は
、
曽
我
が
『
成
唯
識
論
』
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ
曽
我
が
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
を
結
び
付
け
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
、
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
唯
識
は
『
成
唯
識
論
』
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
法
蔵
菩
薩
は
『
大

無
量
寿
経
』
や
『
教
行
信
証
』
を
読
み
解
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
が
、
今
ま
で
の
研
究

で
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
を
解
明
す
る
た
め
に
、

そ
の
論
に
関
す
る
論
文
や
著
作
を
取
り
上
げ
考
察
す
る
。 

次
に
、
曽
我
の
還
相
回
向
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
還
相
回
向
に
関
し
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在

し
、
今
も
研
究
さ
れ
続
け
て
い
る
課
題
で
あ
る
。
多
く
の
先
行
研
究
で
は
、
曽
我
の
還
相
回
向
に
関
す
る
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言
葉
が
引
用
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
長
谷
正
當
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

真
宗
の
教
学
者
の
中
で
、
曽
我
ほ
ど
二
種
回
向
に
つ
い
て
の
様
々
な
見
解
の
間
を
揺
れ
動
い
て
い
る

人
は
い
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
曽
我
ほ
ど
二
種
回
向
の
複
雑
で
微
妙
な
局
面
に
分

け
入
っ
て
深
く
思
索
し
た
人
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。（
「
『
教
行
信
証
』
と
二
種
回

向
の
問
題
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
三
二 

一
四
頁
） 

曽
我
は
「
二
種
回
向
に
つ
い
て
の
様
々
な
見
解
の
間
を
揺
れ
動
い
て
」
お
り
、「
二
種
回
向
の
複
雑
で
微
妙

な
局
面
に
分
け
入
っ
て
深
く
思
索
し
た
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
多
く
の
先
行
研
究
に
お
い
て
曽
我
の
言
葉

が
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
を
考
え
る
と
、
今
日
、
還
相
回
向
の
議
論
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
こ
で
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
曽
我
が
「
二
種
回
向
に
つ
い
て
の
様
々
な
見
解
の
間
を
揺
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れ
動
い
て
い
る
」
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
と
、
筆
者
自
身
が
還
相
回
向
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立

つ
か
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
親
鸞
の
還
相
回
向
に
関
す
る
記
述
と
親
鸞
の
還

相
回
向
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
。
還
相
回
向
の
先
行
研
究
は
様
々
な
見
解
に

分
か
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
を
分
類
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
先
行
研
究
の
分
類
整
理
も
、
今
ま
で

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
曽
我
の
還

相
回
向
理
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
還
相
回
向
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

以
上
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
と
曽
我
の
還
相
回
向
観
に
関
す
る
課
題
を
見
て
き
た
。
本
論
文
で
は
、

三
章
に
分
け
て
こ
れ
ら
の
課
題
を
考
察
し
た
い
。 

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
曽
我
が
法
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
た
か
見
て
い
く
。
曽
我

の
思
想
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
法
蔵
菩
薩
の
側
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と



6 はじめに 

か
ら
、
先
行
研
究
を
概
観
し
な
が
ら
、
曽
我
が
法
蔵
菩
薩
を
ど
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
る
か
確
認
し
、
そ

の
意
義
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
く
。 

第
二
章
で
は
、
曽
我
の
唯
識
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
曽
我
の
唯
識
思
想
に
関
係
す
る
論
文
や
著
作

と
し
て
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
２

、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
３

、「
法

蔵
菩
薩
」
４

の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
５

そ
れ
ら
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」

と
は
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
、
ま
た
我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
。 

次
に
、
第
三
章
で
は
、
曽
我
の
還
相
回
向
観
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
親
鸞
の
還
相
回
向
に
関
す
る
記

述
と
還
相
回
向
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
先
行
研
究
を
概
観
し
、
先
行
研
究
を
分
類
整
理
し
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
還
相
回
向
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。



7 第一章 曽我における法蔵菩薩の了解 

第一節 曽我の思想区分 

第
一
章 

曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
了
解 

第
一
節 

曽
我
の
思
想
区
分 

 

曽
我
の
思
想
と
い
っ
て
も
、
曽
我
の
著
作
は
多
数
あ
り
一
言
で
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
中
で
、

曽
我
の
思
想
は
年
代
に
よ
っ
て
展
開
し
、
変
遷
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
思
想
が
展
開
し
変
遷

し
て
い
る
の
か
見
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
、
曽
我
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る

の
か
先
行
研
究
を
確
認
す
る
。 

曽
我
の
思
想
の
区
分
け
に
つ
い
て
、
大
江
修
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

曽
我
の
生
活
史
に
そ
っ
て
表
現
す
れ
ば
、
第
一
期
が
青
年
時
代
か
ら
一
九
一
一
年
の
真
宗
大
学
教
授

辞
任
ま
で
で
あ
り
、
第
二
期
が
そ
の
後
一
九
一
六
年
ま
で
の
新
潟
帰
郷
の
期
間
で
あ
り
、
第
三
期
が

同
年
の
東
洋
大
学
教
授
就
任
以
後
で
あ
る
。（
「
曽
我
量
深
の
思
想
」『
近
代
真
宗
思
想
史
研
究
』
二
〇



8 第一章 曽我における法蔵菩薩の了解 

第一節 曽我の思想区分 

七
頁
） 

大
江
修
は
、
曽
我
の
思
想
を
三
期
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
大
江
修
は
、
第
一
期
に
関
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。 

第
一
期
の
思
想
は
、
清
沢
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
曽
我
の
信
心
理
解
の
救
済
的
な
構
造
を

そ
の
特
徴
と
し
な
が
ら
、
第
二
期
に
お
け
る
思
想
の
発
展
の
準
備
を
し
て
い
る
。
（
「
曽
我
量
深
の
思

想
」
二
一
〇
頁
） 

 

第
二
期
に
関
し
て
は
、 

 
 

問
題
を
如
来
の
在
り
方
で
は
な
く
、
自
己
の
在
り
方
に
転
換
し
て
い
く
作
業
の
方
向
を
確
立
し
た
こ

と
が
曽
我
の
思
想
の
飛
躍
を
準
備
し
た
と
い
え
る
。
（
「
曽
我
量
深
の
思
想
」
二
一
二
頁
） 

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
第
三
期
に
関
し
て
は
、 
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曽
我
は
、
さ
ら
に
法
蔵
の
よ
っ
て
き
た
る
本
源
を
求
め
て
本
願
論
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
お
い
て
は
第
二
期
に
見
ら
れ
た
現
実
へ
の
執
着
の
姿
勢
を
離
れ
た
、
さ
ら
な
る
観
念
的
世
界

の
構
築
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
「
曽
我
量
深
の
思
想
」
二
五
五
頁
） 

と
述
べ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
曽
我
は
、
第
一
期
は
清
沢
満
之
の
影
響
を
受
け
、
第
二
期
は
、
自
己
を
問
題
と
し

思
索
し
、
第
三
期
は
、
観
念
的
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

次
に
、
安
田
理
深
は
「
曽
我
量
深
論
試
稿 

感
の
教
学
〈
も
の
が
ち
が
う
〉
」（
『
親
鸞
の
世
界
観
―
不
安

に
立
つ
―
』
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

先
生
の
教
学
に
も
し
前
期
、
後
期
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
い
得
る
と
す
る
と
、
前
期
は
自
覚
自
証

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。『
救
済
と
自
証
』
と
い
う
書
の
題
目
が
、
よ
く
こ
れ
を
語
っ
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て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
に
対
し
て
後
期
に
お
い
て
は
、
感
覚
感
情
と
い
う
こ
と
が
特
徴
か
と
思
う
（
「
曽

我
量
深
論
試
稿 

感
の
教
学
〈
も
の
が
ち
が
う
〉
」
一
三
五
～
一
三
六
頁
） 

安
田
理
深
は
、
前
期
と
後
期
の
二
つ
に
分
け
、
前
期
を
「
自
覚
自
証
」
、
後
期
を
「
感
覚
感
情
」
と
定
義
し

て
い
る
。 

ま
た
、
松
山
大
は
、「
曽
我
量
深
の
思
索
展
開
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
華
厳
思
想
と
浄
土
教 

中
村
薫
博

士
退
任
記
念
論
集
』
）
に
お
い
て
、
曽
我
の
思
索
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

初
期
は
（
中
略
）
法
蔵
菩
薩
を
発
表
す
る
以
前
の
明
治
後
期
（
一
九
一
〇
年
頃
）
ま
で
、
す
な
わ
ち

曽
我
の
学
生
時
代
か
ら
三
十
代
半
ば
ま
で
の
間
で
あ
る
。
中
期
は
法
蔵
菩
薩
論
感
得
の
時
期
で
あ
る

明
治
末
期
（
一
九
一
〇
年
頃
）
か
ら
大
正
末
期
（
一
九
二
六
年
頃
）
ま
で
の
執
筆
を
旺
盛
に
行
っ
て

い
た
、
曽
我
の
三
十
代
後
半
か
ら
五
十
代
の
時
期
で
あ
る
。
思
索
の
展
開
が
大
い
に
進
ん
だ
時
期
で
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あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
期
を
昭
和
初
期
（
一
九
二
七
年
頃
）
か
ら
晩
年
ま
で
の
間
、
執

筆
よ
り
も
む
し
ろ
講
義
や
講
演
お
よ
び
法
話
を
と
お
し
て
思
索
を
展
開
さ
せ
て
い
た
期
間
と
い
う
区

切
り
方
で
あ
る
。
（
『
華
厳
思
想
と
浄
土
教 

中
村
薫
博
士
退
任
記
念
論
集
』
三
三
二
頁
） 

松
山
大
は
、
三
期
に
分
け
て
い
る
。
初
期
は
明
治
後
期
ま
で
で
、
中
期
は
法
蔵
菩
薩
の
思
索
の
展
開
が
大

い
に
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
後
期
は
講
演
等
で
思
索
を
展
開
さ
せ
て
い
た
と
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
先
行
研
究
に
は
他
の
分
け
方
も
あ
る
。
水
島
見
一
は
、
大
き
く
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
前
期
」
と
は
、
六
〇
歳
還
暦
記
念
講
演
の
『
親
鸞
の
仏
教
史
観
』
に
至
る
ま
で
の
、
唯
識
教
学
に

基
づ
く
『
大
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
緻
密
な
聞
思
が
展
開
さ
れ
た
思
想
形
成
期
で
、
「
地
上
の
救
主
」

や
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
な
ど
、「
自
覚
」
の
た
め
の
悪
戦
苦
闘
を
論
じ
た
論
文
が
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多
く
製
作
さ
れ
て
い
る
。
「
後
期
」
と
は
、
『
親
鸞
の
仏
教
史
観
』
以
降
の
曽
我
独
自
の
教
学
思
想
が

熟
成
・
展
開
さ
れ
た
、
応
に
如
来
と
の
感
応
道
交
期
で
、『
親
鸞
の
仏
教
史
観
』
の
他
『
歎
異
抄
聴
記
』
、

『
行
信
の
道
』
、
『
真
宗
大
綱
』
な
ど
、
体
系
的
な
真
宗
教
学
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
（
「
曽
我
量
深
の

自
覚
道
（
上
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」
二
頁
） 

曽
我
の
思
想
は
、
『
親
鸞
の
仏
教
史
観
』
を
境
に
、
前
期
と
後
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

『
親
鸞
の
仏
教
史
観
』
は
一
九
三
五
年
に
講
演
さ
れ
て
お
り
、
曽
我
の
思
想
は
、
一
九
三
五
年
以
前
と
以

後
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
、
曽
我
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
区
分
け
す
る
か
先
行
研
究
を
通
し
て
見
て
き
た
。
先
行
研
究
で
は
、

曽
我
の
生
活
史
、
ま
た
、
論
文
執
筆
や
講
演
の
内
容
か
ら
区
分
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
実
際
に
、
曽
我
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
曽
我
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と
唯
識
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
区
分
け
で
き
る
と
考
え
る
。
曽
我
の
生
涯
と
思
想
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、

唯
識
思
想
が
思
索
の
根
底
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
主
に
法
蔵
菩
薩
の
思
索

に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
て
お
り
、
唯
識
と
の
関
わ
り
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
識
に
関
し
て
は
、
水
島

見
一
が
「
唯
識
教
学
に
基
づ
く
『
大
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
緻
密
な
聞
思
が
展
開
さ
れ
た
思
想
形
成
期
」

と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
水
島
見
一
は
、
前
期
に
「
地
上
の
救
主
」
や
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し

て
の
三
心
観
」
と
い
っ
た
曽
我
の
著
作
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、「
地
上
の
救
主
」
で
は
、
唯
識
に
つ
い

て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
他
方
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
で
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
と

の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
地
上
の
救
主
」
と
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」

で
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
の
関
わ
り
と
い
う
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え

る
と
、
先
行
研
究
で
は
法
蔵
菩
薩
の
側
面
に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
、
唯
識
の
側
面
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
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と
い
う
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
法
蔵
菩
薩
だ
け
で
な
く
、
唯
識
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
、
先

行
研
究
よ
り
も
曽
我
の
思
想
に
沿
っ
た
区
分
け
が
出
来
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
曽
我
の
生
涯
に
お
い
て

唯
識
に
関
わ
っ
て
い
る
出
来
事
を
年
表
に
す
る
。
６ 

 

一
八
七
五
年
、
新
潟
県
に
生
ま
れ
る
。 

一
八
九
九
年
、
真
宗
大
学
研
究
院
に
入
学
、
「
唯
識
」
を
専
攻
す
る
。 

一
九
〇
二
年
、
『
無
尽
燈
』
に
「
三
法
印
と
唯
識
宗
」
、
「
唯
識
宗
の
末
那
識
観
」
を
発
表
。 

一
九
〇
四
年
、
真
宗
大
学
教
授
と
な
り
「
唯
識
学
」
を
講
義
す
る
。 

一
九
〇
五
年
、
『
無
尽
燈
』
に
「
仏
教
唯
心
論
の
基
礎
と
し
て
の
阿
頼
耶
識
の
証
明
」
を
発
表
。 

一
九
〇
七
年
、
真
宗
大
学
に
お
い
て
「
唯
識
述
記
」
を
講
義
す
る
。 

前期 
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一
九
一
六
年
、
東
洋
大
学
教
授
と
な
る
。
一
九
二
一
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
学
科
担
当
は
、
印

度
哲
学
倫
理
学
科
で
は
「
倶
舎
論
哲
学
」
（
第
一
学
年
）
、
「
唯
識
哲
学
」
（
第
二
学
年
）
、
「
起
信

論
哲
学
」（
第
三
学
年
）
、
ま
た
支
那
哲
学
東
洋
文
学
科
で
は
「
起
信
論
哲
学
」（
第
三
学
年
）
と

な
っ
て
い
る
。 

一
九
一
八
年
、
『
精
神
界
』
に
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
を
発
表
。 

一
九
二
五
年
四
月
、
大
谷
大
学
教
授
に
就
任
し
九
月
の
大
乗
仏
教
講
座
は
「
了
別
と
自
証
―
唯

識
論
に
於
る
認
識
問
題
の
一
班
―
」
。 

一
九
二
七
年
、
『
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
』
を
刊
行
。 

一
九
三
〇
年
、『
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
』
に
対
し
て
東
本
願
寺
侍
董
寮
か
ら
宗
議

違
反
と
さ
れ
大
谷
大
学
教
授
を
辞
任
。 

前期 中期 
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一
九
四
一
年
、
大
谷
大
学
教
授
に
復
帰
し
『
教
行
信
証
』
と
『
成
唯
識
論
』
を
講
じ
る
。 

一
九
四
二
年
、
『
唯
識
学
概
論
（
摂
大
乗
論
・
解
深
密
教
綱
要
）
』
を
刊
行
。 

一
九
六
二
年
、
米
寿
の
記
念
講
演
「
法
蔵
菩
薩
」
を
行
う
。 

一
九
七
一
年
、
逝
去 

筆
者
は
、
曽
我
と
唯
識
の
関
わ
り
か
ら
、
曽
我
の
思
索
は
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。 

ま
ず
、
前
期
で
あ
る
が
、
一
九
一
六
年
ま
で
を
前
期
と
す
る
。
前
期
で
は
、「
一
八
九
九
年
、
真
宗
大
学

研
究
院
に
入
学
し
「
唯
識
」
を
専
攻
す
る
」
こ
と
か
ら
も
、
曽
我
は
唯
識
を
基
礎
と
し
て
学
ん
で
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
三
法
印
と
唯
識
宗
」
、「
唯
識
宗
の
末
那
識
観
」
な
ど
、
唯
識
に
関
す
る
論
文
を

発
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
三
法
印
と
唯
識
宗
」
で
は
、 

吾
人
は
今
唯
識
宗
の
地
位
を
明
に
せ
ん
と
す
。（
中
略
）
勿
論
概
し
て
小
乗
教
と
名
く
と
雖
ど
も
、
吾

後期 中期 
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人
は
主
と
し
て
所
謂
正
統
小
乗
教
な
る
一
切
有
部
を
以
て
其
標
準
と
し
、
是
と
唯
識
宗
と
の
相
関
に

付
て
、
少
し
く
卑
見
を
陳
述
せ
ん
と
欲
す
。
（
『
選
集
第
一
巻
』
三
五
一
頁
） 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
論
文
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
の
関
わ
り
で
は
な
く
、
唯
識

に
関
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
前
期
は
、
唯
識
を
中
心
と
し
た
論
文
が
執
筆
さ
れ
て

い
た
一
九
一
六
年
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
中
期
で
あ
る
が
、
一
九
四
二
年
ま
で
を
中
期
と
す
る
。
中
期
に
な
る
と
、「
法
蔵
菩
薩
影
現
の

歴
程
と
し
て
の
三
願
」
や
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
と
い
っ
た
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
の
関

係
に
つ
い
て
論
文
執
筆
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
期
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
の
関

わ
り
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
期
は
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
を
中
心
と
し
て

論
文
執
筆
さ
れ
た
一
九
四
二
年
ま
で
と
す
る
。 
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次
に
、
後
期
は
、
一
九
四
三
年
以
降
と
す
る
。
後
期
は
、
講
演
等
に
よ
っ
て
思
索
を
深
め
て
お
り
、
唯

識
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
。
唯
識
へ
の
言
及
は
、
一
九
六
二
年
に
お
け
る
米
寿
の
記
念
講
演
「
法
蔵
菩

薩
」
に
見
ら
れ
る
。
「
法
蔵
菩
薩
」
の
中
で
曽
我
は
、 

こ
の
ご
ろ
は
、
私
、
あ
ん
ま
り
阿
頼
耶
識
の
こ
と
な
ど
は
お
話
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

た
ま
た
ま
『
法
蔵
菩
薩
』
と
い
う
題
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
し
て
、
ま
あ
、
こ
の

よ
う
な
お
話
を
申
し
上
げ
た
よ
う
な
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
二
四
～
一
二
五

頁
） 

と
述
べ
、
阿
頼
耶
識
へ
の
言
及
が
少
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
演
録
の
多
く
は
、
唯
識
で
は

な
く
主
に
『
教
行
信
証
』
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
７

よ
っ
て
、
後
期
は
、
講
演
等
で
主
に
『
教
行
信
証
』

に
関
し
て
曽
我
自
身
の
思
索
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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第一節 曽我の思想区分 

以
上
、
曽
我
の
思
想
展
開
を
見
て
き
た
が
、
筆
者
は
今
ま
で
の
先
行
研
究
と
は
異
な
る
唯
識
と
い
う
視

点
に
よ
っ
て
、
曽
我
の
思
想
展
開
の
区
分
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

前
期
は
、
唯
識
に
関
す
る
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
一
九
一
六
年
ま
で
で
あ
る
。
中
期
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩

薩
の
関
係
に
言
及
す
る
論
文
が
見
ら
れ
る
一
九
四
二
年
ま
で
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
期
は
そ
れ
以
降
で
あ

り
、
主
に
『
教
行
信
証
』
に
関
し
て
の
曽
我
自
身
の
思
索
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
区
分

け
に
よ
っ
て
、
曽
我
の
生
涯
に
お
い
て
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
の
関
わ
り
が
明
確
に
な
っ
た
と
言
え
る
。 

次
に
、
曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
了
解
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
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第
二
節 

曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
了
解 

曽
我
に
お
け
る
思
想
の
特
徴
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、「
法
蔵
菩
薩

影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
や
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
と
い
っ
た
著
作
か
ら
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
を
関
連
さ
せ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
先
行
研
究
で
は
、
水
島
見
一
が
曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

本
願
成
就
の
伝
統
の
中
で
、
近
代
に
お
い
て
は
、
清
沢
満
之
を
師
と
仰
ぐ
曽
我
量
深
は
、
清
沢
に
伝

承
さ
れ
る
法
蔵
菩
薩
の
願
心
を
己
証
す
る
た
め
に
、
全
生
涯
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
思
え
ば
我
々
は
、

親
鸞
か
ら
蓮
如
を
経
て
清
沢
満
之
、
そ
し
て
曽
我
量
深
へ
、
さ
ら
に
は
現
在
へ
と
伝
承
さ
れ
る
法
蔵

菩
薩
の
伝
統
に
身
を
置
い
て
い
る
。
（
「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
上
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」
一
～

二
頁
） 
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曽
我
は
、
法
蔵
菩
薩
の
願
心
を
己
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
三
明
智
彰
は
、「
曽
我
量
深
の
生
涯
を
一
貫
す
る
教
学
課
題
で
あ
り
、
彼
の
思
想
全
体
の
根
底
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
法
蔵
菩
薩
論
で
あ
る
。
」（
「
曽
我
量
深
の
法
蔵
菩
薩
論
の
形
成
過
程
と

そ
の
原
理
」『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
一
二 

一
頁
）
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
曽
我
に
と
っ
て
法
蔵

菩
薩
と
は
、
生
涯
を
一
貫
す
る
教
学
課
題
で
あ
り
、
自
己
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
曽
我
は
、
法
蔵
菩
薩
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
背
負
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し

て
、
法
蔵
菩
薩
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
法
蔵
菩
薩
と
唯
識
を
関
連
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
曽
我
の
思
想
の
要
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

さ
て
、
曽
我
の
思
想
の
特
徴
で
あ
る
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
、
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そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
で
は

そ
れ
ぞ
れ
基
本
と
な
る
テ
キ
ス
ト
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
唯
識
に
関
し
て
は
『
成
唯
識
論
』
を
見
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
法
蔵
菩
薩
に
関
し
て
は
『
大
無
量
寿
経
』
や
『
教
行
信
証
』
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
先
に
、
曽
我
の
法
蔵
菩
薩
了
解
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
曽
我
の
思
想
に
関
す
る
先
行

研
究
は
、
唯
識
か
ら
で
は
な
く
法
蔵
菩
薩
の
側
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
を
概
観
し
な
が
ら
、
曽
我
の
法
蔵
菩
薩
了
解
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
き
た

い
。 で

は
、
曽
我
は
法
蔵
菩
薩
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
蔵
菩
薩
に
関
す
る
曽
我
の

著
作
に
つ
い
て
、
水
島
見
一
は
、「
曽
我
の
法
蔵
菩
薩
の
己
証
は
、
大
正
二
年
に
発
表
さ
れ
た
「
地
上
の
救

主
」
に
収
斂
さ
れ
よ
う
」
（
「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
上
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」
二
頁
）
と
述
べ
る
。
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ま
た
、
寺
川
俊
昭
も
、 

曽
我
師
自
ら
が
こ
の
よ
う
に
整
理
し
な
さ
っ
た
師
一
代
の
真
宗
教
学
の
探
求
の
中
で
、
そ
の
も
っ
と

も
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
仕
事
の
一
つ
を
、
論
集
第
二
巻
『
地
上
の
救
主
』
が
主
題
と

し
て
思
索
し
て
い
る
、
法
蔵
菩
薩
の
発
見
に
私
は
見
る
べ
き
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
（
「
近
代
真
宗
学

の
歩
み
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
二 

二
七
頁
） 

と
述
べ
、
曽
我
の
著
作
の
中
で
「
地
上
の
救
主
」
を
重
要
視
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
曽
我
に
お
け
る
法
蔵

菩
薩
の
思
索
の
考
察
と
し
て
、
「
地
上
の
救
主
」
を
取
り
上
げ
た
い
。 

ま
ず
、
「
地
上
の
救
主
」
の
概
要
と
し
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

第
二
巻
『
地
上
の
救
主
』
に
於
て
、
遡
っ
て
こ
の
心
境
に
至
る
ま
で
の
過
去
の
道
程
を
披
瀝
し
、
第

十
九
願
臨
終
現
前
の
本
願
を
広
闡
せ
る
『
観
経
』
の
隠
彰
す
る
大
悲
仏
心
を
深
く
掘
り
下
げ
、
初
め
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て
因
位
如
来
、
法
蔵
菩
薩
の
発
見
せ
し
記
録
を
発
表
（
『
選
集
第
四
巻
』
五
〇
三
頁
） 

「
法
蔵
菩
薩
の
発
見
せ
し
記
録
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
曽
我
は
法
蔵
菩
薩
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
法
蔵

菩
薩
を
発
見
す
る
ま
で
の
道
程
に
つ
い
て
、
曽
我
は
「
地
上
の
救
主
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

私
は
昨
年
（
大
正
元
年
）
七
月
上
旬
、
高
田
の
金
子
君
の
所
に
於
て
、「
如
来
は
我
な
り
」
の
一
句
を

感
得
し
、
次
で
八
月
下
旬
、
加
賀
の
暁
烏
君
の
所
に
於
て
「
如
来
我
と
な
り
て
我
を
救
ひ
給
ふ
」
の

一
句
を
回
向
し
て
い
た
だ
い
た
。
遂
に
十
月
頃
「
如
来
我
と
な
る
と
は
法
蔵
菩
薩
降
誕
の
こ
と
な
り
」

と
云
ふ
こ
と
に
気
付
か
せ
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
四
〇
八
頁 

括
弧
筆
者
注
） 

こ
こ
に
、
法
蔵
菩
薩
を
発
見
す
る
道
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
曽
我
は
、
最
初
か
ら
法
蔵
菩
薩
を
自
己
に
発

見
し
、
た
ど
り
着
い
た
の
で
は
な
い
。
最
初
は
「
如
来
」
と
い
う
語
を
用
い
て
思
索
し
て
い
る
が
、
そ
こ

か
ら
「
如
来
は
我
な
り
」
、
「
如
来
我
と
な
り
て
我
を
救
ひ
給
ふ
」
、
「
如
来
我
と
な
る
と
は
法
蔵
菩
薩
降
誕
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の
こ
と
な
り
」
と
思
索
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
来
か
ら
法
蔵
菩
薩
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
果
位
の
如
来
か
ら
因
位
の
法
蔵
菩
薩
へ
と
い
う
方
向
性
が
見
出
さ
れ
る
。
な
ぜ
如
来
か
ら
因
位
法

蔵
菩
薩
へ
と
思
索
し
て
い
っ
た
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
法
蔵
菩
薩
を
地
上
の
救
主
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
曽
我
は
「
如
来
は
我
な
り
」
と
如
来
に
つ
い
て
思
索
し
て
い
る
。
し
か
し
、
曽
我
は
、
如
来
は

救
世
主
で
は
な
い
と
し
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。 

久
遠
の
尽
十
方
無
碍
光
如
来
は
我
々
の
憧
憬
の
対
象
、
即
ち
我
々
の
理
想
た
る
に
止
ま
り
、
単
な
る

此
を
以
て
我
々
の
救
世
主
と
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。（
中
略
）
救
済
は
現
実
の
問
題
で
あ
る
。
現
実
の

人
生
の
主
体
な
る
自
我
の
大
問
題
で
あ
る
。
我
々
は
自
我
の
空
影
な
る
理
想
に
依
り
て
救
は
る
ゝ
こ

と
は
出
来
な
い
。（
中
略
）
し
か
し
そ
れ
が
若
し
単
な
る
光
明
の
理
想
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
仮
令
我
々
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の
理
想
界
に
対
す
る
無
明
長
夜
の
闇
を
照
破
す
る
智
慧
の
灯
炬
た
る
に
足
る
で
あ
ら
う
が
、
現
実
の

生
死
大
海
の
苦
痛
を
除
却
す
る
所
の
行
業
の
船
筏
た
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
四
一
〇

頁
） 

我
々
は
如
来
を
理
想
と
し
、
仰
ぎ
拝
む
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
我
々
は
如
来

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
を
待
つ
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
自
我
に
関
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
我
々
の
現
実
問
題
に
応
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
曽
我
は
、

現
実
問
題
に
応
え
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
如
来
を
仰
ぎ
拝
む
対
象
と
し
て
見
る
こ
と
を
否
定
す
る

の
で
あ
る
。 

で
は
、
実
際
に
如
来
の
光
明
に
つ
い
て
、『
大
無
量
寿
経
』
で
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
。『
大

無
量
寿
経
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 
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無
量
寿
仏
の
威
神
光
明
、
最
尊
第
一
に
し
て
、
諸
仏
の
光
明
及
ぶ
こ
と
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。（
中

略
）
一
仏
刹
土
を
照
ら
す
。（
中
略
）
そ
れ
衆
生
あ
り
て
、
こ
の
光
に
遇
え
ば
、
三
垢
消
滅
し
、
身
意

柔
軟
に
し
て
、
歓
喜
踊
躍
し
善
心
を
焉
に
生
ず
。
も
し
三
塗
・
勤
苦
の
処
に
あ
り
て
こ
の
光
明
を
見

た
て
ま
つ
れ
ば
、
み
な
休
息
す
る
こ
と
を
得
て
、
ま
た
苦
悩
な
け
ん
。
寿
終
わ
り
て
後
、
み
な
解
脱

を
蒙
る
。
（
『
真
聖
全
一
』
一
六
～
一
七
頁
） 

要
約
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
が
、
諸
仏
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
第
一
で
あ
り
、
衆
生
は
こ
の
光

に
遇
え
ば
、
身
意
柔
軟
に
な
り
、
歓
喜
踊
躍
し
て
善
心
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
『
大
無
量
寿
経
』

の
記
述
を
見
る
と
、
我
々
は
如
来
の
光
明
と
出
遇
う
対
象
で
あ
り
、
光
明
に
出
遇
う
た
め
に
如
来
を
拝
む

と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
曽
我
は
、
そ
れ
で
は
現
実
に
生
き
る
人
間
の
自
我
と
い
う
問
題
に
は

関
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
で
は
、
曽
我
は
な
ぜ
如
来
を
仰
ぎ
拝
む
対
象
と
し
て
見
る
こ
と
を
否
定
し
、
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現
実
の
自
我
問
題
の
救
済
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
加
来
雄
之
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。 

人
間
の
現
実
を
超
え
た
絶
対
者
と
い
う
人
格
に
救
わ
れ
る
と
い
う
通
俗
的
な
他
力
信
仰
（
神
秘
的
・

恩
寵
的
信
仰
）
は
、
恩
寵
と
い
う
観
念
に
よ
っ
て
苦
し
み
や
矛
盾
と
い
う
、「
現
実
の
黒
闇
」
を
凝
視

す
る
悲
し
み
の
眼
を
失
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
（
「
宗
教
的
人
格
の
探
求
―
曽
我
量
深
に
お
け
る

法
蔵
菩
薩
論
―
」
『
親
鸞
教
学
』
七
二 

六
六
頁
） 

如
来
を
拝
む
と
い
う
恩
寵
的
信
仰
で
は
、
現
実
を
見
る
こ
と
な
く
逃
避
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
も
し
現
実
の
自
我
問
題
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
「
「
現
実
の
黒
闇
」
を
凝
視
す
る
悲
し
み

の
眼
」
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
に
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
三
垢
消
滅
し
、

身
意
柔
軟
に
し
て
、
歓
喜
踊
躍
し
善
心
を
焉
に
生
」
じ
、「
寿
終
わ
り
て
後
、
み
な
解
脱
を
蒙
る
」
こ
と
を
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信
じ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
こ
に
現
実
の
自
我
の
問
題
に
応
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如

来
の
光
明
を
拝
む
だ
け
で
は
恩
寵
的
信
仰
に
陥
り
、
現
実
の
自
我
の
問
題
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
曽
我
は
如
来
か
ら
法
蔵
菩
薩
へ
思
索
を
深
め
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
曽
我
は
、
現
実
の
自
我
の
救
済
は
阿
弥
陀
如
来
で
は
な
く
、
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
し
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。 

然
ら
ば
則
ち
現
前
刻
下
の
要
求
は
空
中
の
光
明
で
は
な
く
し
て
、
現
実
人
生
海
上
の
弘
誓
の
船
で
あ

る
。
久
遠
実
成
の
法
身
如
来
は
現
実
の
自
我
の
救
済
主
で
は
な
い
。
現
実
界
の
救
主
は
亦
必
ず
現
実

世
界
に
出
現
し
給
ふ
人
間
仏
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
久
遠
光
明
の
父
は
生
死
海
底
に
堕
落
し

つ
ゝ
あ
る
我
々
人
間
と
は
天
地
の
懸
隔
が
あ
る
。
彼
の
権
威
は
最
早
や
我
々
に
及
ぶ
事
が
出
来
な
い
。
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是
れ
則
ち
彼
が
人
間
仏
な
る
救
主
法
蔵
菩
薩
と
し
て
、
和
光
同
塵
し
て
出
現
し
給
へ
る
所
以
で
あ
る
。

（
『
選
集
第
二
巻
』
四
一
〇
～
四
一
一
頁
） 

こ
こ
で
も
曽
我
は
、
現
実
の
自
我
問
題
か
ら
救
済
さ
れ
る
た
め
に
は
、
今
の
現
実
世
界
が
問
題
に
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
如
来
の
光
明
は
空
中
か
ら
我
々
を
照
ら
す
だ
け
で

あ
り
、
地
上
に
い
る
我
々
の
自
我
問
題
の
救
い
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曽
我
が
法
蔵

菩
薩
を
地
上
の
救
主
と
し
た
理
由
は
、
現
実
の
自
我
問
題
の
救
済
で
あ
る
と
言
え
る
。 

こ
う
し
て
、
曽
我
が
阿
弥
陀
如
来
で
は
な
く
法
蔵
菩
薩
を
救
主
と
し
た
理
由
が
明
確
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
曽
我
が
法
蔵
菩
薩
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
か
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

先
に
、『
大
無
量
寿
経
』
に
法
蔵
菩
薩
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
。『
大
無
量
寿
経
』

に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 
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時
に
国
王
ま
し
ま
し
き
。
仏
の
説
法
を
聞
き
て
心
に
悦
予
を
懐
き
、
尋
ち
無
上
正
真
道
の
意
を
発
し

き
。
国
を
棄
て
、
王
を
捐
て
て
、
行
じ
て
沙
門
と
作
り
、
号
し
て
法
蔵
と
曰
い
き
。
高
才
勇
哲
に
し

て
、
世
と
超
異
せ
り
。
（
『
真
聖
全
一
』
六
頁
） 

国
王
で
あ
っ
た
法
蔵
は
、
無
上
正
真
道
の
意
を
発
し
て
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
沙
門
と
な
っ
た
。
そ
し
て

次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

こ
こ
に
世
自
在
王
仏
、
す
な
わ
ち
た
め
に
広
く
二
百
一
十
億
の
諸
仏
刹
土
の
天
人
の
善
悪
、
国
土
の

麁
妙
を
説
き
て
、
そ
の
心
願
に
応
じ
て
こ
と
ご
と
く
現
じ
て
こ
れ
を
与
え
た
ま
う
。
時
に
か
の
比
丘
、

仏
の
所
説
の
厳
浄
の
国
土
を
聞
き
て
、
み
な
こ
と
ご
と
く
覩
見
し
て
、
無
上
殊
勝
の
願
を
超
発
せ
り
。

そ
の
心
寂
静
に
し
て
、
志
着
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
一
切
の
世
間
に
能
く
及
ぶ
者
な
け
ん
。
五
劫
を
具

足
し
て
、
荘
厳
仏
国
の
清
浄
の
行
を
思
惟
し
摂
取
す
。
（
『
真
聖
全
一
』
七
頁
） 
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世
自
在
王
仏
は
、
二
百
一
十
億
の
国
土
を
法
蔵
菩
薩
に
説
い
た
。
法
蔵
菩
薩
は
五
劫
の
間
、
荘
厳
仏
国
の

清
浄
の
行
を
思
惟
し
摂
取
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
四
十
八
願
を
発
し
た
。
そ
の
四
十
八
願
が
成
就
さ

れ
な
い
な
ら
ば
仏
に
な
ら
な
い
と
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

法
蔵
菩
薩
、
今
す
で
に
成
仏
し
て
、
現
に
西
方
に
ま
し
ま
す
。
此
を
去
る
こ
と
十
万
億
の
刹
な
り
。

そ
の
仏
の
世
界
を
名
づ
け
て
安
楽
と
曰
う
。（
中
略
）
成
仏
よ
り
已
来
、
お
お
よ
そ
十
劫
を
歴
た
ま
え

り
。
（
『
真
聖
全
一
』
一
五
頁
） 

法
蔵
菩
薩
は
四
十
八
願
を
成
就
し
、
仏
と
な
っ
て
十
劫
経
て
い
る
の
で
あ
る
。 

『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
は
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
曽
我
は
、
法
蔵
菩
薩
に
つ

い
て
、 法

蔵
菩
薩
と
は
何
ぞ
や
。
他
で
な
い
、
如
来
を
念
ず
る
所
の
帰
命
の
信
念
の
主
体
が
そ
れ
で
あ
る
。
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（
『
選
集
第
二
巻
』
四
一
四
頁
） 

と
定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
大
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
は
、
世
自
在
王
仏
と
出
遇
い
、
四
十

八
願
を
発
し
て
成
仏
し
た
と
説
か
れ
て
お
り
、
信
念
の
主
体
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
法
蔵
菩
薩
の

定
義
は
、
曽
我
独
自
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

で
は
、
曽
我
の
法
蔵
菩
薩
の
定
義
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
明
智
彰
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。 

法
蔵
菩
薩
論
の
特
徴
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
、
阿
弥
陀
如
来
因
位
法
蔵
菩
薩
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い

る
法
蔵
菩
薩
を
、
現
在
の
自
己
の
生
存
の
事
実
に
於
て
「
信
心
の
主
体
」
と
し
て
把
握
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
自
己
は
「
無
明
長
夜
」「
生
死
大
海
」
と
い
う
迷
い
の
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
宗
教

に
於
け
る
救
済
と
自
証
を
、
単
に
絶
対
者
の
な
さ
し
め
た
も
う
所
に
帰
せ
し
め
ず
、
そ
の
よ
う
な
現
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在
の
自
己
に
於
け
る
出
来
事
と
し
て
解
明
し
た
。
（
「
曽
我
量
深
の
法
蔵
菩
薩
論
の
形
成
過
程
と
そ
の

原
理
」
二
頁
） 

法
蔵
菩
薩
が
「
信
心
の
主
体
」
と
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
自
己
の
生
存
の
事
実
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
法

蔵
菩
薩
は
客
観
的
に
ど
こ
か
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
法
蔵
菩
薩
は
自
己
に
お
け
る
信
念
の
主
体
な
の

で
あ
る
。
そ
の
自
己
で
あ
る
我
々
自
身
が
、「
自
己
は
「
無
明
長
夜
」「
生
死
大
海
」
と
い
う
迷
い
の
存
在
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
自
己
が
迷
い
の
存
在
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
法
蔵
菩
薩
は
信
念
の
主
体
で

あ
る
と
定
義
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
曽
我
は
法
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

さ
れ
ば
法
蔵
菩
薩
は
決
し
て
一
の
史
上
の
人
と
し
て
出
現
し
給
ひ
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
直
接
に

我
々
人
間
の
心
想
中
に
誕
生
し
給
ひ
た
の
で
あ
る
。
十
方
衆
生
の
御
呼
声
は
高
き
浄
光
の
世
界
よ
り
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来
た
の
で
は
な
く
、
又
一
定
の
人
格
よ
り
、
客
観
的
に
叫
ば
れ
た
の
で
は
な
い
。
彼
の
御
声
は
各
人

の
苦
悩
の
闇
黒
の
胸
裡
よ
り
起
つ
た
。
法
蔵
菩
薩
の
本
願
を
生
死
大
海
の
船
筏
と
云
ふ
は
、
御
呼
声

が
我
が
胸
底
我
が
脚
下
よ
り
起
り
し
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
四
一
二
頁
） 

こ
こ
で
言
う
法
蔵
菩
薩
の
声
と
は
、
ど
の
よ
う
な
声
か
。
『
大
無
量
寿
経
』
の
本
願
に
あ
る
「
十
方
衆
生
」

は
、
法
蔵
菩
薩
の
声
で
あ
る
。
四
十
八
願
を
発
し
た
の
は
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
本
願
は
法
蔵
菩
薩
の

声
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。「
十
方
衆
生
」
と
我
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
声
で
あ
る
。
そ
の
法
蔵
菩
薩
の
声

は
、
我
々
の
外
か
ら
聞
こ
え
る
の
で
は
な
く
、
我
々
の
「
苦
悩
の
闇
黒
の
胸
裡
」
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
の
内
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
法
蔵
菩

薩
を
客
観
的
に
見
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
自
己
に
お
い
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
法
蔵
菩
薩
は
信
念
の
主
体
で
あ
り
、
法
蔵
菩
薩
の
声
と
い
う
の
は
信
念
の
主
体
の
声
で
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あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
は
法
蔵
菩
薩
を
、 

 
 

久
遠
の
父
な
る
如
来
は
遠
劫
よ
り
現
在
に
罪
悪
生
死
の
人
生
海
に
迷
悶
し
つ
ゝ
あ
る
私
を
救
は
ん
為

め
に
御
身
を
現
実
の
娑
婆
海
に
投
じ
、
直
に
私
の
真
実
究
竟
の
主
観
と
な
り
て
、
私
を
し
て
久
遠
以

来
無
明
長
夜
の
夢
を
破
り
下
さ
れ
た
。
彼
は
表
面
に
私
を
汝
と
呼
ぶ
と
共
に
、
隠
彰
に
は
私
を
ば
直

に
我
と
観
じ
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
四
一
七
頁
） 

と
了
解
す
る
。
法
蔵
菩
薩
が
私
の
主
観
と
な
っ
て
、
私
自
身
の
中
に
あ
る
無
明
長
夜
の
夢
を
破
る
の
で
あ

る
。
無
明
長
夜
の
夢
が
破
ら
れ
る
、
そ
の
こ
と
は
、
私
自
身
の
中
に
法
蔵
菩
薩
の
声
が
現
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
声
は
客
観
的
に
聞
く
の
で
は
な
く
、
主
観
的
に
直
観
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

で
は
、
法
蔵
菩
薩
に
よ
っ
て
無
明
長
夜
の
夢
が
破
ら
れ
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
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の
か
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
寺
川
俊
昭
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

そ
し
て
本
願
の
信
そ
の
も
の
が
、
衆
生
に
お
け
る
日
常
的
自
我
と
は
全
く
異
質
の
心
で
あ
り
、
む
し

ろ
そ
の
日
常
的
自
我
を
摧
破
す
る
よ
う
な
形
で
発
起
す
る
真
実
心
で
あ
る
こ
と
を
、
直
覚
的
に
自
証

し
て
い
る
。
こ
の
真
実
心
の
主
体
を
、『
大
無
量
寿
経
』
の
経
説
に
従
っ
て
、
法
蔵
菩
薩
と
呼
ぶ
。（
「
近

代
真
宗
学
の
歩
み
」
二
九
頁
） 

無
明
長
夜
の
夢
が
破
ら
れ
る
こ
と
を
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、「
日
常
的
自
我
を
摧
破
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
真
実
心
に
よ
っ
て
自
我
が
破
ら
れ
て
い
く
自
覚
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
真
実
心
の
主

体
は
、
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
は
、
我
々
の
自
我
を
破
る
こ
と
を
自
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
真
実
心
に
よ
っ
て
我
々
の
自
我
が
破
ら
れ
る
こ
と
が
、「
如
来
我
と
な
る
と
は
法
蔵
菩
薩
降
誕
の
こ

と
な
り
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、「
法
蔵
菩
薩
降
誕
」
と
は
、



38 第二章 曽我における唯識思想について 

第一節 曽我における唯識理解について 

真
実
信
の
主
体
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
が
、
我
々
の
自
我
を
破
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々

は
自
我
が
破
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
迷
い
の
存
在
と
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
法
蔵

菩
薩
を
通
し
て
確
認
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、「
地
上
の
救
主
」
に
お
け
る
主
題
は
、
真
実
信
の
主
体
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
り
、
迷
い
の
自
己

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
真
実
信
を
獲
る
こ
と
で
、
無
明
長
夜
の
夢
を
見
続
け

迷
い
の
存
在
で
あ
る
自
己
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
迷
い
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
呼
び
覚
ま
す
声
が
、
法

蔵
菩
薩
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曽
我
の
「
地
上
の
救
主
」
に
お
け
る
思
索
は
、
法
蔵
菩
薩
を
通
し
て
自

己
を
迷
い
の
存
在
と
見
続
け
た
思
索
の
道
程
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
う
し
た
曽
我
の
思
索
は
、
決
し
て
根
拠
の
な
い
思
索
で
は
な
い
。
そ
れ
は
小
野
蓮
明
が
、 

 
 

本
願
の
信
の
自
証
と
し
て
、
信
心
自
ら
の
主
体
が
、
こ
の
よ
う
に
一
片
の
神
話
性
も
と
ど
め
な
い
で
、
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明
確
に
法
蔵
菩
薩
と
自
覚
さ
れ
た
曽
我
師
の
了
解
は
、
親
鸞
の
本
願
観
を
、
従
っ
て
ま
た
、
信
心
観

を
、
最
も
深
く
正
鵠
を
得
た
了
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。（
「
如
来
我
と
な
る
・
法
蔵
菩
薩
（
下
）
」『
親

鸞
教
学
』
五
二 

二
六
頁
） 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
思
索
は
、
主
体
的
な
了
解
で

あ
る
が
、
親
鸞
の
了
解
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
曽
我
は
、
親
鸞
の
ど
の
個
所
を
基
に
し
て
了

解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
親
鸞
の
著
作
か
ら
、
曽
我
の
思
索
の
根
拠
と
な
っ
た
個
所
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。 

ま
ず
、
曽
我
の
法
蔵
菩
薩
の
思
索
の
基
に
な
っ
た
個
所
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
次
の
よ
う

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

曽
我
量
深
は
、
久
遠
の
如
来
が
法
蔵
比
丘
と
な
っ
て
、
人
間
と
し
て
罪
業
と
生
死
を
実
際
に
経
験
し
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た
と
し
て
い
る
。
（
中
略
）
そ
れ
は
、
親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
三
心
釈
の
仏
意
釈
に
学
ん
だ

も
の
で
あ
ろ
う
。
（
「
曽
我
量
深
の
法
蔵
菩
薩
論
の
形
成
過
程
と
そ
の
原
理
」
七
〇
頁
） 

曽
我
は
「
信
巻
」
に
あ
る
三
心
釈
を
基
に
思
索
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
三
心
釈
を
中
心
に
、
曽
我
の
思

索
を
尋
ね
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
、
三
心
釈
の
至
心
釈
で
は
、
衆
生
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

仏
意
測
り
難
し
、
し
か
り
と
い
え
ど
も
竊
か
に
こ
の
心
を
推
す
る
に
、
一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り

こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
な
し
。
虚
仮
諂
偽
に
し
て

真
実
の
心
な
し
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
） 

衆
生
の
現
実
を
「
穢
悪
汚
染
」
、
「
清
浄
の
心
な
し
」
と
直
視
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
楽
釈
に
も
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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し
か
る
に
無
始
よ
り
已
来
、
一
切
群
生
海
、
無
明
海
に
流
転
し
、
諸
有
輪
に
沈
迷
し
、
衆
苦
輪
に
繋

縛
せ
ら
れ
て
、
清
浄
の
信
楽
な
し
。
法
爾
と
し
て
真
実
の
信
楽
な
し
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
二

〇
頁
） 

こ
こ
で
も
、
衆
生
が
流
転
し
、
清
浄
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
欲
生
釈
に
も
同
様

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
８

こ
の
よ
う
に
三
心
釈
を
通
し
て
、
衆
生
は
清
浄
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
衆
生
の
現
実
に
対
し
て
、
法
蔵
菩
薩
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る 

こ
こ
を
も
っ
て
如
来
、
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
お
い
て
、
菩
薩

の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
一
念
・
一
刹
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
真
心
な

ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
一
七
頁
） 



42 第二章 曽我における唯識思想について 

第一節 曽我における唯識理解について 

法
蔵
菩
薩
は
、「
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
」
た
。
そ
れ
は
、
三
心
釈
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
衆
生
の
現

実
を
悲
憫
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
が
直
視
し
た
衆
生
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
実
に
苦

悩
し
て
い
る
衆
生
を
悲
憫
し
、
法
蔵
菩
薩
は
菩
薩
行
を
行
じ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
菩
薩
行
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
、
至
心
釈
に
『
大
無
量
寿
経
』
が
引
用
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
を
生
ぜ
ず
、
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
を
起
こ
さ
ず
。
色
・
声
・
香
・
味
の
法
に
着

せ
ず
。
忍
力
成
就
し
て
衆
苦
を
計
ら
ず
。
少
欲
知
足
に
し
て
、
染
・
恚
・
痴
な
し
。
三
昧
常
寂
に
し

て
、
智
慧
無
碍
な
り
。
虚
偽
諂
曲
の
心
あ
る
こ
と
な
し
。
和
顔
愛
語
に
し
て
、
意
を
先
に
し
て
承
問

す
。
勇
猛
精
進
に
し
て
、
志
願
惓
き
こ
と
な
し
。
専
ら
清
白
の
法
を
求
め
て
、
も
っ
て
群
生
を
恵
利

し
き
。
三
宝
を
恭
敬
し
師
長
に
奉
事
し
き
。
大
荘
厳
を
も
っ
て
衆
行
を
具
足
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
衆

生
を
し
て
功
徳
成
就
せ
し
む
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
一
七
～
一
一
八
頁
） 
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法
蔵
菩
薩
は
、
「
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
・
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
」
を
生
じ
て
い
な
い
。
「
虚
偽
諂
曲
の
心
」

も
な
い
。
し
か
し
、
衆
生
は
「
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
・
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
」
を
生
じ
、「
虚
偽
諂
曲
の
心
」

を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
法
蔵
菩
薩
が
菩
薩
行
に
お
い
て
「
欲
覚
・
瞋
覚
・

害
覚
・
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
」
や
「
虚
偽
諂
曲
の
心
」
等
が
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
を
起
こ
す
衆
生
の
現
実

を
経
験
し
た
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
。
逆
に
、
衆
生
の
現
実
を
経
験
し
な
け
れ
ば
、「
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
・

欲
想
・
瞋
想
・
害
想
」
や
「
虚
偽
諂
曲
の
心
」
等
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
衆
生
の
現
実
の
姿

を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
心
を
起
こ
す
こ
と
が
な
く
、
清
浄
の
心
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
の
清
浄
心
が
、
我
々
に
あ
る
自
我
の
心
を
破
る
の
で
あ
る
。
穢
悪
汚
染
で
虚
仮
諂
偽
の
心

し
か
な
い
我
々
は
、
法
蔵
菩
薩
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
我
が
身
に
清
浄
の
心
が
な
い
と

い
う
自
覚
が
働
く
こ
と
は
、
我
々
の
中
に
お
い
て
法
蔵
菩
薩
が
我
が
身
を
直
観
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
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な
る
の
で
あ
る
。 

 
こ
こ
ま
で
曽
我
の
思
想
に
つ
い
て
、
法
蔵
菩
薩
を
中
心
に
「
地
上
の
救
主
」
か
ら
読
み
取
り
、
そ
れ
が

三
心
釈
を
基
に
し
た
思
索
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
曽
我
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る

文
を
そ
の
ま
ま
解
釈
し
た
の
で
は
な
く
、
信
念
の
主
体
と
し
て
主
体
的
に
法
蔵
菩
薩
を
了
解
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
恩
寵
的
信
仰
で
は
な
く
、
自
我
を
打
ち
破
っ
て
働
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恩
寵
的
信
仰
か
ら
法
蔵
菩
薩
を
信
念
の
主
体
と
見
た
主
体

的
信
仰
へ
の
転
換
が
、
曽
我
の
眼
目
で
あ
る
と
言
え
る
。 

ま
た
一
方
で
、
曽
我
は
唯
識
思
想
に
基
づ
い
て
独
創
的
な
了
解
を
発
表
し
て
い
る
。
先
の
年
表
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
や
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」 

と
い
っ
た
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
を
関
連
さ
せ
て
い
る
論
文
が
あ
る
。
曽
我
の
思
想
を
さ
ら
に
読
み
解
い
て
い
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く
に
は
、
唯
識
の
面
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に

曽
我
の
唯
識
思
想
を
中
心
に
考
察
を
行
う
。 

  

第
二
章 

曽
我
に
お
け
る
唯
識
思
想
に
つ
い
て 

第
一
節 

曽
我
に
お
け
る
唯
識
理
解
に
つ
い
て 

 

曽
我
は
、
今
ま
で
に
な
い
独
自
の
唯
識
理
解
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
で
あ

り
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
を
結
び
付
け
た
論
で
あ
る
。 

「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
次
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

（
１
）
平
川
彰
「
如
来
蔵
と
し
て
の
法
蔵
菩
薩
」
『
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
』 
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（
２
）
松
原
祐
善
「
法
蔵
菩
薩
論
」
『
大
谷
学
報
』
五
三
―
三 

（
３
）
寺
川
俊
昭
「
曽
我
量
深
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
探
求
」
『
親
鸞
教
学
』
六
四 

（
４
）
小
野
蓮
明
「
如
来
我
と
な
る
・
法
蔵
菩
薩
（
上
）
」
『
親
鸞
教
学
』
五
一 

平
川
彰
は
「
如
来
蔵
と
し
て
の
法
蔵
菩
薩
」
に
お
い
て
、
阿
頼
耶
識
は
法
相
の
教
理
で
い
え
ば
「
妄
識
」

で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
は
四
十
八
願
の
本
願
を
立
て
、
そ
の
本
願
を
満
足
し
「
決
定
必
成

無
上
正
覚
」
が
諸
仏
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
菩
薩
で
あ
る
。
そ
の
菩
薩
が
「
妄
識
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
納
得
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
提
起
か
ら
、
さ
ら
に
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
の

文
献
的
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
阿
頼
耶
識
の
「
識
」
は
「
ア
ー
ラ
ヤ
」
で
「
住
処
」
の
意
味
で

あ
り
、
法
蔵
菩
薩
の
「
法
蔵
」
は
「
ダ
ル
マ
・
ア
ー
カ
ラ
」
で
「
鉱
脈
」
の
意
味
を
持
つ
と
し
、
阿
頼
耶

識
と
法
蔵
菩
薩
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。 
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平
川
彰
の
論
文
に
対
し
て
、
松
原
祐
善
が
反
論
し
て
い
る
。
松
原
祐
善
は
、 

『
大
経
』
は
我
々
の
生
命
を
託
し
て
い
る
経
典
だ
。
で
す
か
ら
、
自
己
の
安
心
と
無
関
係
に
経
典
が

あ
る
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
仏
教
学
の
学
問
的
成
果
は
充
分
戴
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
満
足
の
得

ら
れ
な
い
限
界
を
感
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
（
中
略
）
。
平
川
先
生
御
自
身
の
信
仰
の
問
題
は
ど
う
か
か

わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
く
る
。
（
「
法
蔵
菩
薩
論
」
八
二
頁
） 

と
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
大
無
量
寿
経
』
は
自
己
の
信
仰
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
信
仰
な
く

『
大
無
量
寿
経
』
の
研
究
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
上
で
松
原
祐
善
は
、 

宗
教
的
信
の
自
覚
的
解
釈
で
あ
る
と
申
し
あ
げ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
私
は
ド
イ
ツ
の
著
名

な
神
学
者
で
あ
る
、
今
は
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
ブ
ル
ト
マ
ン
（R

.B
lu

tm
a

n

）
の
『
聖

書
』
に
お
け
る
非
神
話
化
（E

n
tm

y
th

o
lo

g
is

ie
r
u

n
g

）
の
提
唱
と
合
す
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
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曽
我
先
生
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
は
『
無
量
寿
経
』
の
法
蔵
説
話
の
非
神
話
化
の
お
仕
事
な

の
で
す
。
（
『
松
原
祐
善
講
義
集
第
二
巻
』
五
三
頁
） 

と
示
し
て
い
る
。
松
原
祐
善
は
、
曽
我
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
よ
っ
て
『
大
無
量
寿
経
』
の
法

蔵
説
話
が
非
神
話
化
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
非
神
話
化
は
「
宗
教
的
信
の
自
覚
的
解
釈
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。 

松
原
祐
善
は
こ
う
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
寺
川
俊
昭
も
「
曽
我
量
深
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
探
求
」
９

に

お
い
て
、
ま
た
小
野
蓮
明
も
「
如
来
我
と
な
る
・
法
蔵
菩
薩
（
上
）
」
１
０

に
お
い
て
松
原
祐
善
と
同
様
の

見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
曽
我
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
は
、『
大
無
量
寿
経
』
の
法
蔵
説
話

を
非
神
話
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
非
神
話
化
が
、
主
体
的
な
信
仰
の
自
覚
を
問
う
と
い
う
意
味
を

持
つ
の
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
の
研
究
は
、
平
川
彰
に
よ
る
文
献
学
か
ら
の
立
場
と
松
原
祐

善
に
よ
る
真
宗
学
の
自
覚
に
基
づ
い
た
立
場
と
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
先
行

研
究
の
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。 

平
川
彰
は
、
阿
頼
耶
識
は
妄
識
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
の
比
較
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
曽
我
は
『
唯
識
三
十
頌
』
・
『
成
唯
識
論
』
・
『
成
唯
識
論
述
記
』
を
独
自
に
解
釈
し
て

い
る
た
め
、
阿
頼
耶
識
は
妄
識
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
解
釈
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
曽
我

が
『
成
唯
識
論
』
等
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
と
い
う
考
察
が
必
要
で
あ
る
。 

次
に
、
松
原
祐
善
、
寺
川
俊
昭
、
小
野
蓮
明
は
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
は
法
蔵
説
話
の
非
神
話
化

で
あ
り
、
宗
教
的
信
の
自
覚
を
問
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
す
る
。
こ
の
研
究
の
問
題
点
は
、
な
ぜ

阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
を
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
曽
我
が
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
を
結
び
付
け
る
理
由
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。 こ

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
を
解
明
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

筆
者
は
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
関
す
る
論
文
や
著
作
を
取
り
上
げ
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
関
係
す
る
論
文
や
著
作
と
し
て
、
は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と

し
て
の
三
願
」
、
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
、
「
法
蔵
菩
薩
」
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
を
年
代
順
に
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
著
さ
れ
た
年
代
に
よ
っ
て
思
想
の
変
遷
が
見

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
年
代
順
に
曽
我
の
論
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
と

は
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
、
ま
た
我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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ま
ず
は
、
曽
我
独
自
の
唯
識
理
解
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
窺
っ
て
い
き
た
い
。
曽

我
は
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 
 

自
分
は
愚
直
で
あ
る
も
の
だ
か
ら
し
て
、
其
の
法
蔵
菩
薩
と
い
ふ
も
の
ゝ
正
態
を
、
ど
う
し
て
も
自

分
の
意
識
に
求
め
て
行
か
な
い
と
い
ふ
と
満
足
出
来
な
い
。
段
々
求
め
求
め
て
私
は
遂
に
『
唯
識
論
』

の
中
に
あ
る
所
の
阿
頼
耶
識
と
い
ふ
も
の
に
於
て
法
蔵
菩
薩
を
求
め
得
た
と
同
時
に
、
又
『
唯
識
論
』

の
阿
頼
耶
識
と
い
ふ
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
か
う
い
ふ
工
合
に
考
へ
て
、
私
は
『
大
無
量
寿
経
』
の

法
蔵
菩
薩
に
於
て
之
を
求
め
た
。
だ
か
ら
し
て
『
唯
識
論
』
ば
か
り
読
ん
で
居
つ
て
は
阿
頼
耶
識
が

何
で
あ
る
か
解
ら
ぬ
。
ま
た
『
大
無
量
寿
経
』
ば
か
り
読
ん
で
居
つ
て
も
法
蔵
菩
薩
が
何
で
あ
る
か

解
ら
な
い
。『
大
無
量
寿
経
』
に
説
い
て
あ
る
所
の
法
蔵
菩
薩
を
『
唯
識
論
』
の
阿
頼
耶
識
の
中
に
求

め
得
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
私
は
『
唯
識
論
』
の
阿
頼
耶
識
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
明
ら
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か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
循
環
証
明
法
で
あ
り
ま
す
が
、
又
已
む
を
得
ざ
る
循
環
論
証
で
あ
ら

う
と
思
ふ
。
こ
の
二
つ
を
読
み
得
て
成
る
程
と
初
め
て
肯
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選

集
第
五
巻
』
一
五
八
頁
） 

曽
我
は
、『
成
唯
識
論
』
の
阿
頼
耶
識
と
『
大
無
量
寿
経
』
の
法
蔵
菩
薩
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
阿

頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
頼
耶
識
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。 

阿
頼
耶
識
と
い
う
の
は
、
シ
ナ
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
と
、「
蔵
」
と
い
う
字
に
な
り
ま
す
―
―
法
蔵
菩

薩
の
「
蔵
」
と
い
う
字
に
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
、
こ
の
阿
頼
耶
識
と
い
う
も
の
と
法
蔵

菩
薩
と
い
う
も
の
と
は
、
思
想
的
に
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
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り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
〇
九
頁
） 

曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
に
共
通
し
て
あ
る
「
蔵
」
と
い
う
字
に
着
目
し
、
両
者
に
は
深
い
関
係

が
あ
る
と
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
思
想
が
生
み
出
さ
れ
た
理
由
は
、
曽
我
の
「
自
分
は
自
分
一
流
の
考
え
で
も
っ
て
『
成
唯

識
論
』
と
い
う
も
の
を
見
て
行
こ
う
と
、
こ
う
い
う
よ
う
に
方
針
を
と
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
」

（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
〇
七
頁
）
と
い
う
姿
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
成
唯
識
論
』
を
独
自

に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
を
結
び
付
け
る
に
い
た
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は

文
献
を
忠
実
に
解
釈
し
た
も
の
で
は
な
い
。
独
自
の
思
索
に
よ
っ
て
、
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
に
深
い
関

係
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
な
ぜ
阿
頼
耶
識
と
法
蔵
菩
薩
に
深
い
関
係
を
見
出
す
こ
と
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が
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
『
成
唯
識
論
』
だ
け
で
は
阿
頼
耶
識
が
解

ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
な
ぜ
『
大
無
量
寿
経
』
だ
け
で
は
法
蔵
菩
薩
が
解
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
、『
成
唯
識
論
』
に
あ
っ
て
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い

な
い
こ
と
と
、『
大
無
量
寿
経
』
に
あ
っ
て
『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
い
く
必
要
が

あ
る
。 

で
は
、
曽
我
は
『
大
無
量
寿
経
』
と
『
成
唯
識
論
』
に
何
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
考

え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
明
治
四
五
年
七
月
発
行
さ
れ
た
『
精
神
界
』
の
「
我
等
が
久
遠
の
宗
教
」
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

按
ず
る
に
天
親
論
主
の
『
浄
土
願
生
偈
』
は
論
主
が
自
我
の
心
中
に
顕
現
し
つ
ゝ
、
而
も
自
我
を
超

越
せ
る
不
可
思
議
の
能
力
を
讃
仰
し
、『
唯
識
三
十
頌
』
は
そ
の
不
可
思
議
力
に
依
存
し
つ
ゝ
、
こ
こ



55 第二章 曽我における唯識思想について 

第一節 曽我における唯識理解について 

に
極
力
反
抗
す
る
所
の
現
実
の
自
我
妄
執
の
告
白
懺
悔
で
あ
る
。
罪
業
の
云
何
に
深
く
我
執
我
見
の

云
何
に
強
き
乎
を
最
も
明
瞭
に
示
す
者
は
三
千
年
の
仏
教
史
上
の
『
唯
識
三
十
頌
』
に
及
ぶ
も
の
は

な
い
。『
唯
識
三
十
頌
』
は
如
来
の
救
済
力
を
否
認
し
て
自
力
成
仏
を
主
張
し
、
さ
ら
に
如
来
の
本
願

を
横
取
り
に
し
て
自
ら
一
切
衆
生
を
救
は
ん
と
企
つ
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
一

切
の
衆
生
救
済
の
本
願
に
依
り
て
自
ら
第
一
に
無
上
覚
位
に
登
ら
ん
と
す
る
自
己
衷
心
の
企
を
暴
露

す
る
も
の
で
あ
る
。
是
れ
誠
に
無
謀
の
企
で
あ
る
、
而
も
彼
の
真
実
久
遠
の
企
で
あ
る
。
是
故
に
我
々

は
『
唯
識
三
十
頌
』
を
反
読
す
る
毎
に
、
香
樹
院
徳
龍
師
と
共
に
自
力
の
無
効
を
知
る
と
共
に
、
さ

ら
に
天
親
論
主
と
共
に
深
く
自
力
の
捨
て
難
き
を
観
る
。（
中
略
）
自
力
の
執
心
を
捨
つ
る
の
能
力
が

我
々
に
な
く
、
自
力
修
行
の
無
効
を
知
り
つ
ゝ
、
依
然
と
し
て
自
力
妄
執
を
捨
つ
る
の
自
由
な
き
所

に
初
め
て
徹
底
的
自
力
無
効
観
が
成
立
す
る
。
真
に
捨
て
ら
れ
ざ
る
自
力
に
触
れ
、
初
め
て
捨
て
ぬ
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そ
の
儘
に
如
来
に
行
く
の
で
あ
る
。
自
力
を
捨
つ
る
と
は
、
自
力
を
捨
て
ん
と
の
努
力
の
無
効
を
知

り
、
此
努
力
を
捨
つ
る
所
で
あ
る
。
捨
て
ぬ
所
に
真
に
捨
て
る
妙
味
が
あ
る
。
究
竟
的
に
自
力
を
捨

て
る
と
は
自
力
を
そ
の
儘
に
置
く
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
自
力
を
そ
の
儘
に
置
く
所
に
初
め
て
他
力

が
味
は
る
ゝ
で
は
な
い
か
。
此
一
切
の
自
力
、
究
竟
の
自
力
、
自
力
を
捨
て
ん
と
す
る
所
の
自
力
、

此
自
力
こ
そ
は
捨
て
ね
ば
な
ら
ず
、
又
捨
て
得
る
自
力
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
三
六
八
～
三
六

九
頁
） 

『
唯
識
三
十
頌
』
は
如
来
の
本
願
力
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
自
ら
の
修
行
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
曽
我
の
主
張
で
は
、
如
来
の
本
願
力
を
我
が
物
と
し
、
そ
の
本
願
力
に
よ
っ
て

自
ら
仏
と
な
り
人
々
を
救
お
う
と
す
る
こ
と
を
告
白
す
る
の
が
『
唯
識
三
十
頌
』
で
あ
る
と
い
う
理
解
に

な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
如
来
の
本
願
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
我
執
我
見
と
い
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っ
た
末
那
識
の
働
き
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。 

曽
我
の
見
解
で
注
目
す
べ
き
点
は
、『
唯
識
三
十
頌
』
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
如
来
の
本
願
力
と
い
う
こ

と
を
見
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
説
か
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の

か
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。 

曽
我
の
見
解
で
は
、
世
親
の
著
作
と
し
て
『
唯
識
三
十
頌
』
と
『
浄
土
論
』
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
い

る
。『
浄
土
論
』
は
、
世
親
に
よ
る
『
大
無
量
寿
経
』
の
領
解
で
あ
り
如
来
に
帰
命
す
る
こ
と
を
説
く
。
他

方
、『
唯
識
三
十
頌
』
で
は
、
修
道
論
に
よ
る
自
力
成
仏
を
説
く
。
つ
ま
り
、
世
親
は
『
浄
土
論
』
で
他
力

を
著
し
、『
唯
識
三
十
頌
』
で
自
力
を
著
し
た
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
曽
我
は
、
世
親
が
他
力
と
自
力
の
両

方
の
側
面
を
著
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
こ
で
、
自
力
と
他
力
の
内
実
に
つ
い
て
、
曽
我
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
窺
っ
て
い
く
。
自
力
と
は
、『
唯
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識
三
十
頌
』
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
自
力
の
仏
道
で
あ
る
。
ま
た
、
他
力
と
は
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
仏
道
で
あ
る
。
他
力
の
仏
道
に
立
て
ば
、
我
執
我
見
を
自
力
で
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
曽
我
が
「
自
力
の
執
心
を
捨

つ
る
の
能
力
が
我
々
に
な
く
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
我
々
は
自
力
成
仏
す
る
力
が
な
く
、
自
力
を
捨
て
よ

う
と
す
る
自
力
を
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、『
唯
識
三
十
頌
』
と
は
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
、
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
我
執
を
自
覚
し
、
そ

の
こ
と
を
表
白
し
た
も
の
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
曽
我
は
、
他
力
の
仏
道
の
立
場
に
立
っ
て
、『
唯
識
三
十

頌
』
を
解
釈
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
曽
我
が
『
大
無
量
寿
経
』
に
求
め
た
こ
と
と
、『
成
唯
識
論
』
に
求
め
た
こ
と
に
つ

い
て
検
討
で
き
る
。 
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ま
ず
、
曽
我
が
『
大
無
量
寿
経
』
に
求
め
た
も
の
は
、「
如
来
の
救
済
力
」
、「
如
来
の
本
願
」
と
い
う
語

句
か
ら
、
如
来
の
本
願
力
で
あ
る
と
言
え
る
。 

で
は
、『
成
唯
識
論
』
に
は
何
を
求
め
た
の
か
。
曽
我
は
、
唯
識
の
中
で
も
特
に
末
那
識
や
阿
頼
耶
識
に

注
目
し
て
い
る
。
『
成
唯
識
論
』
に
お
い
て
は
、
末
那
識
や
阿
頼
耶
識
の
構
造
が
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

末
那
識
や
阿
頼
耶
識
の
構
造
と
は
、
我
々
の
心
の
構
造
で
あ
り
、
そ
の
心
の
構
造
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、
曽
我
は
、
末
那
識
や
阿
頼
耶
識
の
構
造
を
『
成
唯
識
論
』
に
求
め
た
と
言
え
る
。 

こ
う
し
て
見
る
と
、『
大
無
量
寿
経
』
で
は
如
来
の
本
願
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
末
那
識
や
阿
頼
耶
識
と

い
っ
た
心
の
構
造
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、『
大
無
量
寿
経
』
だ
け
で
は
、
我
執
や
救
わ

れ
て
い
く
心
の
構
造
を
見
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
成
唯
識
論
』
だ
け
で
は
、
心
の

構
造
は
明
ら
か
に
な
る
が
、
な
ぜ
我
々
が
救
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
如
来
の
本
願
力
が
明
ら
か
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に
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
曽
我
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
我
々
が

救
わ
れ
る
こ
と
と
、『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
阿
頼
耶
識
や
末
那
識
に
よ
っ
て
我
々
の
心
の
構
造
を
見
て

い
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
曽
我
は
、
我
々
が
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
如
来
の
本
願
力

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
『
成
唯
識
論
』
を
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
曽
我
が
、
唯
識
と
法
蔵
菩
薩
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の

三
願
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



61 第二章 曽我における唯識思想について 

第二節 「法蔵菩薩影現の歴程としての三願」について 

第一項 本論の内容について 

第
二
節 

「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
に
つ
い
て 

第
一
項 

本
論
の
内
容
に
つ
い
て 

「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
は
、
阿
頼
耶
識
と
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
た
三
願
の

関
係
を
具
体
的
に
述
べ
た
曽
我
中
期
の
論
文
で
あ
る
。 

は
じ
め
に
、
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
の
題
目
の
意
味
を
確
認
し
て
い
く
。
「
法
蔵
菩

薩
影
現
」
に
つ
い
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

誠
に
法
蔵
菩
薩
の
影
現
と
云
ふ
こ
と
は
、
則
ち
十
方
衆
生
の
誕
生
て
ふ
こ
と
で
あ
る
。
十
方
衆
生
の

真
実
の
誕
生
て
ふ
こ
と
は
我
々
が
信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
信
楽
の
獲
得
と
云
ふ
こ

と
は
我
々
衆
生
が
現
実
的
大
主
観
の
眼
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
三
頁
） 

こ
の
こ
と
か
ら
「
法
蔵
菩
薩
の
影
現
」
と
は
、
我
々
が
信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
歴
程
」
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は
「
経
過
し
て
き
た
道
筋
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
三
願
」
は
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
た
第
十
八
願
、

第
十
九
願
、
第
二
十
願
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
題
目
の
意
味
は
、「
我
々
が
信
楽
を
獲
得
す
る
た
め
に
経

て
き
た
道
筋
と
し
て
の
三
願
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
論
文
の
特
徴
は
、
曽
我
の
独
自
の
説
が
二
点
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
一

点
目
は
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

さ
れ
ば
三
願
は
法
蔵
菩
薩
の
三
位
で
あ
つ
て
、
あ
た
か
も
印
度
論
蔵
の
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
ら
う
。
阿
頼
耶
識
の
三
位
は
根
本
識
の
自
覚
の
道
程
を
示
し
、
法
蔵
菩
薩
の
上
の
三
願

は
現
実
自
我
影
現
の
三
位
を
顕
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
二
頁
） 

こ
の
こ
と
が
図
に
表
さ
れ
て
い
る
。 
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若
不
生
者
の
願 

 
 

 
 

 
 

（
一
）
我
愛
執
蔵
現
行
位 

法
蔵
菩
薩
の
三
願 

 
 

臨
終
現
前
の
願 

 
 

 
 

 
 

（
二
）
善
悪
業
果
位 

 
 

 

蔵
識
の
三
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
果
遂
者
の
願 

 
 

 
 

 
 

（
三
）
相
続
執
持
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
〇
頁
） 

 

曽
我
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
た
第
十
八
願
、
第
十
九
願
、
第
二
十
願
を
『
成
唯
識
論
述
記
』
に

説
か
れ
る
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
配
当
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
大
無
量
寿
経
』
に
は
阿
頼
耶
識
の
三
位
は
説

か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
成
唯
識
論
』
に
も
『
大
無
量
寿
経
』
の
願
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
曽
我
は
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
三
願
と
阿
頼
耶
識
の
三
位
を
結
び
付
け
た
。
そ
れ

が
可
能
な
の
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
曽
我
は
『
成
唯
識
論
』
を
『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
如
来
の

本
願
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
曽
我
独
自
の
解
釈
に
な
る
の
で
あ
る
。 
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ま
た
、
曽
我
独
自
の
解
釈
の
二
点
目
と
し
て
、
三
願
の
構
造
が
あ
る
。
曽
我
は
第
十
九
願
、
第
二
十
願
、

第
十
八
願
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

げ
に
せ
め
て
は
臨
終
に
影
現
せ
ば
や
と
要
期
す
る
と
こ
ろ
の
第
十
九
願
の
衆
生
は
そ
の
臨
終
ま
で
真

の
善
友
に
遭
は
な
い
の
で
あ
る
。
幸
に
し
て
臨
終
に
善
友
の
教
え
を
聞
く
こ
と
は
、
こ
れ
臨
終
現
前

の
願
の
奥
に
、
不
果
遂
者
の
誓
の
存
在
す
る
証
拠
で
あ
る
（
中
略
）
更
に
一
歩
を
進
め
て
思
惟
す
れ

ば
、
そ
の
果
遂
の
願
の
底
に
已
に
若
不
生
者
の
大
誓
願
が
隠
れ
彰
れ
て
居
る
こ
と
は
疑
わ
れ
ぬ
。
人

間
の
生
涯
の
間
に
一
度
と
云
ふ
一
度
は
と
云
ふ
果
遂
の
誓
願
は
已
に
現
在
に
か
す
か
に
内
に
影
現
し

て
居
る
所
の
法
蔵
菩
薩
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
は
ち
「
た
す
け
た
い
」
と
云
ふ
欲
望
の
十
九
願

は
「
た
す
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
云
ふ
意
志
の
二
十
願
に
裏
づ
け
ら
れ
、
更
に
「
た
す
け
や
う
」
と
云

ふ
行
為
の
十
八
願
に
裏
づ
け
ら
れ
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
三
頁
） 
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曽
我
の
解
釈
を
ま
と
め
る
と
、
第
十
九
願
の
衆
生
は
臨
終
に
善
友
の
教
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
も
、
第
十
九
願
が
第
二
十

願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
曽
我
は
、
第
二
十
願
は
第
十
八
願
に
裏
付
け
ら
れ
、

第
十
九
願
は
第
二
十
願
と
第
十
八
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
曽
我
が
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
に
あ
る
独
自
の
説
と
し
て
二
点
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
と
曽
我
の
三
願
解
釈
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

第
十
九
願
は
『
大
無
量
寿
経
』
に
、 

 
 

た
と
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
十
方
衆
生
、
菩
提
心
を
発
し
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
修
し
て
、
心
を
至

し
願
を
発
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
わ
ん
。
寿
終
わ
る
時
に
臨
ん
で
、
た
と
い
大
衆
と
囲
繞
し

て
そ
の
人
の
前
に
現
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
（
『
真
聖
全
一
』
九
～
一
〇
頁
） 
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と
説
か
れ
る
。 

第
十
九
願
に
つ
い
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

す
な
は
ち
第
十
九
の
願
の
衆
生
は
何
等
人
間
性
な
き
自
利
的
律
法
的
な
る
聖
者
で
あ
る
。
殆
ど
全
く

自
己
の
現
実
を
観
ぜ
ず
、
自
己
の
肉
体
を
内
感
せ
ず
、
徒
に
自
己
の
空
霊
に
酔
ひ
、
定
散
の
行
に
執

着
せ
る
も
の
で
あ
る
。
全
く
現
実
人
生
の
問
題
に
当
面
せ
な
い
と
こ
ろ
の
聖
者
が
云
何
に
し
て
真
実

の
往
生
人
で
あ
ら
う
や
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
一
頁
） 

曽
我
は
第
十
九
願
の
衆
生
を
、
現
実
人
生
の
問
題
を
直
視
す
る
こ
と
な
く
定
散
の
行
に
執
着
す
る
聖
者
と

解
釈
し
て
い
る
。 

 

第
二
十
願
は
『
大
無
量
寿
経
』
に
、 

た
と
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
我
が
名
号
を
聞
き
て
、
念
を
我
が
国
に
係
け
て
、
も
ろ
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も
ろ
の
徳
本
を
植
え
て
、
心
を
至
し
回
向
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
わ
ん
に
、
果
遂
せ
ず
ん
ば
、

正
覚
を
取
ら
じ
。
（
『
真
聖
全
一
』
一
〇
頁
） 

と
説
か
れ
て
い
る
。 

 

曽
我
は
第
二
十
願
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

少
し
利
他
大
悲
の
本
願
を
知
る
が
、
そ
の
知
っ
た
と
こ
ろ
の
本
願
と
は
抽
象
的
理
想
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
称
名
は
人
間
が
如
来
に
向
か
っ
て
自
己
の
祈
願
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
救
い

の
願
を
表
現
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
彼
に
は
猶
法
蔵
菩
薩
の
根
本
主
観
の
影
現
が
な
い
。
随
て
如

来
招
喚
の
勅
命
と
し
て
の
名
号
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
表
現
の
名
号
を
聞
く
時
に
於
て
現

実
的
な
る
衆
生
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
第
二
十
の
願
は
不
果
遂
者
の
誓
で
あ
る
。
少
く
と
も

臨
終
ま
で
に
大
悲
の
本
願
を
果
遂
し
て
、
衆
生
を
し
て
現
実
世
界
に
誕
生
せ
し
め
、
現
実
人
生
に
開
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眼
せ
し
め
ん
と
云
ふ
が
第
二
十
の
願
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
） 

第
二
十
願
の
衆
生
は
、
自
分
自
身
の
救
い
を
称
名
に
よ
っ
て
如
来
に
願
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
願
の
衆
生
に
は
真
実
信
心
は
な
い
が
、
臨
終
ま
で
に
真
実
信
心
を
獲
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

第
十
八
願
は
『
大
無
量
寿
経
』
に
、 

た
と
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
十
方
衆
生
、
心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
う
て
、
乃

至
十
念
せ
ん
。
も
し
生
ま
れ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
唯
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
せ
ん
を
ば
除
く
。（
『
真

聖
全
一
』
九
頁
） 

と
説
か
れ
る
。 

 

第
十
八
願
に
つ
い
て
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

さ
れ
ば
第
十
八
願
の
面
目
は
畢
竟
自
分
の
永
久
の
流
転
と
云
ふ
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
機
の
深
信
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と
云
ふ
こ
と
は
決
し
て
地
獄
一
定
と
云
ふ
や
う
な
概
念
で
は
な
く
、
自
己
の
全
責
件
の
自
覚
で
あ
る
。

「
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
て
ふ
こ
と
が
機
の
深
信
の
中
心
で
あ
る
。
此
煩
悩
具
足
の
信
知
が
す
な

は
ち
本
願
力
の
乗
托
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
〇
五
頁
） 

こ
こ
か
ら
第
十
八
願
の
衆
生
は
、
罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
い
う
こ
と
を
信
知
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
れ
は
機
の
深
信
で
あ
り
、
本
願
力
の
乗
托
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
第
十
九
、
第
二
十
、
第
十
八
願
の
曽
我
の
解
釈
は
、
衆
生
の
内
実
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
第
十
九
願
は
現
実
人
生
の
問
題
を
直
視
す
る
こ
と
な
く
定
散
の
行
に
執
着
す

る
聖
者
、
第
二
十
願
は
称
名
に
よ
っ
て
如
来
に
自
己
の
救
い
を
祈
願
し
て
い
る
も
の
、
第
十
八
願
は
罪
悪

深
重
の
凡
夫
と
信
知
す
る
も
の
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
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こ
こ
ま
で
、
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
曽
我
は
、

三
願
を
唯
識
に
よ
っ
て
独
自
に
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
、
今
ま
で
の
先
行
研

究
で
は
唯
識
の
側
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
唯
識
の

側
面
を
『
成
唯
識
論
』
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
と
の
関
係
が
見
出

せ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
次
に
『
成
唯
識
論
』
や
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
お
い
て
説
か
れ
る
阿

頼
耶
識
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

  

第
二
項 

阿
頼
耶
識
に
つ
い
て 

唯
識
で
は
識
と
し
て
、
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
・
末
那
識
・
阿
頼
耶
識
の
八
識
を
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た
て
る
。
意
識
は
第
六
識
、
末
那
識
は
第
七
識
、
阿
頼
耶
識
は
第
八
識
と
呼
ば
れ
る
。
阿
頼
耶
識
は
、「
阿

頼
耶
識
」
「
異
熟
」
「
一
切
種
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
無
覆
無
記
で
あ
る
。
そ
し
て
、
常
に
激
し
い

流
れ
の
よ
う
に
働
き
続
け
て
い
る
。
１
１ 

ま
た
、『
成
唯
識
論
』
で
は
、
阿
頼
耶
識
の
具
え
る
三
つ
の
相
と
し
て
、
自
相
・
果
相
・
因
相
が
説
か
れ

る
。
阿
頼
耶
識
は
自
相
と
名
づ
け
ら
れ
、
異
熟
識
は
果
相
、
一
切
種
子
識
は
因
相
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
そ

し
て
、『
成
唯
識
論
述
記
』
で
は
自
相
・
果
相
・
因
相
に
応
じ
て
三
位
を
立
て
る
。
自
相
に
は
我
愛
執
蔵
現

行
位
、
果
相
に
は
善
悪
業
果
位
、
因
相
に
は
相
続
執
持
位
で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
三
位
そ
れ
ぞ
れ

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

（
一
）
自
相 

自
相
に
つ
い
て
、
『
成
唯
識
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 
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初
能
変
識
を
大
小
乗
教
に
阿
頼
耶
と
名
づ
く
。
此
の
識
に
は
具
さ
に
能
蔵
と
所
蔵
と
執
蔵
と
の
義
有

る
が
故
に
。
謂
わ
く
、
雑
染
の
与
め
に
互
に
縁
と
為
る
が
故
に
。
有
情
執
し
て
自
の
内
我
と
為
す
が

故
に
。
此
は
即
ち
、
初
能
変
識
所
有
の
自
相
を
顕
示
す
。
因
と
果
と
を
摂
持
し
て
、
自
相
と
為
す
が

故
に
。
此
の
識
の
自
相
は
分
位
多
し
と
い
え
ど
も
、
蔵
は
初
な
り
過
重
し
、
是
の
故
に
偏
に
説
く
。

（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
七
頁
ｃ
） 

阿
頼
耶
識
に
は
、
能
蔵
と
所
蔵
と
執
蔵
の
三
つ
の
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
を
す
べ
て
合
わ
せ
て
自
相
と
い
う
。

能
蔵
と
所
蔵
は
「
雑
染
の
与
め
に
互
に
縁
と
為
る
が
故
に
」
と
説
明
さ
れ
、
執
蔵
は
「
有
情
執
し
て
自
の

内
我
と
為
す
が
故
に
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
は
、
能
蔵
と
所
蔵
と
執
蔵
の
構
造
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
阿
頼
耶
識
を
能
蔵
と
い
う
場
合
は
、『
成
唯
識
論
述
記
』
に
「
能
く
染
の
種
を
持
す
る
に
は
種
を
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所
蔵
と
名
づ
く
。
こ
の
識
は
こ
れ
能
蔵
と
名
づ
く
」（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
三
〇
〇
頁
ｃ
～
三
〇
一
頁
ａ
）

と
説
か
れ
る
。
阿
頼
耶
識
を
能
蔵
と
い
う
と
き
は
、
種
子
が
所
蔵
と
な
る
。
そ
れ
は
、
阿
頼
耶
識
が
一
切

諸
法
を
生
じ
る
種
子
を
貯
え
保
持
し
て
い
く
あ
り
よ
う
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

次
に
、
阿
頼
耶
識
を
所
蔵
と
い
う
と
き
は
、『
成
唯
識
論
述
記
』
に
「
こ
の
雑
染
法
が
所
熏
た
り
所
依
た

る
に
は
染
法
を
能
蔵
と
名
づ
け
、
こ
の
識
を
ば
所
蔵
と
す
」
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
三
〇
一
頁
ａ
）
と
あ

る
。「
雑
染
法
」
は
七
転
識
で
あ
る
。
七
転
識
と
は
、
前
七
識
が
種
子
を
第
八
識
に
熏
習
す
る
働
き
の
こ
と

で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
を
所
蔵
と
い
う
と
き
は
、
七
転
識
が
能
蔵
と
な
る
。
そ
れ
は
、
阿
頼
耶
識
に
七
転
識

の
結
果
で
あ
る
種
子
を
熏
じ
つ
け
ら
れ
る
あ
り
よ
う
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

阿
頼
耶
識
を
執
蔵
と
い
う
と
き
は
、『
成
唯
識
論
述
記
』
に
「
彼
の
論
に
ま
た
染
の
第
七
ら
の
た
め
に
執

蔵
せ
ら
れ
て
、
以
て
内
我
と
せ
ら
る
る
と
い
え
り
。
執
蔵
の
義
に
名
づ
く
」
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
三
〇
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一
頁
ａ
）
と
あ
る
。
第
七
識
は
末
那
識
で
、
我
執
の
心
で
あ
り
、
自
分
に
執
着
す
る
心
で
あ
る
。
末
那
識

が
阿
頼
耶
識
に
働
き
か
け
執
着
す
る
。
つ
ま
り
、
阿
頼
耶
識
が
末
那
識
に
よ
っ
て
執
着
さ
れ
て
い
る
あ
り

よ
う
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
能
蔵
、
所
蔵
、
執
蔵
は
、
阿
頼
耶
識
に
は
種
子
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
、
種
子
を
受
け
止

め
る
こ
と
、
そ
し
て
第
七
識
に
執
着
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
が
あ
る
。
自
相
の
阿
頼
耶
識
に
は
こ
の
三

蔵
の
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。
１
２ 

次
に
我
愛
執
蔵
現
行
位
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、
自
相
に
対
し
て
立
て
ら
れ
る
。

我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

 
 

多
異
熟
は
謂
わ
く
此
の
識
の
体
に
総
じ
て
三
位
有
り
。
一
に
は
我
愛
執
蔵
現
行
位
な
り
。
即
ち
唯
七

地
以
前
の
菩
薩
と
二
乗
の
有
学
と
一
切
の
異
生
の
み
無
始
よ
り
来
り
。
謂
わ
く
阿
頼
耶
と
名
づ
く
。
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人
執
無
き
位
に
至
る
ま
で
な
り
。
此
を
執
蔵
と
名
づ
く
。
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
二
九
八
頁
ａ
） 

我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、
阿
頼
耶
と
名
づ
け
ら
れ
執
蔵
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
執
蔵
と
は
先
に
見
た
よ
う
に
、

阿
頼
耶
識
が
末
那
識
に
よ
っ
て
我
執
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
阿
頼
耶
に
つ
い
て
は
、
『
成
唯
識
論
』
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

或
は
阿
頼
耶
と
名
づ
く
。 

一
切
の
雑
染
品
の
法
を
摂
蔵
し
て
失
せ
ざ
ら
し
む
る
が
故
に
。
我
見
愛
等

に
執
蔵
せ
ら
れ
て
、
自
の
内
我
と
為
す
る
を
以
て
の
故
に
。
此
の
名
は
唯
、
異
生
と
有
学
と
の
み
に

在
り
。
無
学
の
位
と
不
退
の
菩
薩
と
に
は
、
雑
染
法
に
執
蔵
せ
ら
る
義
有
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
が

故
に
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
一
三
頁
ｃ
） 

阿
頼
耶
と
い
う
名
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
目
は
「
一
切
の
雑
染
品
の
法
を
摂
蔵
し
て
失
せ
ざ
ら

し
む
る
が
故
に
」
で
あ
り
、
阿
頼
耶
識
は
一
切
の
雑
染
品
の
法
で
あ
る
種
子
を
貯
え
保
持
し
て
い
く
こ
と



76 第二章 曽我における唯識思想について 

第二節 「法蔵菩薩影現の歴程としての三願」について 

第二項 阿頼耶識について 

で
あ
る
。
二
つ
目
は
「
我
見
愛
等
に
執
蔵
せ
ら
れ
て
、
自
の
内
我
と
為
す
る
を
以
て
の
故
に
」
で
あ
り
、

阿
頼
耶
識
は
執
蔵
で
あ
り
我
執
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
我
見
愛
等
」
は
末
那
識
の
こ
と
で

あ
り
、
末
那
識
が
阿
頼
耶
識
を
自
我
で
あ
る
と
執
着
す
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、「
唯
七
地
以
前
の
菩
薩
と
二
乗
の
有
学
と
一
切
の
異
生
」
ま
で
呼
ば
れ

る
。
つ
ま
り
、
凡
夫
、
阿
羅
漢
向
ま
で
の
声
聞
、
七
地
以
前
の
菩
薩
ま
で
は
我
愛
執
蔵
現
行
位
の
名
を
持

つ
の
で
あ
る
。 

（
二
）
果
相 

次
に
、
果
相
に
つ
い
て
『
成
唯
識
論
』
に
は
、 

此
は
是
れ
、
能
く
諸
の
界
と
趣
と
生
と
を
引
く
善
・
不
善
の
業
の
異
熟
果
な
る
が
故
に
、
説
い
て
異

熟
と
名
づ
く
。
此
に
離
れ
て
、
命
根
と
衆
同
分
等
を
、
恒
時
相
続
の
勝
れ
た
る
異
熟
果
な
り
と
い
う
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こ
と
は
、
得
可
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
此
は
即
ち
、
初
能
変
の
識
に
所
有
る
果
相
を
顕
示
す
る
な
り
。

此
の
識
の
果
相
は
多
く
の
位
、
多
く
の
種
あ
り
と
雖
、
異
熟
と
い
う
は
、
寛
く
し
て
不
共
な
り
。
故

に
偏
に
之
を
説
け
り
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
七
頁
ｃ
） 

と
説
か
れ
る
。 

こ
の
文
に
つ
い
て
太
田
久
紀
は
、「
こ
の
識
は
、
三
界
・
五
趣
・
四
生
と
い
う
輪
廻
の
存
在
を
決
め
る
善
・

悪
の
結
果
で
あ
り
、
過
去
を
背
負
っ
て
存
在
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、「
異
熟
」
と
い
う
」（
『
成
唯
識
論
要

講
―
護
法
正
義
を
中
心
と
し
て
―
第
一
巻
』
一
三
四
頁
）
と
解
釈
す
る
。「
善
・
不
善
の
業
の
異
熟
果
」
を

「
過
去
を
背
負
っ
て
存
在
し
て
い
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
過
去
を
背
負
う
と
い
う
の
は
経
験
を
積
み
重

ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
経
験
が
種
子
と
し
て
阿
頼
耶
識
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
く
。
つ
ま

り
、
現
在
の
自
己
に
お
い
て
過
去
を
見
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
過
去
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
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ら
、
第
八
識
を
果
相
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
果
相
に
対
応
し
た
善
悪
業
果
位
に
つ
い
て
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
は
、 

二
に
は
善
悪
業
果
位
な
り
。
謂
わ
く
無
始
よ
り
乃
至
菩
薩
の
金
剛
心
、
或
は
解
脱
道
の
時
、
乃
至
二

乗
無
余
依
の
位
な
り
。
謂
わ
く
毘
播
迦
、
此
れ
を
異
熟
識
と
い
う
な
り
。
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
二

九
八
頁
ａ
） 

と
あ
る
。
善
悪
業
果
位
は
、
毘
播
迦
、
異
熟
識
と
名
づ
け
ら
れ
る
。 

『
成
唯
識
論
』
に
は
異
熟
識
に
つ
い
て
、 

或
は
異
熟
識
と
名
づ
く
。
能
く
生
死
を
引
い
て
、
善
不
善
の
業
の
異
熟
果
な
る
が
故
な
り
。
此
の
名

は
唯
、
異
生
と
二
乗
と
諸
の
菩
薩
と
の
位
の
み
に
在
り
。
如
来
地
に
、
猶
有
異
熟
無
記
の
法
有
る
も

の
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
一
三
頁
ｃ
） 
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と
あ
る
。
異
熟
識
に
つ
い
て
大
田
久
紀
は
、 

能
く
生
死
を
引
く
善
・
不
善
業
の
果
と
し
て
の
存
在
。
過
去
に
私
共
の
行
っ
た
善
業
、
善
き
行
い
、

不
善
業
、
悪
し
き
行
い
の
結
果
と
し
て
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。
過
去
の
結
果
と
は
過
去
を
背
負
え

る
と
い
う
こ
と
だ
と
。
過
去
に
行
っ
た
善
・
不
善
業
の
集
積
に
よ
っ
て
、
現
在
の
私
共
の
命
が
生
き

て
い
る
。
（
『
成
唯
識
論
要
講
―
護
法
正
義
を
中
心
と
し
て
―
第
一
巻
』
四
一
七
頁
） 

と
述
べ
る
。
異
熟
識
と
は
過
去
を
背
負
う
自
己
で
あ
り
、
ま
た
過
去
の
集
積
と
し
て
の
自
己
を
離
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
段
階
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
異
熟
識
の
意
味
は
、
過
去
の
業
の
結
果
と
し
て
の
自
己
で
あ
り
、

過
去
を
背
負
う
我
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

で
は
、
具
体
的
に
異
熟
識
は
ど
の
段
階
で
捨
て
ら
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
『
成
唯
識
論
』
に
は
、 

異
熟
識
の
体
を
ば
菩
薩
は
将
に
菩
提
を
得
ん
と
す
る
と
き
に
捨
し
、
声
聞
独
覚
は
無
余
依
涅
槃
に
入
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る
と
き
に
捨
す
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
一
三
頁
ｃ
） 

と
説
か
れ
て
い
る
。
二
乗
は
無
余
依
涅
槃
に
至
る
と
き
、
菩
薩
は
菩
提
を
得
る
と
き
、
つ
ま
り
仏
果
を
成

ず
る
と
き
に
異
熟
識
の
体
を
捨
て
る
の
で
あ
る
。 

（
三
）
因
相 

次
に
、
因
相
を
見
て
い
く
。
『
成
唯
識
論
』
に
は
、 

此
能
く
、
諸
法
の
種
子
を
執
持
し
て
、
失
せ
ざ
ら
し
む
る
が
故
に
、
一
切
種
と
名
づ
く
。
此
に
離
れ

て
此
余
の
法
、
能
く
遍
く
諸
法
の
種
子
を
執
持
す
と
い
う
こ
と
は
、
得
可
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
此
は

即
ち
、
初
能
変
の
識
に
所
有
る
因
相
を
顕
示
す
。
此
の
識
の
因
相
は
、
多
種
あ
り
と
雖
ど
も
、
種
を

持
す
る
こ
と
は
不
共
な
り
。
是
の
故
に
偏
に
説
け
り
。
初
能
変
の
識
体
の
相
は
多
な
り
と
雖
ど
も
、

略
し
て
唯
是
の
如
き
三
相
の
み
有
り
と
説
く
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
七
頁
ｃ
） 
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と
説
か
れ
る
。
因
相
は
一
切
種
と
名
づ
け
、
種
子
を
執
持
し
て
失
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
る
。

阿
頼
耶
識
の
中
に
植
え
付
け
ら
れ
た
種
子
を
保
ち
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
日
の
自
己
が
明

日
の
自
己
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の
自
己
が
因
と
な
っ
て
明
日
の
自
己
と
な

る
。
よ
っ
て
、
因
相
と
は
、
現
在
の
種
子
が
因
と
な
っ
て
未
来
の
結
果
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
因
相
に
対
応
し
た
相
続
執
持
位
は
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
、 

三
に
は
相
続
執
持
位
な
り
。
謂
わ
く
無
始
よ
り
乃
至
如
来
、
未
来
際
を
尽
く
し
て
有
情
利
楽
す
る
位

な
り
。
謂
わ
く
阿
陀
那
名
づ
く
。
此
れ
を
執
持
と
云
う
。
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
二
九
八
頁
ａ
） 

と
あ
る
。
相
続
執
持
位
は
阿
陀
那
と
名
づ
け
ら
れ
、
無
始
よ
り
仏
果
の
後
ま
で
を
も
含
む
全
期
間
の
呼
び

名
で
あ
る
。 

『
成
唯
識
論
』
で
は
、
阿
陀
那
と
名
づ
け
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。 
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或
は
阿
陀
那
と
名
づ
く
。
種
子
と
及
び
諸
の
色
根
と
を
執
持
し
て
、
壊
せ
ざ
ら
し
む
る
が
故
に
。（
『
大

正
蔵
第
三
一
巻
』
一
三
頁
ｃ
） 

「
種
子
」
は
経
験
や
素
質
、「
色
根
」
は
身
体
の
こ
と
で
あ
り
、
阿
陀
那
は
経
験
と
身
体
と
を
維
持
し
て
腐

敗
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
験
と
身
体
を
統
一
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
は
我
々
の
人
格

を
維
持
し
て
い
く
命
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
我
々
は
、
種
子
と
五
根
を
維
持
す
る
阿
陀
那
に
支
え
ら

れ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
阿
陀
那
は
無
始
よ
り
仏
果
の
後
ま
で
を
貫
く
呼
び
名
で
あ
る
。

ま
た
、
仏
果
の
第
八
識
は
阿
陀
那
の
名
の
み
で
あ
る
。 

 

以
上
、
自
相
・
果
相
・
因
相
と
そ
れ
に
対
応
す
る
三
位
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
整
理
す
る
と
阿
頼
耶
識

の
特
性
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

（
１
）
経
験
と
身
体
と
を
執
持
し
て
維
持
し
て
い
く
（
阿
陀
那
） 
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（
２
）
自
我
意
識
の
対
象
（
阿
頼
耶
） 

（
３
）
過
去
の
業
の
結
果
（
異
熟
） 

そ
し
て
、
我
愛
執
蔵
現
行
位
・
善
悪
業
果
位
・
相
続
執
持
位
と
阿
頼
耶
・
異
熟
・
阿
陀
那
の
関
係
は
、

次
の
図
の
よ
う
に
な
る
。 我

愛
執
蔵
現
行
位 

 
 

 
 

 
 

 

阿
頼
耶
（
執
蔵
） 

阿
頼
耶
識
の
三
位 
 

善
悪
業
果
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

毘
播
迦
（
異
熟
） 

 

阿
頼
耶
識
の
三
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相
続
執
持
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
陀
那
（
執
持
） 

ま
た
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
は
、
阿
頼
耶
を
捨
て
る
段
階
と
異
熟
を
捨
て
る
二
つ
の
段
階
が
あ
る
。
阿

頼
耶
を
捨
て
る
段
階
は
、
七
地
以
前
の
菩
薩
が
八
地
に
な
る
と
き
、
二
乗
の
有
学
が
無
学
に
な
る
と
き
で

あ
る
。
異
熟
を
捨
て
る
段
階
は
、
菩
薩
が
仏
に
な
る
と
き
、
二
乗
が
無
余
依
涅
槃
に
な
る
と
き
で
あ
る
。
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よ
っ
て
、
無
始
よ
り
七
地
以
前
の
菩
薩
、
二
乗
の
有
学
ま
で
の
第
八
識
は
、
阿
頼
耶
・
異
熟
・
阿
陀
那
の

三
つ
の
名
を
持
つ
。 

菩
薩
の
八
地
以
上
仏
果
未
満
、
二
乗
の
無
学
の
第
八
識
は
、
阿
頼
耶
の
名
は
な
く
な

り
異
熟
と
阿
陀
那
の
名
を
持
つ
。
仏
と
成
っ
た
以
降
は
阿
陀
那
の
名
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
図

に
表
す
。 

    
  

次
に
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
を
比
較
し
な
が
ら
、
曽
我
の
解
釈
に
つ
い
て
考

七
地
以
前
の
菩
薩 

二
乗
の
有
学 

阿
頼
耶
（
自
我
意
識
の
対
象
） 

異
熟
（
過
去
の
業
の
結
果
） 

阿
陀
那
（
人
格
を
維
持
す
る
命
） 

八
地
以
上
の
菩
薩 

二
乗
の
無
学 

異
熟 

阿
陀
那 

 

仏 

 

 

阿
陀
那 
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え
て
い
く
。 

  

第
三
項 
三
位
と
三
願
の
比
較 

先
に
、「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
に
お
い
て
、
曽
我
の
独
自
の
説
が
二
点
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
一
点
目
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
三
願
を
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
配
当
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
第
十
九
願
は
第
二
十
願
に
裏
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
第
十
八
願
に
裏
付

け
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
点
目
の
『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
と
阿
頼
耶
識
の

三
位
を
結
び
付
け
て
い
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

曽
我
の
解
釈
で
は
、
第
十
九
願
を
我
愛
執
蔵
現
行
位
と
す
る
。
我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、
阿
頼
耶
・
異
熟
・
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阿
陀
那
の
三
つ
の
名
を
持
つ
。
よ
っ
て
、
第
十
九
願
は
阿
頼
耶
、
異
熟
、
阿
陀
那
の
名
を
持
つ
。
次
に
、

第
二
十
願
を
善
悪
業
果
位
と
す
る
。
善
悪
業
果
位
は
、
阿
頼
耶
の
名
は
な
く
な
り
異
熟
と
阿
陀
那
の
名
を

持
つ
。
よ
っ
て
、
第
二
十
願
は
異
熟
、
阿
陀
那
の
名
を
持
つ
。
そ
し
て
、
第
十
八
願
を
相
続
執
持
位
と
す

る
。
相
続
執
持
位
は
阿
陀
那
の
名
を
持
つ
。
よ
っ
て
、
第
十
八
願
は
阿
陀
那
の
名
を
持
つ
。
整
理
す
る
と
、

次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。 

願
名
と
そ
の
内
容 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
頼
耶
識
の
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
頼
耶 

第
十
九
願 

定
散
の
行
に
執
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

異
熟 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
陀
那 
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第
二
十
願 

称
名
で
如
来
に
自
己
の
救
い
を
祈
願 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

異
熟 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
陀
那 

第
十
八
願 

罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
信
知
す
る 

本
願
力
に
乗
托 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
陀
那 

筆
者
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
と
阿
頼
耶
識
の
三
位
の
間
に
は
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
る
。 

ま
ず
、
第
十
九
願
は
、
現
実
人
生
の
問
題
を
直
視
す
る
こ
と
な
く
定
散
の
行
に
執
着
す
る
聖
者
で
あ
る
。

そ
し
て
、
対
応
す
る
我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、
執
蔵
と
い
う
我
執
の
心
が
あ
り
、
自
分
に
執
着
す
る
心
で
あ

る
。
第
十
九
願
と
我
愛
執
蔵
現
行
位
の
共
通
点
は
、
ど
ち
ら
も
我
が
身
に
執
着
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
第

十
九
願
で
は
自
力
の
行
に
執
着
し
、
我
愛
執
蔵
現
行
位
で
は
、
我
が
身
に
執
着
す
る
。
つ
ま
り
、
我
執
と

い
う
点
で
一
致
す
る
の
で
あ
る
。 
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次
に
、
第
二
十
願
は
、
称
名
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
救
い
を
如
来
に
願
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
対

応
す
る
善
悪
業
果
位
は
、
過
去
の
業
の
結
果
で
あ
る
。
第
二
十
願
と
善
悪
業
果
位
の
共
通
点
は
、
結
果
と

い
う
点
に
あ
る
。
第
二
十
願
は
、
自
力
の
称
名
の
結
果
、
如
来
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
過
去
に

行
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
結
果
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
善
悪
業
果
位
は
、
過
去
の
善
悪
の
行

い
の
結
果
が
自
己
を
決
め
る
こ
と
を
表
す
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
共
通
点
は
、
行
い
の
結
果
と
い
う
点

で
一
致
す
る
と
言
え
る
。 

次
に
、
第
十
八
願
は
、
罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
い
う
こ
と
を
信
知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
機
の
深
信

で
あ
り
、
本
願
力
の
乗
托
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
続
執
持
位
は
、
経
験
と
身
体
と
を
執
持
し
て
維
持
し
て

い
く
命
で
あ
る
。
第
十
八
願
と
相
続
執
持
位
の
共
通
点
は
、
我
が
身
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
は
、
他
の
誰
で
も
な
い
我
が
身
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
人
格
を
維
持
し
て
い
く
命



89 第二章 曽我における唯識思想について 

第二節 「法蔵菩薩影現の歴程としての三願」について 

第三項 三位と三願の比較 

も
我
が
身
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
格
を
維
持
し
て
い
く
命
を
生
き
る
我
が
身
と
、
罪
悪
深

重
の
凡
夫
で
あ
る
我
が
身
、
ど
ち
ら
も
我
が
身
が
表
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
第
十
八
願
と
相
続
執
持
位
は
、

我
が
身
と
い
う
こ
と
を
共
通
点
と
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

以
上
、
一
点
目
に
つ
い
て
唯
識
の
視
点
か
ら
三
位
と
三
願
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三

位
と
三
願
に
そ
れ
ぞ
れ
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

次
に
、
二
点
目
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
二
点
目
は
、
第
十
九
願
は
第
二
十
願
に
裏
付
け
ら
れ
、
さ

ら
に
第
十
八
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

ま
ず
、
親
鸞
は
、
第
十
九
願
、
第
二
十
願
、
第
十
八
願
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
親
鸞
は
、
第
十
九
願
と
第
二
十
願
に
つ
い
て
「
化
身
土
巻
」
巻
頭
に
標
挙
の
文
と
し
て
、 

無
量
寿
仏
観
経
の
意 
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至
心
発
願
の
願 

 
 

邪
定
聚
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

双
樹
林
下
往
生 

阿
弥
陀
経
の
意
な
り 

至
心
回
向
の
願 

 
 

不
定
聚
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

難
思
往
生
（
『
親
全
教
行
信
証
２
』
二
六
八
頁
） 

と
示
し
て
い
る
。
第
十
九
願
が
「
至
心
発
願
の
願
」
で
、
第
二
十
願
が
「
至
心
回
向
の
願
」
で
あ
る
。
第

十
九
願
開
説
の
経
は
『
観
無
量
寿
経
』
で
、
第
二
十
願
開
説
の
経
は
『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
第
十
九
願
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
意
味
を
持
ち
、
第
二
十
願
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
意
味
を

持
つ
。 

そ
し
て
、
『
大
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 



91 第二章 曽我における唯識思想について 

第二節 「法蔵菩薩影現の歴程としての三願」について 

第三項 三位と三願の比較 

問
う
。
『
大
本
』
の
三
心
と
、
『
観
経
』
の
三
心
と
、
一
異
い
か
ん
ぞ
や
。
答
う
。
釈
家
の
意
に
依
っ

て
、『
無
量
寿
仏
観
経
』
を
案
ず
れ
ば
、
顕
正
隠
密
の
義
あ
り
。（
中
略
）「
彰
」
と
い
う
は
、
如
来
の

弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。
達
多
・
闍
世
の
悪
逆
に
縁
っ
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐

を
彰
す
。
韋
提
別
選
の
正
意
に
因
っ
て
、
弥
陀
大
悲
の
本
願
を
開
闡
す
。
こ
れ
す
な
わ
ち
こ
の
経
の

隠
彰
の
義
な
り
。
（
『
親
全
教
行
信
証
２
』
二
七
六
頁
） 

親
鸞
は
、「
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
」
と
し
、「
韋
提
別
選
の
正
意
に
因
っ
て
、

弥
陀
大
悲
の
本
願
を
開
闡
す
」
と
述
べ
る
。
「
如
来
の
弘
願
」
や
「
弥
陀
大
悲
の
本
願
」
は
、
『
大
無
量
寿

経
』
に
説
か
れ
る
第
十
八
願
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
『
大
無
量
寿
経
』

の
第
十
八
願
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、『
大
無
量
寿
経
』
、『
観
無
量
寿
経
』
、『
阿
弥
陀
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
次
の
よ
う
に
述
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べ
る
。 ま

た
問
う
。
『
大
本
』
と
『
観
経
』
の
三
心
と
、
『
小
本
』
の
一
心
と
、
一
異
い
か
ん
ぞ
や
。
（
中
略
）

『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
こ
の
経
に
ま
た
顕
彰
隠
密
の
義
あ
る
べ
し
。（
中
略
）「
彰
」
と
言
う
は
、

真
実
難
信
の
法
を
彰
す
。
こ
れ
す
な
わ
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
、
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰

せ
し
め
ん
と
欲
す
。
良
に
勧
め
す
で
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
ま
た
恒
沙
の
信
な
り
、
か
る
が

ゆ
え
に
「
甚
難
」
と
言
え
る
な
り
。
『
釈
』
に
、
「
直
ち
に
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
に
為
っ
て
、
凡
夫

念
ず
れ
ば
す
な
わ
ち
生
ま
れ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
云
え
り
。
こ
れ
は
こ
れ
隠
彰
の
義
を
開
く
な

り
。
『
経
』
に
「
執
持
」
と
言
え
り
、
ま
た
「
一
心
」
と
言
え
り
。
「
執
」
の
言
は
心
堅
牢
に
し
て
移

転
せ
ざ
る
こ
と
を
彰
す
な
り
、
「
持
」
の
言
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
る
な
り
。
「
一
」
の
言
は
無
二
に

名
づ
く
る
の
言
な
り
、「
心
」
の
言
は
真
実
に
名
づ
く
る
な
り
。
こ
の
『
経
』
は
、
大
乗
修
多
羅
の
中
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の
無
問
自
説
経
な
り
。
し
か
れ
ば
、
如
来
、
世
に
出
興
し
た
ま
う
ゆ
え
は
「
恒
沙
の
諸
仏
の
証
護
の

正
意
」
た
だ
こ
れ
に
あ
る
な
り
。
（
『
親
全
教
行
信
証
２
』
二
九
二
～
二
九
四
頁
） 

『
阿
弥
陀
経
』
も
先
ほ
ど
の
『
観
無
量
寿
経
』
と
同
様
で
あ
る
。「
こ
れ
す
な
わ
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光

闡
し
て
、
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
信
心
を
獲
さ
せ
る
と
い
う
働
き

が
『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
阿
弥
陀
経
』
に
『
大
無
量
寿
経
』
の
第
十
八

願
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、『
大
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。 

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
と
い
え
ど
も
、
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。
か
る
が
ゆ
え
に
『
経
』

の
始
め
に
「
如
是
」
と
称
す
。「
如
是
」
の
義
は
す
な
わ
ち
善
く
信
ず
る
相
な
り
。
い
ま
三
経
を
案
ず
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る
に
、
み
な
も
っ
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。
真
心
す
な
わ
ち
大
信
心
な
り
。
大
信
心
は
希
有
・

最
勝
・
真
妙
・
清
浄
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
大
信
心
海
は
は
な
は
だ
も
っ
て
入
り
が
た
し
、

仏
力
よ
り
発
起
す
る
が
ゆ
え
に
。
真
実
の
楽
邦
は
は
な
は
だ
も
っ
て
往
き
易
し
、
願
力
に
藉
っ
て
す

な
わ
ち
生
ず
る
が
ゆ
え
な
り
。
い
ま
将
に
一
心
一
異
の
義
を
談
ぜ
ん
と
す
。
当
に
こ
の
意
な
る
べ
し

と
な
り
。
三
経
一
心
の
義
、
答
え
竟
り
ぬ
。
（
『
親
全
教
行
信
証
２
』
二
九
四
） 

親
鸞
は
、「
い
ま
三
経
を
案
ず
る
に
、
み
な
も
っ
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。
真
心
す
な
わ
ち
大
信
心

な
り
」
と
し
、
三
経
に
は
真
実
信
心
が
要
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
真
実
信
心
は
、「
仏
力
よ
り
発
起
す
る
が

ゆ
え
に
。
真
実
の
楽
邦
は
は
な
は
だ
も
っ
て
往
き
易
し
、
願
力
に
藉
っ
て
す
な
わ
ち
生
ず
る
」
と
あ
る
よ

う
に
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
獲
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、『
大
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
の
三
経
に
は
、
第
十
八
願
が
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表
さ
れ
て
い
る
。
三
経
に
第
十
八
願
が
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
真
実
信
心
を
獲
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
言

え
る
。
よ
っ
て
、
第
十
八
願
の
真
実
信
心
を
獲
さ
せ
る
と
い
う
働
き
が
、
『
観
無
量
寿
経
』
の
第
十
九
願
、

『
阿
弥
陀
経
』
の
第
二
十
願
に
も
あ
る
と
言
え
る
。 

ま
た
、
親
鸞
は
第
二
十
願
と
第
十
八
願
の
関
係
に
つ
い
て
、
和
讃
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

定
散
自
力
の
称
名
は 

 
 

果
遂
の
ち
か
ひ
に
帰
し
て
こ
そ 

 
 

 

お
し
え
ざ
れ
ど
も
自
然
に 

 
 

 

真
如
の
門
に
転
入
す
る
（
『
親
全
和
讃
篇
』
四
一
頁
） 

親
鸞
は
、
自
力
の
称
名
で
あ
っ
て
も
、
第
二
十
願
に
あ
る
果
遂
の
誓
い
に
よ
っ
て
自
然
に
真
如
の
門
で
あ

る
第
十
八
願
に
転
入
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
第
二
十
願
に
は
第
十
八
願
の
働
き
が
具
わ
っ
て
い
る
と
言
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う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
親
鸞
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
曽
我
の
了
解
を
窺
っ
て
い
く
。
曽
我
は
、
第
二
十
願
は
第
十
八
願
に

裏
付
け
ら
れ
、
第
十
九
願
は
第
二
十
願
と
第
十
八
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
先
の
親
鸞
の

言
葉
か
ら
、
第
十
九
願
が
第
十
八
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
第
二
十
願
が
第
十
八
願
に
裏
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
え
る
。
し
か
し
、
第
十
九
願
が
第
二
十
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
親
鸞

は
述
べ
て
い
な
い
。
親
鸞
は
、
第
十
九
願
に
関
し
て
、
和
讃
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

至
心
発
願
欲
生
と 

十
方
衆
生
を
方
便
し 

 
 

 

衆
善
の
仮
門
ひ
ら
き
て
ぞ 

 
 

 

現
其
人
前
と
願
じ
け
る
（
『
親
人
全
和
讃
篇
』
三
九
頁
） 



97 第二章 曽我における唯識思想について 

第二節 「法蔵菩薩影現の歴程としての三願」について 

第三項 三位と三願の比較 

臨
終
現
前
の
願
に
よ
り 

 
 

釈
迦
は
諸
善
を
こ
と
ご
と
く 

 
 

 
観
経
一
部
に
あ
ら
は
し
て 

 

定
散
諸
機
を
す
ゝ
め
け
り
（
『
親
全
集
和
讃
篇
』
三
九
頁
） 

第
十
九
願
は
、
臨
終
に
お
い
て
そ
の
人
の
前
に
善
知
識
が
現
れ
る
こ
と
を
表
す
の
で
あ
っ
て
、
果
遂
の
誓

い
の
こ
と
に
つ
い
て
は
表
さ
れ
て
い
な
い
。 

筆
者
は
、
第
十
九
願
が
第
二
十
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
唯
識
か
ら
説
明
で
き
る
と
考

え
る
。
ま
ず
、
第
十
九
願
に
は
阿
頼
耶
、
異
熟
、
阿
陀
那
の
名
が
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
十
願
に
は
、
異

熟
、
阿
陀
那
の
名
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
十
九
願
と
第
二
十
願
に
は
共
に
異
熟
の
名
が
あ
る
。
第
十

九
願
は
、
第
二
十
願
の
異
熟
と
い
う
名
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
第
十
九
願
が
第
二
十
願
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
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る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
図
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

第
十
九
願 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
頼
耶
（
執
蔵
） 

法
藏
菩
薩
の
三
願 

 

第
二
十
願 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

毘
播
迦
（
異
熟
） 

 

阿
頼
耶
識
の
三
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
十
八
願 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
陀
那
（
執
持
） 

し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
の
課
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
曽
我
は
第
十
九
願
が
第
二
十
願
に
裏
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
十
九

願
を
、
現
実
人
生
の
問
題
を
直
視
す
る
こ
と
な
く
定
散
の
行
に
執
着
す
る
聖
者
で
あ
る
こ
と
に
表
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
実
人
生
の
問
題
を
直
視
す
る
こ
と
が
な
い
人
は
、
ど
の
よ
う
に
救
わ

れ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
が
、
曽
我
の
中
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曽
我
は
、「
ど
こ
ま
で
も
十
方
衆

生
の
肉
体
の
奥
底
に
影
現
せ
ん
と
欲
す
る
本
願
は
（
中
略
）
法
蔵
菩
薩
の
大
主
観
」
（
『
選
集
第
三
巻
』
三
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〇
三
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
は
我
々
の
主
観
と
な
っ
て
現
れ
る
。
第
十
九
願
で
は
、

臨
終
に
法
蔵
菩
薩
が
現
れ
る
と
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
現
れ
る
根
拠
を
果
遂
の
誓
い
に
求
め
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
、
果
遂
の
誓
い
か
ら
真
如
の
門
に
転
入
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
の
で

あ
っ
て
、
第
十
九
願
に
果
遂
の
誓
い
を
述
べ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
の
構
造
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
第
十
九
願
と
第
二
十
願
に
異
熟
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
十
九
願
に
は
第
二
十
願
の

働
き
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
十
九
願
の
人
で
あ
っ
て

も
必
ず
真
如
の
門
に
転
入
す
る
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
衆
生
が
、
必
ず

救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
曽
我
は
、
第
十
九
願
の
定
散
自
力
の
人
で
あ
っ
て
も
、
臨
終

に
際
し
て
法
蔵
菩
薩
が
必
ず
現
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
に
は
す
べ
て
の
衆
生
が
、
必
ず
法
蔵
菩
薩
の
願
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
、
曽
我
の
独
自
の
解
釈
に
つ
い
て
二
点
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
三
位
と
三
願
に
共
通
点
を

見
出
し
、
三
願
の
構
造
を
唯
識
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
法
蔵
菩
薩
の
三
願
に
よ
っ

て
す
べ
て
の
衆
生
が
救
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

  

第
四
項 

三
位
と
三
願
転
入 

こ
こ
ま
で
、『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
と
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
筆
者

は
曽
我
の
説
を
受
け
て
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
三
願
転
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
十
九
、

第
二
十
、
第
十
八
願
は
衆
生
の
内
実
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
阿
頼
耶
識
の
三
位
も
心
の
構
造
、

つ
ま
り
、
衆
生
の
内
実
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
三
願



101 第二章 曽我における唯識思想について 

第二節 「法蔵菩薩影現の歴程としての三願」について 

第四項 三位と三願転入 

は
、
衆
生
の
内
実
と
い
う
点
で
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
曽
我
は
「
法
蔵
菩
薩
影

現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
に
お
い
て
、
三
願
転
入
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
歴
程
」

や
「
人
生
観
を
示
す
も
の
」
と
い
う
言
葉
は
三
願
転
入
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
曽

我
は
、
「
三
願
よ
り
発
足
し
て
十
重
の
一
体
に
到
達
す
」
（
『
精
神
界
』
十
三
―
一
）
に
お
い
て
、
「
三
願
の

関
係
を
論
ず
る
も
の
は
、
直
に
そ
の
真
と
仮
と
を
弁
別
し
て
而
し
て
三
願
転
入
を
云
は
ん
と
す
る
で
あ
ら

う
。
」（
『
選
集
第
二
巻
』
三
八
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
三
願
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
「
法
蔵
菩

薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
か
ら
、
三
願
転
入
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
唯
識
と
三
願
転
入
に
つ
い
て
の
関
係
を
新
た
に
提
示
し
た
い
。 

三
願
転
入
と
は
、
第
十
九
願
か
ら
第
二
十
願
に
進
み
、
そ
し
て
第
十
八
願
に
転
入
す
る
と
い
う
信
仰
の

過
程
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
三
願
転
入
に
つ
い
て
親
鸞
は
、
『
教
行
信
証
』
「
化
身
土
巻
」
に
次
の
よ
う
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に
述
べ
る
。 

こ
こ
を
も
っ
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
、
久
し
く
万
行
・

諸
善
の
仮
門
を
出
で
て
、
永
く
双
樹
林
下
の
往
生
を
離
る
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
ひ

と
え
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
。
し
か
る
に
い
ま
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願
海
に

転
入
せ
り
、
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
。
果
遂
の
誓
い
、

良
に
由
あ
る
か
な
。
こ
こ
に
久
し
く
願
海
に
入
て
深
く
仏
恩
を
知
れ
り
。
至
徳
を
報
謝
せ
ん
が
た
め

に
、
真
宗
の
簡
要
を
摭
う
て
、
恒
常
に
不
可
思
議
の
徳
海
を
称
念
す
。
い
よ
い
よ
こ
れ
を
喜
愛
し
、

特
に
こ
れ
を
頂
戴
す
る
な
り
。
（
『
親
全
教
行
信
証
２
』
三
〇
九
頁
） 

次
に
、
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
曽
我
の
三
願
転
入
理
解
で
あ
る
。
曽
我
の
三
願

転
入
理
解
を
見
て
い
く
前
に
、
三
願
転
入
に
お
け
る
先
行
研
究
を
見
て
お
き
た
い
。
安
冨
信
哉
は
三
願
転
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入
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。 

ⅰ

比
叡
山
時
代
を
第
十
九
・
第
二
十
願
時
代
に
あ
て
、
吉
水
入
室
を
第
十
八
願
転
入
と
す
る
説
〔
笠

原
一
男
、
赤
松
俊
秀
、
松
野
純
孝
氏
等
の
説
〕
。 

ⅱ

、
建
仁
元
年
の
吉
水
入
室
以
前
に
第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
時
代
を
み
て
、
ま
も
な
く
吉
水
門
下

で
第
十
八
願
に
転
入
し
た
と
す
る
説
〔
大
谷
派
の
皆
往
院
師
の
説
〕
。 

ⅲ

、
比
叡
山
時
代
を
第
十
九
願
、
吉
水
時
代
を
第
二
十
願
、
越
後
時
代
を
第
十
八
願
転
入
の
と
き
と

す
る
説
〔
山
田
文
昭
氏
の
説
〕
。 

ⅳ

、
比
叡
山
時
代
を
第
十
九
願
、
吉
水
・
越
後
時
代
を
第
二
十
願
、
元
仁
元
年
の
『
教
行
信
証
』
撰

述
の
と
き
を
第
十
八
願
転
入
時
と
す
る
説
〔
家
永
三
郎
氏
の
説
、
吉
田
武
彦
氏
も
原
則
的
に
は
こ
の

説
〕
。 
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ⅴ

、
三
願
転
入
を
生
涯
の
特
定
の
時
節
に
あ
て
ず
、「
今
特
に
」
の
表
記
を
建
仁
元
年
の
回
心
か
ら
続

く
宗
教
的
反
覆
の
時
間
と
見
る
説
〔
山
辺
・
赤
沼
氏
、
稲
葉
秀
賢
氏
の
説
〕
。 

ⅵ
、
こ
の
文
を
客
観
的
歴
史
記
述
と
把
え
ず
に
宗
教
的
告
白
と
み
て
、
年
代
的
解
釈
を
不
当
と
す
る

説
〔
三
木
清
氏
の
説
〕
。 

ⅶ

、
三
願
転
入
を
段
階
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
建
仁
元
年
に
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
に
転
入

し
た
が
、
そ
の
後
第
二
十
願
の
上
に
自
己
の
信
仰
が
反
省
さ
れ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
立
体
的
に
見
る

説
〔
曽
我
量
深
氏
、
松
原
祐
善
氏
の
説
〕
。
（
『
親
鸞
と
危
機
意
識
』
九
九
頁
） 

曽
我
の
三
願
転
入
理
解
は
、
段
階
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
に
転
入
し
た
後

も
第
二
十
願
の
課
題
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
安
冨
信
哉
は
三
願
転
入
に
つ
い
て
曽
我
の
説

を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曽
我
の
説
は
重
要
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 
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そ
れ
で
は
、
曽
我
の
三
願
転
入
理
解
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。
曽
我
の
三
願
転
入
理
解
は
、「
三
願

よ
り
発
足
し
て
十
重
の
一
体
に
到
達
す
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

而
し
て
三
願
転
入
な
る
も
の
は
誠
に
祖
聖
の
自
内
証
の
告
白
に
し
て
、
決
し
て
、
客
観
的
の
変
化
と

執
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
観
よ
、
祖
聖
の
十
九
願
の
雑
行
時
代
、
純
自
力
時
代
、
自
力
の
願
行
を
以
て
浄

土
を
回
顧
せ
ら
れ
た
り
し
時
代
は
吉
水
入
室
以
前
に
求
め
得
や
う
。
而
も
半
自
力
の
廿
願
、
自
力
念

仏
の
時
代
は
果
た
し
て
何
時
と
す
べ
き
や
。
祖
聖
は
一
面
に
三
願
転
入
を
告
白
し
つ
ゝ
、
而
も
一
面

に
は
明
瞭
に
吉
水
入
室
時
代
を
以
て
捨
雑
行
帰
本
願
と
告
白
し
給
ひ
た
で
は
な
い
乎
。
惟
ふ
に
祖
聖

の
心
霊
界
は
客
観
的
に
は
唯
聖
道
自
力
時
代
と
浄
土
他
力
時
代
と
の
二
大
時
期
に
分
ち
得
べ
き
ば
か

り
で
あ
る
。
則
ち
純
自
力
の
十
九
願
の
境
よ
り
一
躍
純
他
力
な
る
十
八
願
に
超
え
給
ひ
た
と
決
定
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
廿
願
の
実
験
時
代
は
客
観
的
に
は
祖
聖
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
三
願
転
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入
の
骨
な
る
廿
願
の
実
験
な
る
も
の
は
全
く
宗
祖
の
深
き
主
観
の
実
験
で
あ
る
。
果
遂
の
願
、
自
力

の
念
仏
、
是
は
全
く
宗
祖
の
深
き
御
己
証
の
表
示
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
三
八
一
頁
） 

三
願
転
入
は
、
客
観
的
に
み
れ
ば
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
に
転
入
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

「
客
観
的
の
変
化
と
執
じ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
主
張
か
ら
、
客
観
的
で
は
な
く
主
観
的
に
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
三
願
転
入
は
、
親
鸞
の
己
証
で
あ
り
客
観
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
は
第
二
十
願
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

廿
願
は
唯
だ
真
に
自
己
の
為
に
道
を
求
む
る
も
の
が
時
々
接
触
す
る
驚
で
あ
る
。
是
れ
祖
聖
が
特
に

深
く
廿
願
の
深
意
を
感
戴
し
、
御
年
五
十
二
歳
『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
御
製
作
の
時
、
初
め
て
三

願
転
入
を
告
白
し
、
「
然
今
特
出
方
便
真
門
、
転
入
選
択
願
海
」
と
述
べ
、
「
爰
久
入
願
海
、
深
知
仏

恩
」
と
感
謝
し
給
ふ
所
以
で
あ
る
。
吾
人
は
「
今
特
」
の
二
文
字
、
及
び
「
久
入
願
海
」
の
文
字
に
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注
意
す
る
を
要
す
る
。
十
九
の
願
な
る
万
行
諸
善
の
仮
門
に
は
「
久
出
万
行
諸
善
之
仮
門
」
と
明
に

廿
九
歳
の
過
去
の
時
期
を
示
し
、
随
て
第
十
八
の
本
願
海
に
も
明
に
「
久
入
」
と
表
白
し
つ
ゝ
、
廿

願
を
出
づ
る
時
期
は
「
今
特
」
と
現
在
を
表
示
し
、
而
し
て
そ
の
第
三
転
入
に
は
願
海
の
上
に
選
択

の
文
字
を
加
へ
て
あ
る
。
さ
れ
ば
廿
願
の
自
力
念
仏
、
心
の
自
力
の
廃
捨
は
過
去
一
定
の
時
期
を
定

む
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
そ
の
廃
捨
は
常
に
現
今
に
限
る
の
で
あ
る
。
所
以
者
何
と
な
れ
ば
、
自
力
心

の
廃
捨
は
も
う
主
観
の
事
実
で
あ
り
て
、
そ
れ
は
「
徹
頭
徹
尾
捨
て
難
き
自
力
」
の
現
実
に
触
る
ゝ

時
に
の
み
廃
捨
の
意
義
が
味
は
る
ゝ
か
ら
で
あ
る
。
真
の
自
力
は
「
捨
て
得
ざ
る
を
捨
て
得
ず
」
と

自
覚
す
る
意
義
に
於
て
捨
て
た
の
で
あ
る
。
奇
な
る
哉
や
「
根
本
的
自
力
は
捨
て
た
り
」
と
思
ふ
人

に
は
「
捨
た
ら
ず
」
し
て
「
捨
て
得
ず
」
と
久
遠
の
自
力
根
性
に
触
れ
た
る
時
に
の
み
「
捨
て
得
」

る
こ
と
を
。
（
『
選
集
第
二
巻
』
三
八
三
頁
） 
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我
々
は
、
自
力
は
捨
て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
自
力
は
捨
て
よ
う
と
思
っ
て
も

捨
て
ら
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
捨
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
力
を
捨
て
た

と
思
っ
て
い
る
人
は
捨
て
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
捨
て
よ
う
と
思
っ
て
も
捨
て
ら
れ
な
い
と
い
う
自
覚

の
上
に
、
捨
て
る
と
い
う
こ
と
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。 

親
鸞
に
お
い
て
、
第
十
九
願
の
万
行
諸
善
の
仮
門
を
出
た
時
は
、
二
十
九
歳
の
吉
水
入
室
の
時
で
あ
る
。

そ
れ
は
『
教
行
信
証
』
「
化
身
土
巻
」
に
、 

し
か
る
に
愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。（
『
親
全
教
行
信
証
２
』

三
八
一
頁
） 

と
あ
る
。
こ
の
文
は
、
親
鸞
が
聖
道
自
力
時
代
か
ら
浄
土
他
力
時
代
へ
転
入
し
た
、
つ
ま
り
、
第
十
九
願

か
ら
第
十
八
願
に
転
入
し
た
表
白
な
の
で
あ
る
。
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
は
、「
雑
行
を
棄
て
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て
本
願
に
帰
す
」
と
い
う
大
き
な
転
換
が
あ
る
。
そ
れ
は
正
定
聚
の
位
に
定
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
正
定
聚

に
つ
い
て
親
鸞
は
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

こ
の
真
実
信
心
を
え
む
と
き
、
摂
取
不
捨
の
心
光
に
い
り
ぬ
れ
ば
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る

と
み
え
た
り
。（
中
略
）
不
退
と
い
ふ
は
、
仏
に
か
な
ら
ず
な
る
べ
き
み
と
さ
だ
ま
る
く
ら
ゐ
也
。
こ

れ
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
い
た
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
、
と
き
た
ま
へ
る
御
の
り
な
り
。（
『
親

全
和
文
篇
』
七
五
～
七
七
頁
） 

こ
の
よ
う
に
正
定
聚
の
位
と
は
、
仏
に
必
ず
な
る
べ
き
身
と
定
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、

正
定
聚
は
等
正
覚
と
も
い
う
。
そ
れ
を
親
鸞
は
、『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

こ
の
真
実
の
称
名
と
、
真
実
の
信
楽
を
え
た
る
人
は
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
せ
し
め
む

と
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
な
り
。
こ
の
正
定
聚
に
住
す
る
を
等
正
覚
を
な
る
と
も
の
た
ま
へ
る
な
り
。
等
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正
覚
と
ま
ふ
す
は
、
す
な
わ
ち
補
処
の
弥
勒
菩
薩
と
お
な
じ
く
ら
ゐ
と
な
る
と
、
と
き
た
ま
へ
り
。

（
『
親
全
和
文
篇
』
二
四
～
二
五
頁
） 

正
定
聚
は
等
正
覚
と
い
い
、
等
正
覚
は
弥
勒
菩
薩
と
同
じ
位
な
の
で
あ
る
。
こ
の
等
正
覚
と
弥
勒
菩
薩
に

つ
い
て
親
鸞
は
和
讃
に
、 

念
仏
往
生
の
願
に
よ
り 

 
 

等
正
覚
に
い
た
る
ひ
と 

 
 

 

す
な
は
ち
弥
勒
に
お
な
じ
く
て 

 
 

 

大
般
涅
槃
を
さ
と
る
べ
し
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
七
一
頁
） 

と
述
べ
る
。
等
正
覚
の
人
は
弥
勒
菩
薩
と
同
じ
で
あ
り
、
大
般
涅
槃
を
覚
る
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
い
ま
だ
覚
っ
て
は
い
な
い
が
覚
っ
て
い
る
こ
と
と
等
し
い
の
で
あ
る
。
等
正
覚
に
な
る
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と
い
う
こ
と
が
、「
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
内
実
で
あ
り
、
大
き
な
転
換

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
に
転
入
し
仏
道

の
歩
み
が
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
念
仏
を
称
え
る
機
に
も
、
自
力
の
念
仏
を
称
え
る
第
二
十

願
の
機
と
、
他
力
の
念
仏
を
称
え
る
第
十
八
願
の
機
が
あ
る
。
そ
れ
は
浄
土
他
力
時
代
に
お
い
て
、
自
力

念
仏
と
い
う
第
二
十
願
の
課
題
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
働
き
に
よ
っ
て
第
二
十
願
の
自
力

念
仏
が
自
覚
さ
れ
、
第
十
八
願
に
転
入
す
る
。
第
二
十
願
か
ら
第
十
八
願
に
転
入
す
る
時
は
、「
二
十
の
願

の
自
力
念
仏
は
唯
親
し
く
こ
の
自
力
念
仏
を
実
験
す
る
一
刹
那
の
現
在
に
於
て
の
み
超
越
し
得
る
」
（
『
選

集
第
二
巻
』
三
八
七
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
自
力
の
念
仏
で
あ
っ
た
と
自
覚
す
る
現
在
に
お
い
て
で
あ

る
。
第
十
八
願
に
よ
っ
て
自
力
念
仏
が
自
覚
さ
れ
る
と
き
は
、
す
で
に
第
二
十
願
を
出
て
い
る
の
で
あ
り
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第
十
八
願
の
機
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
十
願
の
時
期
と
は
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
今
ま
で
が
第
二
十
願

の
機
で
あ
っ
た
と
自
覚
さ
れ
る
時
と
し
か
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

以
上
、
三
願
転
入
の
構
造
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
と
い
う
、
第
十
九
願

か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
願
に
帰
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
念
仏
の
歩
み
が
終

わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
自
力
念
仏
と
い
う
第
二
十
願
の
課
題
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
捨
て
難

き
自
力
を
知
る
今
現
在
に
、
第
二
十
願
か
ら
第
十
八
願
へ
転
入
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

三
願
転
入
と
阿
頼
耶
識
の
三
位
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

曽
我
の
三
願
転
入
の
解
釈
で
は
、
親
鸞
は
「
建
仁
辛
の
酉
の
暦
」
に
聖
道
自
力
時
代
か
ら
浄
土
他
力
時

代
へ
転
入
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
で
あ
り
、
万
行
諸
善
か
ら

他
力
の
念
仏
へ
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
を
唯
識
に
当
て
は
め
る
と
、
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我
愛
執
蔵
現
行
位
か
ら
相
続
執
持
位
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
我
愛
執
蔵
現
行
位
は
、
阿
頼
耶
、
異
熟
、
阿

陀
那
の
名
が
あ
る
。
そ
し
て
、
相
続
執
持
位
は
阿
陀
那
の
名
が
あ
る
。
相
続
執
持
位
に
な
る
に
は
、
阿
頼

耶
と
異
熟
の
名
を
捨
て
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
阿
頼
耶
と
異
熟
を
段
階
的
に
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
阿

頼
耶
と
異
熟
を
同
時
に
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
図
に
表
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
頼
耶 

第
十
九
願 

定
散
の
行
に
執
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

異
熟 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
陀
那 
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第
十
八
願 

罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
信
知
す
る 

 
 

 
 

 
 

本
願
力
に
乗
托 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
陀
那 

こ
の
図
か
ら
、
第
十
八
願
に
転
入
す
る
と
、
阿
頼
耶
と
異
熟
を
捨
て
阿
陀
那
の
み
に
な
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
第
十
九
願
か
ら
第
十
八
願
へ
の
転
入
は
、
必
ず
仏
に
な
る
べ
き
身
と
い
う
正
定
聚
の
位
に
つ
く

の
で
あ
る
。
唯
識
か
ら
示
す
と
、
我
愛
執
蔵
現
行
位
か
ら
相
続
執
持
位
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
仏
果
に
至

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
仏
に
必
ず
な
る
べ
き
身
と
仏
果
に
至
る
こ
と
の
違
い
は
あ
る
。
し

か
し
、
正
定
聚
の
位
は
仏
に
必
ず
な
る
べ
き
身
で
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
と
同
じ
位
で
あ
り
覚
り
と
等
し
い
の

で
あ
る
。
仏
果
に
至
る
こ
と
と
、
仏
に
な
る
べ
き
身
に
定
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
大
き
な
転

換
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
。
こ
の
点
よ
り
見
れ
ば
、
第
十
八
願
へ
の
転
入
、
つ
ま
り
、
正
定
聚
の

位
に
定
ま
る
こ
と
と
、
相
続
執
持
位
と
い
う
仏
果
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
等
し
い
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
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れ
る
。 

次
に
、
浄
土
他
力
時
代
に
お
け
る
、
自
力
念
仏
か
ら
他
力
念
仏
へ
の
転
入
で
あ
る
。
唯
識
に
当
て
は
め

る
と
、
善
悪
業
果
位
か
ら
相
続
執
持
位
に
な
る
。
善
悪
業
果
位
に
あ
る
異
熟
の
名
を
捨
て
て
、
相
続
執
持

位
で
は
阿
陀
那
の
名
の
み
に
な
る
。
図
に
表
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

第
二
十
願 

称
名
で
如
来
に
自
己
の
救
い
を
祈
願 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

異
熟 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
陀
那 
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第
十
八
願 

罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
信
知
す
る 

 
 

 
 

 

本
願
力
に
乗
托 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿
陀
那 

自
力
念
仏
か
ら
他
力
念
仏
へ
の
転
入
は
、
自
力
を
捨
て
る
と
い
う
努
力
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
阿
弥
陀
仏
の
働
き
に
よ
っ
て
、
自
力
で
自
力
念
仏
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
唯
識
か
ら
い
え
ば
、
異
熟
を
捨
て
る
段
階
を
出
て
阿
陀
那
の
み
に
な
る
の
で
あ
る
。
異

熟
で
あ
る
過
去
の
善
悪
の
行
い
の
結
果
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
十
願
か
ら
い
え
ば
、
自
力
の
称
名

を
行
っ
た
結
果
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
捨
て
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
捨
て
る
の
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
自
力
の
称
名
は
捨
て
よ
う
と
思
っ
て
も
捨
て
ら
れ
な
い
と
い
う
自
覚
に
お
い
て
、
捨
て
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
善
悪
業
果
位
か
ら
相
続
執
持
位
に
な
る
こ
と
が
、
第
二
十
願
か
ら
か
ら
第
十
八
願

へ
の
転
入
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。 
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
阿
頼
耶
・
異
熟
・
阿
陀
那
の
意
味
を
三
願
転
入
の
視
点
で
見
る
と
、
阿
頼
耶
は
自

力
の
万
行
諸
善
を
表
し
、
異
熟
は
自
力
念
仏
、
阿
陀
那
は
他
力
念
仏
を
表
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
て
、
阿
頼
耶
と
異
熟
を
捨
て
阿
陀
那
の
み
に
な
る
と
い
う
阿
頼
耶
識
の
構
造
が
、
三
願
転
入
に
お
け
る

第
十
八
願
へ
の
転
入
の
構
造
と
重
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、『
大
無
量
寿
経
』
の
三
願
と
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
点
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
三

願
転
入
を
唯
識
の
構
造
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
願
転
入
の
構
造
と
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に

し
た
。
次
節
で
は
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
を
取
り
上
げ
、
唯
識
と
三
心
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
く
。
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第
三
節 

「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
つ
い
て 

第
一
項 

問
題
の
所
在 

 

本
節
で
は
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
中
で
、
曽
我
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。 

法
蔵
菩
薩
の
主
観
開
発
の
道
程
と
し
て
の
十
八
、
十
九
、
二
十
の
三
願
三
心
を
阿
頼
耶
識
の
主
観
形

式
の
三
位
に
配
当
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
更
に
そ
れ
を
内
面
化
内
容
化
し
て
、
所
謂
三
位
に

よ
つ
て
三
相
を
立
て
る
、
か
う
い
ふ
考
に
よ
つ
て
見
る
と
、
や
は
り
第
十
八
願
の
至
心
信
楽
欲
生
の

三
心
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
れ
を
阿
頼
耶
の
三
相
と
い
ふ
も
の
に
丁
度
当
て
ゝ
考
へ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

之
は
無
論
当
然
な
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
六
〇
頁
） 

曽
我
は
、
三
願
を
内
面
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
心
に
阿
頼
耶
識
の
三
相
が
当
て
は
ま
る
と
い
う
。
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つ
ま
り
、
三
願
か
ら
三
心
に
思
索
が
展
開
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
説
く
第
十
八
願
の
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
を
『
成
唯
識
論
』･

『
成
唯
識
論
述
記
』
に
説
く
阿
頼
耶
識
の
三
相
の
自
相
・
果
相
・
因
相
に
配
当
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
に
配
当
し
て
い
る
。 

自
相
―
―
―
信
楽 

 

果
相
―
―
―
至
心 

 

因
相
―
―
―
欲
生
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
六
八
頁
） 

こ
の
配
当
に
つ
い
て
、
安
冨
信
哉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

欲
生
心
の
了
解
に
お
い
て
、
近
代
の
教
学
者
で
あ
る
曽
我
量
深
師
が
探
究
し
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
に
は
実
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
欲
生
は
、
外
面
的
な
叙
述
の
展
開
か
ら
す
れ
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ば
、
至
心
・
信
楽
の
二
心
の
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
曽
我
師
は
、
三
心
釈
の

内
意
を
窺
い
、
欲
生
に
信
楽
（
信
心
）
獲
得
の
因
を
見
定
め
た
。
こ
の
着
眼
に
つ
い
て
は
、
師
が
従

来
親
し
ん
で
こ
ら
れ
た
『
成
唯
識
論
』
の
指
教
が
あ
っ
た
。（
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』「
信

巻
」
講
究
―
』
二
三
七
頁
） 

安
冨
信
哉
は
、
曽
我
が
『
成
唯
識
論
』
を
基
に
三
心
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

し
か
し
、
こ
の
思
索
に
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
そ
の
課
題
と
は
、
三
心
と
三
相
を
配
当
す
る
曽
我
の

解
釈
は
、『
成
唯
識
論
』
・『
成
唯
識
論
述
記
』
、
ま
た
、『
大
無
量
寿
経
』
や
『
教
行
信
証
』
に
も
記
述
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
結
び
付
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
を
読
み
解
く
た
め
に
、
ま
ず
、
本
論
の

内
容
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、『
成
唯
識
論
』
や
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
説
か
れ
た
阿
頼
耶
識
と
、
曽
我



121 第二章 曽我における唯識思想について 

第三節 「如来表現の範疇としての三心観」について 

第二項 本論の内容について 

の
三
心
の
解
釈
を
比
較
す
る
。
こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
三
心
と
三
相
の
関
係
や
三
心
の
内
実
に
つ
い
て
窺

っ
て
い
く
。 

さ
ら
に
、
曽
我
の
唯
識
教
学
を
受
け
た
安
田
理
深
・
仲
野
良
俊
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
曽
我
の
解
釈

が
我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

  

第
二
項 

本
論
の
内
容
に
つ
い
て 

は
じ
め
に
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
の
題
目
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
曽
我

は
、「
範
疇
」
に
つ
い
て
「
如
来
の
本
願
を
主
語
と
す
る
現
行
的
総
合
判
断
の
賓
辞
」（
『
選
集
第
五
巻
』
一

五
六
頁
）
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
三
心
に
つ
い
て
、 
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三
心
と
い
ふ
の
は
如
来
が
吾
々
に
信
心
を
発
起
せ
し
め
る
所
の
本
願
の
自
証
の
道
程
で
あ
る
、
随
て

我
々
が
如
来
の
願
心
に
転
入
す
る
自
覚
の
道
程
で
あ
る
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
五
六
～
一
五
七
頁
） 

と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
題
目
の
意
味
は
、
信
心
を
獲
る
道
程
が
如
来
の
本
願
の
三
心
に
よ
っ
て
表
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。 

次
に
、
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
見
て
い
く
。
本
多
弘
之
は
、

三
心
と
三
相
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

実
は
如
来
の
三
心
つ
ま
り
至
心
信
楽
欲
生
は
単
に
如
来
の
心
と
い
う
の
で
な
い
。
如
来
が
衆
生
の
上

に
自
覚
と
な
ら
ん
が
た
め
に
不
可
思
議
兆
載
永
劫
の
修
行
を
通
し
て
本
願
成
就
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
本
願
成
就
の
信
心
を
至
心
信
楽
欲
生
我
国
と
教
え
て
く
だ
さ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
衆
生
の
自
覚

と
な
る
心
で
す
か
ら
、
衆
生
の
根
本
構
造
で
あ
る
阿
頼
耶
の
三
相
と
呼
応
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
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で
、
曽
我
先
生
が
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

（
『
親
鸞
教
学
―
曽
我
量
深
か
ら
安
田
理
深
へ
』
七
〇
頁
） 

如
来
の
三
心
は
衆
生
の
上
に
自
覚
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
心
は
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
呼
応
す
る
と
了
解
し

て
い
る
。 

次
に
、
安
冨
信
哉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

題
目
の
字
眼
と
も
い
う
べ
き
「
範
疇
」
の
語
は
、（
中
略
）
曽
我
師
の
場
合
、
三
心
が
定
立
さ
れ
る
立

体
的
構
造
概
念
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
法
蔵
菩
薩
の
自
体
相
」
あ
る
い
は
「
法
蔵
菩
薩

の
自
我
相
、
自
覚
相
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
三
心
釈
に
お
い
て
親
鸞
が
法
蔵
菩
薩
の
願
行
に
托
し

て
神
話
的
に
表
現
さ
れ
た
内
容
に
、
曽
我
師
は
独
自
の
解
釈
を
試
み
、
三
心
の
意
義
を
、
単
に
論
理

的
に
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
立
体
的
・
構
造
的
に
解
明
し
た
。（
『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』
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「
信
巻
」
講
究
―
』
二
三
八
～
二
三
九
頁
） 

安
冨
信
哉
は
、「
法
蔵
菩
薩
の
自
体
相
」
と
い
う
解
釈
に
よ
っ
て
、
三
心
の
意
義
を
立
体
的
・
構
造
的
に
解

明
し
た
と
了
解
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
の
三
心
解
釈
に
つ
い
て
、
延
塚
知
道
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
体
験
の
事
実
か
ら
言
え
ば
、
本
願
の
三
心
は
至
心
・
信
楽
・
欲
生
と
い
う

順
序
次
第
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
体
験
の
事
実
に
立
っ
て
曽
我
量
深
師
は
、
欲

生
を
因
相
、
信
楽
を
自
相
、
至
心
を
果
相
と
言
い
、
自
ら
の
信
心
に
感
得
さ
れ
た
願
心
の
最
も
根
源

的
な
願
心
が
欲
生
心
で
あ
る
と
言
う
。「
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と
い
う
欲
生
心
が
最
も
能
動

的
に
わ
れ
わ
れ
に
働
き
か
け
て
く
る
根
源
的
な
願
心
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
曽
我

量
深
師
の
了
解
は
、 
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回
向
心
を
首
と
し
て
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
故
に
。
利
他
真
実
の
欲
生

心
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
え
り
。
欲
生
は
す
な
わ
ち
是
れ
回
向
心
な
り
。 

と
い
う
親
鸞
の
了
解
に
導
か
れ
て
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
『
『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
―
親
鸞

の
視
点
か
ら
―
』
六
五
頁
） 

延
塚
知
道
は
、
欲
生
心
に
つ
い
て
根
源
的
な
願
心
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
か
ら
、
如
来
の
三
心
は
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
呼
応
し
、
さ
ら
に
そ
の
三
心
の
意
義

は
立
体
的
・
構
造
的
に
解
釈
さ
れ
、
欲
生
心
が
根
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。 

ま
た
、
本
田
弘
之
は
、「
大
変
わ
か
り
に
く
い
、
難
し
い
論
文
で
す
け
れ
ど
も
、
大
変
教
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
」（
『
親
鸞
教
学
―
曽
我
量
深
か
ら
安
田
理
深
へ
』
七
〇
～
七
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、

「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
が
難
解
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
独
自
の
唯
識
解
釈
と
三
心
解
釈
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に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
筆
者
は
、
曽
我
の
阿
頼
耶
識
の
三
相
解
釈
と
『
成
唯
識

論
』
に
説
か
れ
る
阿
頼
耶
識
の
三
相
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
お
い
て
、
曽
我
は
阿
頼
耶
識
の
三
相
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
て
い
る
の
か
見
て
い
く
。 

曽
我
は
、
自
相
に
つ
い
て
、 

一
切
の
自
覚
を
総
合
せ
る
根
本
自
覚
意
識
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
六
三
頁
） 

と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
、 

此
の
阿
頼
耶
の
自
相
即
ち
自
覚
相
、
自
覚
体
と
い
ふ
も
の
は
常
恒
に
平
等
に
相
続
流
転
す
る
意
識
の

現
在
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
八
五
頁
） 

と
し
て
い
る
。
曽
我
は
、
自
相
は
根
本
自
覚
意
識
で
あ
り
、
現
在
を
表
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
。 
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次
に
、
果
相
と
因
相
に
つ
い
て
曽
我
は
、 

詰
り
阿
頼
耶
識
の
理
想
的
極
限
に
は
因
相
が
あ
り
現
実
的
極
限
に
は
即
ち
果
相
が
あ
る
。
そ
こ
で
阿

頼
耶
識
即
ち
絶
対
自
覚
意
識
、
即
ち
諸
の
自
覚
意
識
自
体
な
る
根
本
自
覚
の
現
実
相
が
即
ち
果
相
で

あ
り
、
因
相
は
其
の
理
想
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
六
五
～
一
六
六
頁
） 

と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
、 

阿
頼
耶
の
上
の
果
相
異
熟
識
と
い
ふ
の
は
、
之
は
詰
り
現
在
の
上
の
過
去
の
義
相
で
あ
り
ま
し
て
、

過
去
と
い
ふ
も
の
は
別
に
あ
る
も
の
で
無
い
。
そ
れ
に
対
し
て
因
相
種
子
識
と
い
ふ
の
も
の
は
、
そ

れ
は
未
来
の
義
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
八
七
頁
） 

と
述
べ
る
。
曽
我
の
解
釈
は
、
果
相
は
、
現
実
の
相
で
あ
り
、
現
在
の
上
に
過
去
の
義
を
持
つ
と
す
る
。

そ
し
て
、
因
相
は
、
理
想
で
あ
り
、
現
在
の
上
に
未
来
の
義
を
持
つ
と
し
て
い
る
。 
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次
い
で
、
阿
頼
耶
識
の
三
相
の
構
造
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

阿
頼
耶
の
三
相
と
い
ふ
も
体
が
三
つ
あ
る
の
で
な
く
し
て
一
体
二
義
で
あ
る
。
即
ち
阿
頼
耶
の
自
相

の
中
に
果
相
と
因
相
と
の
二
つ
を
成
就
綜
合
せ
ら
れ
て
、
果
相
と
い
ひ
因
相
と
い
ふ
の
は
、
一
見
す

れ
ば
右
と
左
と
い
ふ
風
に
、
果
相
は
有
限
な
る
義
相
で
あ
り
、
因
相
は
こ
れ
無
限
な
る
義
相
で
あ
る
。

（
『
選
集
第
五
巻
』
一
八
五
頁
） 

曽
我
は
、
自
相
の
中
に
因
と
果
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
相
の
構
造
と
三
心
の
構
造
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

至
心
信
楽
欲
生
の
三
心
と
い
へ
ど
も
、
信
楽
と
い
ふ
自
相
の
中
に
、
至
心
の
果
相
、
欲
生
の
因
相
が

綜
合
せ
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
因
と
果
と
の
二
相
が
信
楽
の
自
相
の
道
程
の
中
に
綜
合
せ
ら
れ
て
、
所

謂
信
楽
の
自
覚
進
展
の
両
極
端
に
現
は
れ
る
所
の
二
面
の
内
容
的
意
義
が
至
心
と
欲
生
で
あ
る
。（
中
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略
）
三
心
即
一
の
信
楽
と
い
ふ
こ
と
は
、
か
う
い
ふ
点
か
ら
し
て
始
め
て
明
瞭
に
説
明
す
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
六
九
頁
） 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
相
と
そ
の
構
造
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

信
楽
―
自
相
―
根
本
自
覚
意
識
―
現
在 

至
心
―
果
相
―
現
実
相
―
現
在
の
上
の
過
去 

欲
生
―
因
相
―
理
想
―
現
在
の
上
の
未
来 

果
相
（
現
実
・
現
在
上
の
過
去
・
至
心
） 

自
相
（
根
本
自
覚
意
識
・
現
在
・
信
楽
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

因
相
（
理
想
・
現
在
上
の
未
来
・
欲
生
）
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次
に
、
『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
曽
我
の
三
相
解
釈
の
比
較
を
行
う
。 

  

第
三
項 
『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
阿
頼
耶
識
と
曽
我
の
解
釈
の
比
較 

ま
ず
、
自
相
か
ら
見
て
い
く
。『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
自
相
と
は
、
阿
頼
耶
識
の
能
蔵
と
所
蔵
と
執

蔵
の
三
つ
の
意
味
を
す
べ
て
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
能
蔵
と
所
蔵
は
、
阿
頼
耶
識
が
種
子
を
保
持
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
で
あ
り
、
執
蔵
は
、
末
那
識
に
執
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
曽
我
は
、
自
相
に
つ

い
て
「
根
本
自
覚
意
識
」
や
「
現
在
」
を
表
す
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
成
唯
識
論
』
の
文
に
は
、

「
根
本
自
覚
意
識
」
や
「
現
在
」
と
い
っ
た
記
述
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
成
唯
識
論
』
の
記
述
か
ら
は
、

曽
我
の
解
釈
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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次
に
、
果
相
で
あ
る
。
果
相
と
は
、
善
・
悪
の
結
果
で
あ
り
、
過
去
を
背
負
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
果
相
に
つ
い
て
、
曽
我
は
、
現
実
の
相
で
あ
り
現
在
の
上
に
過
去
の
義
を
持
つ
と
解
釈

す
る
。
果
相
は
過
去
を
背
負
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
過
去
の
義
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。
し
か
し
、

『
成
唯
識
論
』
に
は
「
現
実
相
」
や
「
現
在
の
上
」
を
表
す
記
述
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
成
唯
識
論
』

か
ら
は
、
過
去
の
義
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
曽
我
の
解
釈
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

次
に
、
因
相
を
見
て
い
く
。
因
相
と
は
、
種
子
を
執
持
し
て
失
わ
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

種
子
が
因
と
な
っ
て
未
来
の
果
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
曽
我
は
、
理
想
で
あ
り
現
在
の
上
に
未

来
の
義
を
持
つ
と
解
釈
す
る
。
因
相
は
未
来
の
結
果
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
未
来
の
義
を
持
つ

と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。
し
か
し
、『
成
唯
識
論
』
に
は
「
理
想
」
や
「
現
在
の
上
」
を
表
す
記
述
は
な
い
。

よ
っ
て
『
成
唯
識
論
』
の
記
述
か
ら
は
、
未
来
の
義
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
曽
我
の
解
釈
を
見
出
す
こ
と
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は
で
き
な
い
。 

こ
こ
ま
で
『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
曽
我
の
三
相
解
釈
を
比
較
し
た
。
そ
の
結

果
、
果
相
の
過
去
と
因
相
の
未
来
と
い
う
こ
と
が
『
成
唯
識
論
』
の
解
釈
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。 

次
い
で
、
曽
我
が
述
べ
る
「
一
体
二
義
」
と
い
う
三
相
の
構
造
解
釈
と
、『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
て
い

る
三
相
の
構
造
を
比
較
す
る
。
三
相
の
構
造
に
つ
い
て
、
『
成
唯
識
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

因
と
果
と
を
摂
持
し
て
、
自
相
と
な
す
が
故
に
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
七
頁
ｃ
） 

 

ま
た
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

自
体
は
是
れ
総
な
り
。
因
と
果
と
は
是
れ
別
な
り
。
自
相
は
因
と
果
の
二
相
を
摂
持
し
て
自
体
と
為

す
が
故
に
。
摂
は
是
れ
包
含
の
義
な
り
。
二
（
因
相
と
果
相
）
を
包
み
て
一
（
自
相
）
と
為
す
が
故
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に
。
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
三
〇
一
頁
ａ 

括
弧
筆
者
注
） 

つ
ま
り
、
因
相
と
果
相
の
二
つ
を
包
ん
で
自
相
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、 

二
（
因
相
と
果
相
）
を
離
れ
て
総
（
自
相
）
無
し
。
二
を
摂
め
て
体
と
為
す
。
二
は
是
れ
総
の
義
な

り
。
総
は
是
れ
義
の
体
な
り
。
（
『
大
正
蔵
第
四
三
巻
』
三
〇
一
頁
ａ 

括
弧
筆
者
注
） 

と
あ
る
。
因
相
と
果
相
を
離
れ
て
自
相
は
無
く
、
因
相
と
果
相
を
お
さ
め
て
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
図
で

表
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

果
相 

自
相 

 
 

 
 

 
 

 
 

因
相 

『
成
唯
識
論
述
記
』
に
は
、「
自
相
は
因
と
果
の
二
相
を
摂
持
し
て
自
体
と
為
す
が
故
に
」
と
あ
っ
た
よ
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う
に
、
果
相
と
因
相
は
自
相
に
お
さ
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
曽
我
は
、「
阿
頼
耶
の
自
相
の
中
に
果
相
と
因

相
と
の
二
つ
を
成
就
綜
合
せ
ら
れ
て
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
曽
我
は
三
相
の
構
造
に
関
し
て
は

『
成
唯
識
論
』
・
『
成
唯
識
論
述
記
』
を
基
に
解
釈
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

こ
こ
ま
で
『
成
唯
識
論
』
・
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
見
ら
れ
る
三
相
の
記
述
と
曽
我
の
三
相
解
釈
を
比
較

し
た
。
そ
の
結
果
、『
成
唯
識
論
』・『
成
唯
識
論
述
記
』
の
記
述
か
ら
、
果
相
と
因
相
に
お
い
て
過
去
や
未

来
の
義
を
持
つ
と
い
う
こ
と
と
、
三
相
の
構
造
で
あ
る
「
一
体
二
義
」
に
つ
い
て
は
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
曽
我
の
解
釈
が
見
出
さ
れ
る
記
述
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
曽
我
は
『
成
唯

識
論
』
の
記
述
に
よ
っ
て
三
相
を
解
釈
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。 

こ
う
し
て
比
較
す
る
と
、
曽
我
は
『
成
唯
識
論
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
解
釈
し
た
の
で
は
な
く
、
曽
我

独
自
の
視
点
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
視
点
と
は
、『
教
行
信
証
』
の
三
心
釈
に
よ
っ
て
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い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
三
心
釈
に
よ
っ
て
『
成
唯
識
論
』
を
曽
我
が
独
自
に
読
み
解
い
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
お
い
て
、
三
心
が
ど
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
か
見
て
い
く
。 

  

第
四
項 

三
心
に
つ
い
て 

（
１
）
至
心 

ま
ず
、
至
心
は
『
教
行
信
証
』
に
、 

仏
意
測
り
難
し
、
し
か
り
と
い
え
ど
も
竊
か
に
こ
の
心
を
推
す
る
に
、
一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り

こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
な
し
。
虚
仮
諂
偽
に
し
て
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真
実
の
心
な
し
。
こ
こ
を
も
っ
て
如
来
、
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫

に
お
い
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
一
念
・
一
刹
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ

と
な
し
、
真
心
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
如
来
、
清
浄
の
真
心
を
も
っ
て
、
円
融
無
碍
・
不
可
思
議
・

不
可
称
・
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
え
り
。
如
来
の
至
心
を
も
っ
て
、
諸
有
の
一
切
煩
悩
・
悪

業
・
邪
智
の
群
生
海
に
回
施
し
た
ま
え
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
の
真
心
を
彰
す
。
か
る
が
ゆ
え
に
、

疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
な
し
。
こ
の
至
心
は
す
な
わ
ち
こ
れ
至
徳
の
尊
号
を
そ
の
体
と
せ
る
な
り
。
（
『
親

全
教
行
信
証
１
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
る
。 

至
心
釈
に
つ
い
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

先
づ
、
一
切
群
生
海
と
い
ふ
も
の
は
ど
う
い
ふ
も
の
で
あ
る
か
、
吾
等
衆
生
の
現
実
相
は
如
何
な
る
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も
の
で
あ
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
依
て
如
来
の
真
心
を
開
い
て
光
明
無
量
の
智
願
の

成
就
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
が
至
心
釈
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
〇
八
頁
） 

曽
我
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
至
心
釈
は
、
一
切
群
生
海
で
あ
り
衆
生
の
現
実
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
一
切
群
生
海
に
つ
い
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

一
切
群
生
海
は
、
感
覚
意
識
が
何
等
の
統
一
な
く
ム
ク
ム
ク
と
所
謂
六
根
六
境
六
識
の
群
賊
悪
獣
を

生
ず
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
一
七
四
頁
） 

曽
我
の
い
う
一
切
群
生
海
と
は
、
我
々
の
感
覚
意
識
で
あ
る
六
根
、
六
境
、
六
識
の
群
賊
悪
獣
が
生
じ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
六
つ
の
器
官
、
六
つ
の
認
識
作
用
、
六
つ
の
認
識
対
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
群
賊
悪
獣
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
曽
我
は
、
一
切
群
生
海
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
、
一

切
群
生
海
と
は
、
我
々
衆
生
の
こ
と
を
表
す
と
言
え
る
。
一
切
群
生
海
で
あ
る
我
々
を
至
心
釈
の
言
葉
で
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い
う
な
ら
ば
、「
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
」
が

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
は
一
切
群
生
海
を
「
有
生
」
と
い
う
語
で
見
て
い
く
。 

至
心
の
所
に
於
い
て
は
有
レ
生
。
此
の
生
と
い
ふ
の
は
現
在
の
生
で
あ
り
ま
す
。
感
覚
生
活
を
し
て

居
る
此
の
衆
生
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
に
救
は
れ
ざ
る
衆
生
な
る
が
故
に
、
法
と
し
て
往
生
を
必
要
と

し
、
救
ひ
を
必
要
と
し
て
居
る
所
の
衆
生
で
あ
る
。
茲
に
如
来
の
因
位
に
於
い
て
此
等
の
衆
生
を
あ

る
が
ま
ゝ
に
大
智
光
を
以
て
照
見
し
、
そ
れ
が
上
に
円
満
成
就
の
如
来
の
徳
相
を
発
見
認
識
し
給
う

た
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
〇
九
頁
） 

曽
我
の
い
う
有
生
と
は
、
我
々
衆
生
の
こ
と
で
あ
り
、「
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、

穢
悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
」
が
な
い
と
い
う
現
実
の
相
を
表
す
。
要
す
る
に
、
我
々
衆
生
が
現
実
に
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生
き
て
い
る
相
の
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
如
来
の
因
位
に
於
い
て
此
等
の
衆
生
を
あ
る
が
ま
ゝ
に
大
智
光
を
以
て
照
見
し
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
が
我
々
衆
生
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
衆
生
の
姿
と
は
、

煩
悩
に
苦
し
む
姿
で
あ
る
。
煩
悩
に
苦
悩
し
救
わ
れ
ざ
る
衆
生
、
そ
れ
を
有
生
と
い
う
語
で
表
す
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
至
心
釈
に
お
い
て
表
さ
れ
る
内
実
は
、
煩
悩
に
苦
悩
し
生
き
て
い
る
我
々
の
現
実
相
で
あ

る
。
一
切
群
生
海
で
あ
る
我
々
は
、「
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し

て
、
清
浄
の
心
」
が
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は
欲
覚
、
瞋
覚
、
害
覚
を
起
し
、
そ
れ
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
現
実
相
で
あ
る
。 

次
に
、
曽
我
の
信
楽
解
釈
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

（
２
）
信
楽 
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信
楽
は
『
教
行
信
証
』
に
、 

次
に
「
信
楽
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
如
来
の
満
足
大
悲
・
円
融
無
碍
の
信
心
海
な
り
。
こ
の

ゆ
え
に
疑
蓋
間
雑
あ
る
こ
と
な
し
、
か
る
が
ゆ
え
に
「
信
楽
」
と
名
づ
く
。
す
な
わ
ち
利
他
回
向
の

至
心
を
も
っ
て
、
信
楽
の
体
と
す
る
な
り
。
し
か
る
に
無
始
よ
り
已
来
、
一
切
群
生
海
、
無
明
海
に

流
転
し
、
諸
有
輪
に
沈
迷
し
、
衆
苦
輪
に
繋
縛
せ
ら
れ
て
、
清
浄
の
信
楽
な
し
。
法
爾
と
し
て
真
実

の
信
楽
な
し
。
こ
こ
を
も
っ
て
無
上
功
徳
、
値
遇
し
が
た
く
、
最
勝
の
浄
信
、
獲
得
し
が
た
し
。
一

切
凡
小
、
一
切
時
の
中
に
、
貪
愛
の
心
常
に
よ
く
善
心
を
汚
し
、
瞋
憎
の
心
常
に
よ
く
法
財
を
焼
く
。

急
作
急
修
し
て
頭
燃
を
灸
う
が
ご
と
く
す
れ
ど
も
、
す
べ
て
「
雑
毒
・
雑
修
の
善
」
と
名
づ
く
。
ま

た
「
虚
仮
・
諂
偽
の
行
」
と
名
づ
く
。「
真
実
の
業
」
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。
こ
の
虚
仮
・
雑
毒
の
善

を
も
っ
て
、
無
量
光
明
土
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
、
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
。
何
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
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正
し
く
如
来
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
・
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
わ

る
こ
と
な
き
に
由
っ
て
な
り
。
こ
の
心
は
す
な
わ
ち
如
来
の
大
悲
心
な
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
報
土
の

正
定
の
因
と
成
る
。
如
来
、
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
し
て
、
無
碍
広
大
の
浄
信
を
も
っ
て
諸
有
海
に

回
施
し
た
ま
え
り
。
こ
れ
を
「
利
他
真
実
の
信
心
」
と
名
づ
く
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
二
〇
～

一
二
一
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

信
楽
釈
に
関
し
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

彼
（
親
鸞
）
は
信
楽
釈
に
於
て
何
処
ま
で
も
往
生
の
可
能
を
否
定
す
る
。
往
生
の
否
定
は
何
を
否
定

す
る
か
。
生
と
い
ふ
こ
と
を
否
定
し
て
不
生
と
い
ふ
こ
と
を
云
つ
て
居
る
。
往
生
を
否
定
し
否
定
し

て
、
最
後
に
成
仏
の
志
願
す
な
わ
ち
願
作
仏
心
に
ま
で
も
そ
の
自
覚
を
推
し
進
め
て
行
か
う
と
い
ふ
。
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此
の
論
理
が
信
楽
の
否
定
論
理
で
あ
る
。（
中
略
）
吾
々
が
信
心
と
思
つ
て
居
る
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
も

疑
ひ
と
し
て
無
限
に
否
定
し
て
、
さ
う
し
て
、
如
来
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ひ
し
時
三
業
の
所
修
乃

至
一
念
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
る
こ
と
無
し
、
其
の
一
念
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
る
こ
と
な
き
所
の
法
蔵
菩
薩

の
信
行
、
法
蔵
菩
薩
の
信
心
、
そ
こ
ま
で
つ
き
進
ん
で
、
信
心
仏
性
と
い
ふ
こ
と
ま
で
も
明
か
に
し

て
行
く
論
理
、
そ
れ
が
此
の
信
楽
釈
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
〇
一
～
二
〇
二
頁 

括
弧
筆
者

注
） 

曽
我
は
、
親
鸞
が
信
楽
釈
に
お
い
て
自
力
往
生
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
信
楽
釈
で
は
、「
こ

の
虚
仮
・
雑
毒
の
善
を
も
っ
て
、
無
量
光
明
土
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
、
こ
れ
必
ず
不
可
な
り
。
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
力
の
行
で
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
曽
我
は
、
衆
生
の
自
力
往
生
の
否
定
を
「
不
生
」
と
い
う
語
で
表
し
て
い
る
。 
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所
が
信
楽
の
範
疇
と
い
ふ
も
の
に
来
つ
て
、
不
生
、
即
ち
衆
生
の
往
生
を
否
定
す
る
。（
中
略
）
衆
生

が
往
生
を
求
め
る
な
ら
ば
、
是
れ
必
ず
不
可
な
り
。
断
じ
て
往
生
し
な
い
。
往
生
不
可
な
る
こ
と
を

説
く
の
が
即
ち
不
生
で
あ
る
。
信
楽
の
範
疇
は
不
生
の
賓
語
を
作
り
出
す
所
の
範
疇
で
あ
る
。（
中
略
）

さ
う
し
て
不
生
と
い
ふ
こ
と
は
往
生
の
否
定
で
あ
る
と
共
に
、
こ
れ
が
成
仏
の
自
覚
を
現
す
の
で
あ

る
。
往
生
の
否
定
は
徒
ら
に
往
生
を
否
定
し
て
居
る
の
で
な
く
し
て
、
そ
れ
は
即
ち
成
仏
を
願
は
な

い
往
生
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
其
の
往
生
を
無
限
に
高
揚
し
て
成
仏
の
願
に
ま
で
高
め
る
の
で
あ

り
ま
す
。
成
仏
の
願
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
所
に
信
楽
と
い
ふ
も
の
ゝ
原
理
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り

ま
す
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
） 

衆
生
が
往
生
を
求
め
る
な
ら
ば
、
往
生
で
き
な
い
こ
と
が
不
生
で
あ
る
。
衆
生
の
行
で
は
真
実
報
土
に
は

往
生
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
信
楽
釈
で
は
示
し
て
い
る
。 
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そ
し
て
、
曽
我
独
自
の
解
釈
で
あ
る
点
は
、
不
生
と
い
う
自
力
往
生
の
否
定
と
い
う
論
理
が
、
成
仏
の

志
願
す
な
わ
ち
願
作
仏
心
の
自
覚
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
自
力
往
生
の
否
定
は
、
成
仏
を
願
わ
な
い
往
生

を
否
定
す
る
。
自
力
往
生
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
仏
の
志
願
で
あ
る
願
作
仏
心
に
ま
で
自
覚
を

進
め
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
願
作
仏
心
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
か
確
認
す
る
。
親
鸞
は
、
信
楽
と

願
作
仏
心
に
つ
い
て
『
教
行
信
証
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
横
超
」
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち
願
力
回
向
の
信
楽
、
こ
れ
を
「
願
作
仏
心
」
と
曰
う
。
願
作
仏
心
は
、

す
な
わ
ち
こ
れ
横
の
大
菩
提
心
な
り
。
こ
れ
を
「
横
超
の
金
剛
心
」
と
名
づ
く
る
な
り
。
（
『
親
全
教

行
信
証
１
』
一
三
三
頁
） 

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
願
力
回
向
の
信
楽
を
願
作
仏
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
願
作
仏
心
は
、
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如
来
よ
り
回
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
如
来
か
ら
回
向
さ
れ
る
の
で
、
衆
生
の
自
力
往
生
は
否
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
信
楽
釈
に
お
い
て
自
力
往
生
が
否
定
さ
れ
、
如
来
回
向
の
信
楽
が
願
作
仏
心
と
な
る
の
で
あ

る
。 さ

ら
に
曽
我
は
、
善
導
の
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
、
常
に
没
し
常
に

流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
。
」（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
〇
三
頁
）
と
い
う
機
の
深
信

に
注
目
す
る
。
機
の
深
信
に
つ
い
て
、
曽
我
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

ひ
る
が
へ
つ
て
善
導
の
機
の
深
信
と
い
ふ
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
即
ち
「
我
身
」
と
は
法
蔵
菩
薩
自

身
で
あ
る
。（
中
略
）
我
身
は
と
い
へ
ば
勿
論
我
身
は
我
身
だ
け
れ
ど
も
、
其
の
我
身
は
単
な
る
我
身

で
な
く
、
即
ち
法
蔵
菩
薩
の
我
身
で
あ
る
。
我
身
は
現
に
是
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
だ
、
曠
劫
よ
り
已

来
常
に
沈
み
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
無
し
、
と
深
信
す
る
。
そ
こ
が
善
導
の
機
の
深
信
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で
あ
つ
て
、
其
の
言
葉
を
本
当
に
親
鸞
が
読
ん
で
、
さ
う
し
て
こ
ゝ
に
信
楽
釈
と
い
ふ
も
の
を
掲
げ

た
の
で
は
無
い
か
。
私
は
さ
う
い
ふ
工
合
に
思
ふ
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
） 

曽
我
は
、
機
の
深
信
の
「
自
身
」
は
法
蔵
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
我
が
身
が
凡
夫
で
あ
り
出
離
の

縁
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
因
位
法
蔵
菩
薩
の
経
験
し
た
衆
生
の
姿
で
あ
る
。
我
々
衆
生
に
お
い
て

は
、「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
自
覚
す
る
こ
と
が
機
の
深
信
に
な
る
。
機
の
深
信
は
、
自

力
往
生
不
可
と
い
う
内
容
を
持
ち
、
そ
れ
が
信
楽
釈
の
内
容
に
な
る
。 

こ
う
し
て
、
信
楽
釈
で
は
、
自
力
往
生
を
否
定
し
、
願
作
仏
心
に
ま
で
自
覚
を
進
め
る
。
そ
し
て
、「
自

身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
の
自
覚
が
、
機
の
深
信
の
内
実
を
表
す
。 

次
に
、
曽
我
の
欲
生
解
釈
を
見
て
い
く
。 

（
３
）
欲
生 



147 第二章 曽我における唯識思想について 

第三節 「如来表現の範疇としての三心観」について 

第四項 三心について 

欲
生
は
『
教
行
信
証
』
に
、 

次
に
「
欲
生
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
如
来
、
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
う
の
勅
命
な
り
。

す
な
わ
ち
真
実
の
信
楽
を
も
っ
て
欲
生
の
体
と
す
る
な
り
。
誠
に
こ
れ
、
大
小
・
凡
聖
・
定
散
・
自

力
の
回
向
に
あ
ら
ず
。
か
る
が
ゆ
え
に
「
不
回
向
」
と
名
づ
く
る
な
り
。
し
か
る
に
微
塵
界
の
有
情
、

煩
悩
海
に
流
転
し
、
生
死
海
に
漂
没
し
て
、
真
実
の
回
向
心
な
し
、
清
浄
の
回
向
心
な
し
。
こ
の
ゆ

え
に
如
来
、
一
切
苦
悩
の
群
生
海
を
矜
哀
し
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、

乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
回
向
心
を
首
と
し
て
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
ゆ
え
に
。

利
他
真
実
の
欲
生
心
を
も
っ
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
え
り
。
欲
生
は
す
な
わ
ち
こ
れ
回
向
心
な
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
大
悲
心
な
る
が
ゆ
え
に
、
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
な
し
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
二
七

～
一
二
八
頁
） 
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と
述
べ
ら
れ
る
。 

曽
我
は
、
欲
生
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

欲
生
と
は
何
ぞ
や
。
欲
生
と
い
ふ
の
は
是
れ
願
往
生
心
で
あ
る
。
欲
生
は
即
ち
願
生
と
同
じ
こ
と
で

あ
る
。
此
の
願
作
仏
心
が
更
に
転
じ
て
願
往
生
心
と
な
る
。
信
楽
は
願
作
仏
心
で
あ
る
が
、
其
の
信

楽
の
願
作
仏
心
を
通
し
て
欲
生
の
願
往
生
と
い
ふ
も
の
が
、
そ
こ
に
成
立
し
て
来
る
の
で
あ
る
。（
『
選

集
第
五
巻
』
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
） 

欲
生
は
願
往
生
心
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

其
の
願
作
仏
心
を
一
転
し
、
願
往
生
心
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
願
作
仏
心
が
一
大
方
便
方
法

を
成
就
す
る
。
吾
等
は
往
生
に
よ
つ
て
成
仏
の
願
を
そ
こ
に
成
就
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
往
生
し
な

け
れ
ば
成
仏
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
成
仏
の
願
の
無
い
も
の
は
真
実
に
往
生
の
願
も
亦
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無
い
の
で
あ
る
。
成
仏
の
願
が
あ
る
も
の
に
し
て
初
め
て
往
生
の
願
を
起
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
） 

信
楽
か
ら
欲
生
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
願
作
仏
心
を
成
就
す
る
た
め
に
願
往
生
心
が
展
開
す
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
願
作
仏
心
を
成
就
す
る
た
め
に
は
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

願
往
生
心
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

願
作
仏
心
と
願
往
生
心
の
展
開
を
親
鸞
の
言
葉
に
求
め
れ
ば
、『
愚
禿
鈔
』
に
あ
る
次
の
言
葉
が
該
当
す

る
。 

「
能
生
清
浄
願
往
生
心
」
と
言
う
は
、
無
上
の
信
心
・
金
剛
の
真
心
を
発
起
す
る
な
り
、
こ
れ
は
如

来
回
向
の
信
楽
な
り
。
（
『
親
全
漢
文
篇
』
四
六
頁
） 

願
往
生
心
は
「
無
上
の
信
心
」
を
発
起
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
願
往
生
心
に
よ
っ
て
願
作
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仏
心
が
成
就
す
る
と
い
う
関
係
が
説
明
で
き
る
。
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
浄
土
に
往
生
し
て
果
た
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
に
な
る
た
め
に
は
浄
土
に
往
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、

願
往
生
心
と
い
う
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
心
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
仏
に
な
る

こ
と
を
願
い
（
願
作
仏
心
）
、
そ
れ
を
成
就
す
る
た
め
に
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
（
願
往
生
心
）
と

い
う
構
造
に
な
る
。 

さ
ら
に
、
曽
我
は
、
欲
生
を
「
得
生
」
と
い
う
語
で
表
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
欲
生
ト
言
フ
ハ
、
則
チ
是
レ
如
来
諸
有
ノ
群
生
ヲ
招
喚
シ
タ
マ
フ
勅
命
ナ
リ
」
。
（
中
略
）
是
れ
則

ち
如
来
が
諸
有
の
衆
生
を
招
喚
し
た
ま
ふ
所
の
勅
命
で
あ
る
。
今
や
自
覚
は
転
じ
て
覚
他
に
移
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
純
粋
信
心
成
仏
の
自
覚
を
転
じ
て
、
さ
う
し
て
そ
こ
に
衆
生
救
済
に
出
て
来

る
所
の
範
疇
、
其
の
範
疇
が
即
ち
欲
生
の
範
疇
で
あ
る
。
即
ち
不
生
か
ら
得
生
と
い
ふ
も
の
に
転
じ
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て
来
る
所
の
原
理
が
詰
り
欲
生
で
あ
る
。（
中
略
）
即
ち
欲
生
の
生
は
是
れ
即
ち
此
の
真
実
報
土
の
得

生
で
あ
り
ま
し
て
、
吾
等
の
自
力
の
往
生
で
な
い
の
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
一
〇
～
二
一
一

頁
） 

欲
生
は
、
如
来
が
「
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と
諸
有
の
衆
生
を
招
喚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

願
往
生
心
に
よ
っ
て
真
実
報
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
欲
生
は
、「
即
ち
純
粋
信
心
成
仏
の
自

覚
を
転
じ
て
、
そ
こ
に
衆
生
救
済
に
出
て
来
る
所
の
範
疇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
願
作
仏
心
を
転
じ
て
度
衆

生
心
が
回
向
さ
れ
る
。
衆
生
に
は
度
衆
生
心
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

願
作
仏
心
か
ら
度
衆
生
心
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

真
実
信
心
す
な
わ
ち
こ
れ
金
剛
心
な
り
。
金
剛
心
す
な
わ
ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
す
な

わ
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
す
な
わ
ち
こ
れ
衆
生
を
摂
取
し
て
安
楽
浄
土
に
生
ぜ
し
む
る
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心
な
り
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
三
九
頁
） 

こ
の
よ
う
に
願
作
仏
心
は
度
衆
生
心
で
あ
る
。
そ
の
度
衆
生
心
の
内
容
は
、
衆
生
を
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ

よ
う
と
す
る
心
で
あ
る
。 

さ
ら
に
親
鸞
は
、
願
作
仏
心
と
度
衆
生
心
に
つ
い
て
、
和
讃
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

願
作
仏
の
心
は
こ
れ 

 
 

度
衆
生
の
こ
ゝ
ろ
な
り 

 
 

 

度
衆
生
の
心
は
こ
れ 

利
他
真
実
の
信
心
な
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
八
四
頁
） 

浄
土
の
大
菩
提
心
は 

 
 

願
作
仏
心
を
す
ゝ
め
し
む 
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す
な
は
ち
願
作
仏
心
を 

 
 

 

度
衆
生
心
と
な
づ
け
た
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
六
八
頁
） 

如
来
の
回
向
に
帰
入
し
て 

 
 

願
作
仏
心
を
う
る
ひ
と
は 

 
 

 

自
力
の
回
向
を
す
て
は
て
ゝ 

 
 

 

利
益
有
情
は
き
わ
も
な
し
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
六
九
頁
） 

こ
れ
ら
の
和
讃
か
ら
、
願
作
仏
心
が
度
衆
生
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
度
衆
生
心
の
左
訓
は
「
よ

ろ
つ
の
し
ゆ
し
や
う
ほ
と
け
に
な
さ
ん
と
な
り
」
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
六
八
頁
）
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
衆

生
を
仏
に
し
よ
う
と
す
る
心
が
、
如
来
か
ら
回
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
自
力
の
回
向
を
す
て
は

て
ゝ 

利
益
有
情
は
き
わ
も
な
し
」
と
い
う
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
力
で
衆
生
を
利
益
す
る
の
で
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は
な
く
、
如
来
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
が
利
益
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
心
を
、
度
衆
生
心
と
い
い
、
ま
た

利
他
真
実
の
信
心
と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
我
々
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
願
作
仏
心
で
あ
る
が
、
そ
の
願
作
仏
心
を
成
就
す
る
た
め
に
願

往
生
心
を
展
開
す
る
。
つ
ま
り
、
我
々
衆
生
に
は
願
往
生
心
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
願
往
生
心

は
、
真
実
報
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
心
で
あ
る
。
如
来
は
願
作
仏
心
を
成
就
す
る
た
め
に
、
願
往
生

心
を
展
開
す
る
。
衆
生
に
お
い
て
は
、
願
往
生
心
が
成
就
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
実
報
土
へ
往
生
す

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
如
来
回
向
の
信
心
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
う
と
い
う
度
衆
生
心
が
回
向
さ
れ
、
我
々

は
衆
生
を
救
う
と
い
う
心
が
回
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
来
の
回
向
心
で
あ
る
。
欲
生
釈
に
は
、

「
欲
生
は
す
な
わ
ち
こ
れ
回
向
心
な
り
」
と
あ
り
、
我
々
は
回
向
心
が
回
向
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

我
々
も
回
向
心
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
回
向
心
の
内
実
は
、
衆
生
を
救
う
と
い
う
度
衆
生
心
で
あ
り
、
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我
々
も
衆
生
を
救
う
と
い
う
心
が
回
向
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 
こ
こ
ま
で
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
に
つ
い
て
曽
我
の
解
釈
と
親
鸞
の
著
作
を
見
て
き
た
。
曽
我

は
三
心
に
つ
い
て
、 

三
心
と
い
ふ
こ
と
は
、
要
す
る
に
名
号
の
体
験
と
い
ふ
こ
と
に
結
着
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集

第
五
巻
』
二
一
二
頁
） 

と
述
べ
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
曽
我
の
三
心
解
釈
と
は
、
衆
生
の
上
に
働
く
真
実
信
心
の

内
実
と
も
言
え
る
。 

さ
ら
に
、
曽
我
は
、
三
心
の
構
造
と
展
開
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

至
心
と
い
ふ
も
の
は
、
信
楽
の
自
覚
を
通
し
て
欲
生
を
展
開
し
て
来
る
。
要
す
る
に
信
楽
の
一
つ
に

至
心
も
欲
生
も
お
さ
め
ら
れ
る
。
詰
り
体
は
信
楽
即
ち
信
心
の
一
つ
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
五
巻
』
二
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〇
六
頁
） 

つ
ま
り
、
三
心
の
内
実
と
そ
の
展
開
は
、
至
心
（
現
実
相
）
→
信
楽
（
願
作
仏
心
）
→
欲
生
（
願
往
生
心
・

度
衆
生
心
）
と
い
う
順
に
な
る
。 

以
上
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
解
釈
さ
れ
た
三
心
は
、
名
号
の
体
験
の
内
実
を
表
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
が
名
号
の
体
験
を
す
る
の
で
あ
り
、
信
心
を
獲
て
歩
む
道
程
で
あ
る
。
至
心
で

は
、
衆
生
は
「
穢
悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
な
し
」
と
い
う
現
実
の
相
を
知
る
。
次
に
信
楽
で
は
、
自

力
往
生
を
否
定
し
、
成
仏
の
願
の
自
覚
が
開
か
れ
る
。
そ
こ
か
ら
欲
生
が
展
開
し
、
願
往
生
心
そ
し
て
度

衆
生
心
と
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
心
の
道
程
の
内
実
と
な
る
。
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第
五
項 

三
心
と
三
相
の
意
義 

で
は
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
解
釈
さ
れ
た
三
心
は
、
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
ど
の
よ

う
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
曽
我
の
三
心
と
三
相
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
。 

至
心
―
果
相
―
現
実
相
―
現
在
の
上
の
過
去 

信
楽
―
自
相
―
根
本
自
覚
意
識
―
現
在 

欲
生
―
因
相
―
理
想
―
現
在
の
上
の
未
来 

こ
の
ま
と
め
か
ら
、 

至
心
―
果
相
―
現
実
相 

信
楽
―
自
相
―
根
本
自
覚
意
識 
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欲
生
―
因
相
―
理
想 

に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

ま
ず
、「
至
心
―
果
相
―
現
実
相
」
と
い
う
解
釈
か
ら
考
え
て
み
る
。
果
相
が
現
実
相
で
あ
る
と
い
う
解

釈
は
、
至
心
釈
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
衆
生
の
現
実
相
を
至
心
釈
の
言
葉
で
表
す
と
、「
無
始
よ
り

こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
」
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
我
々
衆
生
は
無
始
の
過
去
か
ら
煩
悩
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
過
去
か
ら
背
負
っ
て
生
き
て
い
る

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
我
々
が
煩
悩
を
背
負
い
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
実
を
、
至
心
釈
の
文
に
よ
っ
て
表
す

こ
と
が
で
き
る
。
過
去
の
側
面
と
衆
生
の
現
実
相
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
過
去
か

ら
背
負
っ
て
き
た
現
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
果
相
が
現
実
相
で
あ
る
と
い
う
曽
我
の
解
釈
は
、

至
心
釈
か
ら
見
た
解
釈
で
あ
り
、
過
去
か
ら
煩
悩
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
実
相
を
表
す
と
考
え
ら



159 第二章 曽我における唯識思想について 

第三節 「如来表現の範疇としての三心観」について 

第五項 三心と三相の意義 

れ
る
。 

次
に
、
「
信
楽
―
自
相
―
根
本
自
覚
意
識
」
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

自
相
が
根
本
自
覚
意
識
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
信
楽
釈
に
あ
る
自
力
往
生
の
否
定
の
論
理
か
ら
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

信
楽
釈
に
あ
る
自
力
往
生
の
否
定
は
、
機
の
深
信
に
よ
っ
て
自
力
往
生
で
き
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
機
の
深
信
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い

う
自
覚
に
立
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
自
力
往
生
で
き
な
い
と
い
う
自
覚
は
、
願
作
仏
心
の
自
覚
を
表
す
。
曽
我
は
、「
不
生
と
い
ふ

こ
と
は
往
生
の
否
定
で
あ
る
と
共
に
、
こ
れ
が
成
仏
の
自
覚
を
現
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

信
楽
釈
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
機
の
深
信
の
自
覚
で
あ
り
、
願
作
仏
心
の
自
覚
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
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根
本
自
覚
意
識
の
「
自
覚
」
と
い
う
語
に
着
目
す
れ
ば
、
根
本
自
覚
意
識
と
は
、
機
の
深
信
の
自
覚
で
あ

り
、
願
作
仏
心
の
自
覚
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
は
、
自
力
で
自
覚
す
る
の
で
は
な
く
、
如
来
回

向
の
信
楽
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
る
。
我
々
は
、
信
楽
に
よ
っ
て
、
自
力
往
生
で
き
な
い
罪
悪
深
重
の
凡
夫

と
自
覚
し
、
さ
ら
に
願
作
仏
心
が
展
開
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
信
楽
に
お
い
て
は
、
機
の
深
信
の
自
覚
と

願
作
仏
心
の
自
覚
が
根
本
自
覚
意
識
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
「
欲
生
―
因
相
―
理
想
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

因
相
は
、
種
子
が
因
と
な
っ
て
未
来
の
果
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
欲
生
と
は
、「
我
が
国
に

生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と
い
う
浄
土
か
ら
の
働
き
で
あ
り
、「
願
往
生
心
」・「
度
衆
生
心
」
と
し
て
働
く
の
で

あ
る
。
因
と
い
う
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
願
往
生
心
は
願
作
仏
心
を
成
就
す
る
因
と
な
る
。
よ
っ
て
、
願

往
生
心
は
願
作
仏
心
を
成
り
た
た
せ
る
因
で
あ
り
、
根
源
で
あ
る
。
ま
た
、
衆
生
を
救
う
と
い
う
度
衆
生



161 第二章 曽我における唯識思想について 

第三節 「如来表現の範疇としての三心観」について 

第五項 三心と三相の意義 

心
が
回
向
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
も
衆
生
を
救
う
と
い
う
心
が
回
向
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
我
々
は
、
度
衆
生
心
と
い
う
衆
生
を
救
う
因
が
回
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
衆
生
を
利
益
す

る
因
と
な
る
。 

ま
た
、
因
相
が
理
想
を
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
浄
土
を
理
想
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
曽
我
は
、
理
想
に
つ
い
て
「
浄
土
は
理
想
の
世
界
で
あ
り
ま
し
て
彼
岸
で
あ
る
。
」（
『
選
集
第
五
巻
』

三
五
九
頁
）
と
述
べ
、
浄
土
が
理
想
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
浄
土
が
理
想
で
あ
る
の
か
。
そ

れ
は
、
現
実
の
娑
婆
世
界
を
見
た
と
き
、
浄
土
は
ど
こ
ま
で
も
理
想
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
浄
土

に
つ
い
て
『
大
無
量
寿
経
』
に
は
、 

そ
の
仏
国
土
に
は
、
自
然
の
七
宝
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
琥
珀
・
硨
磲
・
碼
碯
、
合
成
し
て
地

と
せ
り
。
恢
廓
曠
蕩
と
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
。
こ
と
ご
と
く
相
雑
廁
し
て
転
た
相
入
間
せ
り
。
光
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赫
焜
耀
に
し
て
、
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浄
に
荘
厳
し
て
、
十
方
一
切
の
世
界
に
超
踰
せ
り
。
衆
宝
の

中
の
精
な
り
。
そ
の
宝
、
猶
し
第
六
天
の
宝
の
ご
と
し
。
ま
た
そ
の
国
土
に
は
、
須
弥
山
お
よ
び
金

剛
鉄
囲
・
一
切
の
諸
山
な
し
。
ま
た
大
海
・
小
海
・
谿
渠
・
井
谷
な
し
。
仏
神
力
の
ゆ
え
に
、
見
ん

と
欲
え
ば
す
な
わ
ち
現
ず
。
ま
た
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
諸
難
の
趣
な
し
。
ま
た
四
時
、
春
秋
冬
夏

な
し
。
寒
か
ら
ず
熱
か
ら
ず
。
常
に
和
か
に
し
て
調
適
な
り
。
（
『
真
聖
全
一
』
一
五
～
一
六
頁
） 

と
説
か
れ
て
い
る
。
我
々
の
生
き
て
い
る
現
実
世
界
は
、「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
諸
難
の
趣
」
の
あ
る
世

界
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
浄
土
は
「
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
諸
難
の
趣
」
の
な
い
、
理
想
の
世
界
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
現
実
相
の
一
切
群
生
海
と
理
想
の
浄
土
と
対
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
こ
ま
で
三
相
と
三
心
の
考
察
を
行
っ
た
が
、
三
相
は
三
心
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。 
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次
に
、 

自
相
―
信
楽
―
現
在 

果
相
―
至
心
―
現
在
の
上
の
過
去 

因
相
―
欲
生
―
現
在
の
上
の
未
来 

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

果
相
の
過
去
と
因
相
の
未
来
と
い
う
関
係
は
、『
成
唯
識
論
』
の
記
述
か
ら
言
え
る
。
し
か
し
、「
現
在
」

と
い
う
解
釈
は
『
成
唯
識
論
』
か
ら
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
解
釈
は
『
教
行
信
証
』
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
『
教
行
信
証
』
か
ら
考
察
を
試
み
た
い
。 

ま
ず
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
す
べ
て
に
「
現
在
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
過
去
・
現

在
・
未
来
は
す
べ
て
「
現
在
」
に
お
さ
ま
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。 



164 第二章 曽我における唯識思想について 

第三節 「如来表現の範疇としての三心観」について 

第五項 三心と三相の意義 

現
在 過

去
→
現
在
→
未
来 

曽
我
の
言
う
「
現
在
」
に
つ
い
て
、
楠
寛
大
「
曽
我
量
深
の
「
現
在
」
観
―
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て

の
三
心
観
」
を
中
心
に
―
」
（
『
真
宗
教
学
研
究
』
三
一
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

曽
我
の
現
在
観
に
は
、
親
鸞
の
顕
か
に
し
た
仏
道
を
い
ま
現
に
こ
こ
に
在
る
我
の
上
に
証
し
よ
う
と

し
た
曽
我
の
意
志
が
表
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
「
主
体
的
に
」
「
自
覚
的
に
」
真
宗
と
関
わ
る
と
は
ど

の
よ
う
な
態
度
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
応
じ
る
一
つ
の
在
り
方
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
中
略
）
過
去
や
未
来
を
客
観
的
事
実
の
よ
う
に
見
る
よ
う
な
視
点
を
も
っ
て
、（
特
に
信
心
に
つ
い

て
）
推
求
し
て
い
こ
う
と
い
う
在
り
方
は
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
な
思
索
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
る
。（
中
略
）
曽
我
は
、
そ
の
今
こ
こ
に
現
在
し
て
い
る
我
の
自
覚
に
お
い
て
真
宗
と
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は
何
か
と
い
う
こ
と
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
、
現
に
そ
の
よ
う
に
求
め
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
（
「
曽
我
量
深
の
「
現
在
」
観
―
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
を
中
心
に
―
」
一
〇

二
頁
） 

曽
我
は
、「
親
鸞
の
顕
か
に
し
た
仏
道
を
い
ま
現
に
こ
こ
に
在
る
我
の
上
に
証
し
よ
う
と
し
た
」
の
で
あ
り
、

信
心
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
に
お
い
て
信
心
を
主
体
的
に
自
覚

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
現
在
」
と
は
獲
信
の
時
で
あ
る
と
言
え
る
。 

獲
信
の
時
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

夫
れ
真
実
の
信
楽
を
按
ず
る
に
信
楽
に
一
念
有
り
。
一
念
は
斯
れ
信
楽
開
発
の
時
剋
の
極
促
を
顕
し
、

広
大
難
思
の
慶
心
を
彰
す
也
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
三
六
～
一
三
七
頁
） 

信
心
を
獲
得
す
る
時
と
は
、
一
念
一
刹
那
の
現
在
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、 
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一
念
と
い
ふ
は
、
信
心
を
う
る
と
き
の
き
わ
ま
り
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
な
り
。
（
『
親
全
和
文
篇
』
一

二
七
頁
） 

と
あ
る
。「
信
心
を
う
る
と
き
の
き
わ
ま
り
」
と
い
う
こ
と
は
、
信
心
を
獲
る
と
き
の
一
刹
那
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
獲
信
の
時
で
あ
る
「
現
在
」
と
い
う
一
刹
那
の
時
に
お
い
て
、
過
去
→
現
在

→
未
来
と
い
う
時
間
が
内
在
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
獲
信
の
一
刹
那
の
時
で
あ
る
「
現
在
」
に
、

至
心
→
信
楽
→
欲
生
と
い
う
順
に
展
開
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
三
心
の
「
時
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
信
楽
が
「
現
在
」
で
あ
る
こ
と
は
、

信
心
を
獲
た
時
の
信
の
一
念
で
あ
り
、
「
現
在
」
を
表
し
て
い
る
。
次
に
、
至
心
が
「
現
在
の
上
の
過
去
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
至
心
釈
に
あ
る
「
時
」
の
記
述
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
至
心
釈
に
あ
る
「
時
」
の

記
述
は
、
「
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
無
始
」
が
過
去
を
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表
し
、
「
今
日
今
時
」
が
現
在
を
表
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
「
現
在
の
上
の
過
去
」
と
い

う
こ
と
は
、
「
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
」
と
言
え
る
。 

ま
た
、
欲
生
が
、「
現
在
の
上
の
未
来
」
で
あ
る
こ
と
は
、
至
心
→
信
楽
→
欲
生
の
展
開
か
ら
考
え
ら
れ

る
。
展
開
順
よ
り
見
れ
ば
、
欲
生
は
未
来
に
な
る
。
つ
ま
り
、
三
心
の
展
開
順
か
ら
未
来
と
い
う
語
を
用

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
心
の
展
開
を
図
に
表
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

現
在 至

心
（
現
実
相
）
→
信
楽
（
願
作
仏
心
）
→
欲
生
（
願
往
生
心
・
度
衆
生
心
） 

 

三
心
は
、
信
楽
を
獲
得
す
る
現
在
に
お
い
て
、
至
心
→
信
楽
→
欲
生
と
展
開
し
、
そ
の
内
実
は
、
念
仏

往
生
→
願
作
仏
心
→
願
往
生
心
・
度
衆
生
心
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
至
心
→
信
楽
→
欲
生
の
展
開
を
通
し

て
、
『
成
唯
識
論
』
に
あ
る
三
相
の
時
間
を
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
『
成
唯
識
論
』
に
記
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述
さ
れ
て
い
な
い
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
曽
我
は
衆
生
の
歩
む
道
程
を
三
心
の

上
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
曽
我
の
解
釈
を
通
し
て
三
相
と
三
心
の
内
実
を
窺
っ
て
き
た
が
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
至
心
→
信
楽
→
欲
生
の
展
開
と
そ
の
内
実
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

で
は
、
信
楽
を
獲
得
し
、
三
心
の
道
程
を
歩
ん
で
い
る
衆
生
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
く
の

で
あ
ろ
う
か
。
我
々
上
に
働
く
三
心
は
、
欲
生
に
行
き
着
く
。
欲
生
の
内
容
で
あ
る
度
衆
生
心
か
ら
考
え

る
と
、
す
べ
て
の
衆
生
と
と
も
に
浄
土
に
生
ま
れ
る
心
が
回
向
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
衆
生
は
自

力
で
往
生
で
き
ず
、
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
衆
生
は
、
如
来
回
向
の
信
に
よ
っ
て
往
生
し
救
済
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
な
ぜ
可
能
か
と
言
え
ば
、
度
衆
生
心
が
回
向
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
我
々
が
そ

の
心
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
往
生
し
救
済
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
我
々
は
如
来
の
働
き
に
よ
っ
て
、
救
わ
れ
、
ま
た
救
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
歩
ん
で
い
く
の
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で
あ
る
。 

以
上
、
曽
我
の
三
心
解
釈
を
見
て
き
た
。
次
に
、
曽
我
の
唯
識
教
学
を
受
け
た
安
田
理
深
・
仲
野
良
俊

の
先
行
研
究
を
通
し
て
、
曽
我
の
解
釈
が
我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。 

  

第
六
項 

安
田
理
深
・
仲
野
良
俊
の
解
釈
を
通
し
て 

 

こ
の
項
で
は
、
曽
我
の
唯
識
思
想
の
影
響
を
受
け
た
安
田
理
深
・
仲
野
良
俊
の
解
釈
を
通
し
て
、
曽
我

が
解
釈
す
る
三
相
と
三
心
の
内
実
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
く
。 

ま
ず
、
安
田
理
深
は
、
三
心
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
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至
心
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
信
楽
を
展
開
し
て
、
そ
し
て
更
に
信
楽
か
ら
欲
生
を
展
開
す
る
。
そ
れ

は
因
か
ら
果
が
出
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
果
か
ら
因
へ
遡
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
欲
生
と
い

う
の
は
最
も
根
源
に
遡
の
ぼ
っ
た
わ
け
で
す
。（
中
略
）
欲
生
が
信
楽
の
根
源
な
ん
だ
。
信
の
根
源
は

願
な
ん
で
す
。（
中
略
）
だ
か
ら
三
相
と
い
っ
て
も
、
ア
ラ
ヤ
識
を
照
ら
し
て
く
る
と
逆
に
な
る
で
し

ょ
う
。
従
果
向
因
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
ラ
ヤ
識
を
照
ら
さ
ん
と
い
う
と
ね
、
至
心
信
楽
欲
生
と
い

っ
て
も
、
従
因
向
果
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
（
『
唯
識
三
十
頌
聴
記 

巻
一
四
』
一
九
頁
） 

三
心
は
、
至
心
→
信
楽
→
欲
生
と
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
至
心
は
因
で
は
な
く
果
で
あ
り
、
欲
生
は
果

で
は
な
く
因
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
果
向
因
で
あ
り
、
従
果
向
因
が
阿
頼
耶
識
の
三
相
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
と
い
う
。 

 

ま
た
、
仲
野
良
俊
は
、
三
相
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
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だ
か
ら
善
導
大
師
で
も
、
や
は
り
自
相
、
果
相
、
因
相
の
形
で
、「
自
身
は
現
に
、
こ
れ
罪
悪
生
死
の

凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
、
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
説
い
て
お
ら

れ
る
。
「
自
身
は
現
に
こ
れ
」
と
い
う
の
は
自
相
で
す
。
「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
の
は
阿
頼
耶

識
で
す
。
そ
れ
が
遠
い
過
去
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
味
で
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た

つ
ね
に
沈
み
、
つ
ね
に
流
転
し
て
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
未
来
は
わ
か
る
。「
出
離

の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
順
番
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
自
覚
の
順
番
で

す
。
並
べ
方
か
ら
し
て
ち
ゃ
ん
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
す
。
現
在
、
そ
れ
は
過
去
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
、
と
同
時
に
そ
の
現
在
に
未
来
を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
実
存
で

す
。
（
『
仲
野
良
俊
著
作
集 

第
一
巻 

唯
識
思
想
入
門Ⅰ

』
二
三
一
頁
） 

自
相
は
現
在
の
面
を
表
し
、
果
相
は
過
去
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
現
在
と
い
う
面
を
表
す
。
因
相
は
現
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在
に
未
来
が
開
か
れ
て
い
る
面
を
表
す
と
し
て
い
る
。 

安
田
理
深
・
仲
野
良
俊
の
見
解
で
重
要
な
こ
と
は
、
従
果
向
因
で
あ
る
。
三
心
は
過
去
か
ら
未
来
と
い

う
側
面
を
持
ち
、
ま
た
、
果
か
ら
因
と
い
う
方
向
を
持
つ
。
こ
の
従
果
向
因
を
踏
ま
え
て
、
曽
我
の
三
相

と
三
心
の
解
釈
を
尋
ね
て
い
く
。 

従
果
向
因
は
、
果
か
ら
因
に
遡
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
果
は
、
無
始
以
来
清
浄
で
は
な
い
過
去
で
あ

る
。
清
浄
で
な
い
過
去
が
、
現
在
の
我
々
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
無
始
よ
り
清
浄

の
心
が
な
い
過
去
を
背
負
っ
て
い
る
。
過
去
を
背
負
っ
て
生
き
る
我
々
は
、
機
の
深
信
に
よ
っ
て
自
力
往

生
で
き
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
。
そ
の
自
覚
は
如
来
の
働
き
に
よ
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
働
き
は
、「
我
が

国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
え
」
と
い
う
欲
生
で
あ
る
。
如
来
の
働
き
に
よ
っ
て
し
か
往
生
で
き
な
い
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
る
根
源
が
、
欲
生
で
あ
り
因
で
あ
る
。 
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我
々
が
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
は
、
流
転
し
続
け
た
果
で
あ
る
。
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
自
覚

す
る
根
源
を
尋
ね
て
い
く
こ
と
が
、
果
か
ら
因
へ
向
か
う
従
果
向
因
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
々
を
自

覚
さ
せ
る
根
源
を
尋
ね
て
い
く
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
我
々
を
自
覚
さ
せ
る
根
源
を
尋
ね
て
い
く
生
活
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ

は
機
の
深
信
に
立
っ
て
生
活
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
『
歎
異
抄
』
「
後
序
」
に
あ
る
次
の
文
か

ら
考
え
て
み
た
い
。 

わ
が
御
身
に
ひ
き
か
け
て
、
わ
れ
ら
が
身
の
罪
悪
の
ふ
か
き
ほ
ど
を
も
し
ら
ず
、
如
来
の
御
恩
の
た

か
き
こ
と
を
も
し
ら
ず
し
て
ま
よ
へ
る
を
、
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
が
た
め
に
て
さ
ふ
ら
い
け
り
。
（
『
親

全
言
行
篇
１
』
三
八
頁
） 

こ
の
文
か
ら
、
果
相
と
は
、「
わ
れ
ら
が
身
の
罪
悪
の
ふ
か
き
」
と
い
う
我
々
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々



174 第二章 曽我における唯識思想について 

第三節 「如来表現の範疇としての三心観」について 

第六項 安田理深・仲野良俊の解釈を通して 

の
現
実
相
、
流
転
し
て
い
る
果
と
し
て
い
ま
現
に
い
る
我
が
身
で
あ
る
。
次
に
、
自
相
と
は
、「
わ
れ
ら
が

身
の
罪
悪
の
ふ
か
き
ほ
ど
を
も
し
ら
ず
、
如
来
の
御
恩
の
た
か
き
こ
と
を
も
し
ら
ず
し
て
ま
よ
へ
る
」
こ

と
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
機
の
深
信
で
あ
り
、
機
の
深
信
に
立
っ
た
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
因
相
と
は
、「
ま
よ
へ
る
を
、
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
」
働
き
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
浄
土
か

ら
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。
我
々
が
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
働
き
に
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
我
々

は
機
の
深
信
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
か
ら
の
働
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
身
が
現
実
に
悩
み

苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
自
覚
を
通
し
て
、
悩
み
苦
し
む
境
地
を
超
え
て
い
く
道
、
つ
ま
り
、
浄
土
へ
の
道

を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
歎
異
抄
』
に
あ
る
機
の
深
信
の
言
葉
か
ら
考
え
て
み

る
と
、
果
か
ら
因
、
つ
ま
り
、
現
実
の
娑
婆
世
界
か
ら
浄
土
に
向
か
っ
て
い
く
歩
み
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
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以
上
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
。
次
に
「
法
蔵
菩
薩
」
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。 

  

第
四
節 

「
法
蔵
菩
薩
」
に
つ
い
て 

第
一
項 

本
論
の
内
容
に
つ
い
て 

本
節
で
は
、
曽
我
の
八
八
歳
記
念
講
演
の
聴
記
で
あ
る
「
法
蔵
菩
薩
」
を
取
り
上
げ
る
。
「
法
蔵
菩
薩
」

に
は
、「
阿
頼
耶
識
」・「
種
子
」・「
現
行
」
と
い
っ
た
唯
識
の
用
語
が
数
多
く
出
て
く
る
。
し
か
し
、
曽
我

は
、『
成
唯
識
論
』
に
説
か
れ
る
「
阿
頼
耶
識
」・「
種
子
」・「
現
行
」
の
記
述
か
ら
は
見
出
せ
な
い
解
釈
を

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
曽
我
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
行
い
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
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持
つ
の
か
考
察
し
た
い
。 

よ
っ
て
、
先
に
、
「
法
蔵
菩
薩
」
に
見
ら
れ
る
曽
我
の
唯
識
解
釈
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
次
に
、
『
成
唯

識
論
』
に
説
か
れ
る
「
阿
頼
耶
識
」・「
種
子
」・
「
現
行
」
に
つ
い
て
見
る
。
こ
う
し
て
、『
成
唯
識
論
』
に

説
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
曽
我
の
解
釈
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
曽
我
の
解
釈
の
独
自
性
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 

ま
ず
、
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

（
１
）
阿
頼
耶
識 

 

曽
我
は
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

阿
頼
耶
識
と
い
う
も
の
が
、
ほ
ん
と
う
の
わ
れ
・
純
粋
の
わ
れ
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
純
粋
な
自

己
と
い
う
も
の
は
、
阿
頼
耶
識
と
い
う
も
の
で
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
一
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二
頁
） 

阿
頼
耶
識
を
「
純
粋
の
わ
れ
」
と
定
義
し
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

で
す
か
ら
、
私
ど
も
人
間
を
ば
、
公
明
正
大
な
お
ん
心
を
も
っ
て
、
仏
さ
ま
は
ご
ら
ん
に
な
る
わ
け

で
す
。
（
中
略
）
そ
う
い
う
よ
う
に
公
明
正
大
の
立
場
を
も
っ
て
も
の
を
見
て
行
く
と
こ
ろ
の
識
が
、

阿
頼
耶
識
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
け
が
れ
た
る
法
に
対
し
て
も
、
清
浄
の
法
に
対
し
て
も
、

そ
の
一
方
を
い
や
し
め
一
方
を
尊
ぶ
、
一
方
を
愛
し
一
方
を
毛
ぎ
ら
い
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
な
し

に
、
そ
れ
を
ば
き
わ
め
て
公
正
平
等
の
心
を
も
っ
て
照
ら
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
よ
う
な
の
が
、
阿

頼
耶
識
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
一
四
～
一
一
五
頁
） 

阿
頼
耶
識
と
は
公
明
正
大
の
立
場
を
も
つ
識
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
平
等
な
識
と
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
の
働
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
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「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
な
り
」
―
―
わ
が
身
を
正
し
く
「
わ
が
身
」
と
言
え
る
の

は
、
や
は
り
こ
の
阿
頼
耶
識
で
す
。
阿
頼
耶
識
と
い
う
の
は
、
公
明
正
大
の
心
を
も
っ
て
、
こ
の
体

で
す
ね
、
わ
が
身
と
い
う
も
の
を
見
て
い
る
も
の
で
す
ね
。（
中
略
）
わ
が
身
と
い
う
の
を
正
し
く
見

て
お
い
で
に
な
る
の
は
、
仏
さ
ま
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
私
ど
も
は
、
仏
さ
ま
を
信
じ
、
仏
さ
ま
の
眼

を
も
っ
て
自
分
を
見
て
行
く
と
き
に
、
は
じ
め
て
、
ほ
ん
と
う
に
肩
身
を
せ
ま
く
し
な
い
で
、
も
っ

と
肩
身
を
ひ
ろ
く
し
て
、
わ
が
身
の
現
行
・
わ
が
身
の
現
実
と
い
う
も
の
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
二
一
頁
） 

曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
は
わ
が
身
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
見
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
正
し
く
見
て
い
る

内
容
は
、 

「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
、
私
ど
も
は
、
冷
静
に
、
人
間
の
常
識
で
変
な
悪
い
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色
や
悪
い
感
情
な
ど
を
つ
け
な
い
で
、
仏
さ
ま
が
私
ど
も
を
見
て
お
い
で
に
な
る
の
と
同
じ
心
・
同

じ
眼
を
も
っ
て
、
自
身
を
見
て
行
く
―
―
こ
れ
が
、
機
の
深
信
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
（
『
深
選
集

第
一
二
巻
』
一
一
九
頁
） 

と
述
べ
る
よ
う
に
、「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
阿
頼
耶
識
が
「
わ
が

身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
見
て
い
る
こ
と
を
、
機
の
深
信
と
い
う
の
で
あ
る
。 

以
上
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
曽
我
の
解
釈
す
る
阿
頼
耶
識
を
整
理
す
る
。
ま
ず
、
阿
頼
耶
識
は
純
粋
の

わ
れ
で
あ
り
、
公
明
正
大
の
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
阿
頼
耶
識
は
わ
が
身
を
正
し
く
見
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
の
見
て
い
る
内
容
は
「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
機

の
深
信
で
あ
る
。 

 

次
に
、
種
子
と
現
行
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 
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（
２
）
種
子
・
現
行 

 
曽
我
は
、
種
子
と
現
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
種
子
」
と
は
、
も
の
の
種
・
も
の
の
因
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
種
子
に
対
し
て
、
い
ま

現
に
実
際
は
た
ら
い
て
い
る
、
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
法
の
す
が
た
を
ば
「
現
行
」
と
申
す
の
で

あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
一
三
頁
） 

種
子
と
は
、
も
の
の
因
と
い
う
こ
と
を
表
し
、
現
行
は
い
ま
現
に
働
い
て
い
る
法
の
す
が
た
を
表
し
て
い

る
。 そ

し
て
、
現
行
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

何
で
私
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
て
公
明
正
大
の
は
た
ら
き
を
し
て
お
ら
ん
か
と
い
う
と
、
末
那
識
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
、
公
明
正
大
を
欠
く
よ
う
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
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う
い
う
公
明
正
大
で
な
い
よ
う
な
、
い
ろ
い
ろ
の
人
間
の
心
の
う
ご
き
―
―
そ
う
い
う
も
の
を
総
じ

て
現
実
の
行
・
現
行
と
言
い
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
一
六
頁
） 

現
行
と
は
、
公
明
正
大
で
な
い
人
間
の
心
の
動
き
を
表
す
。
そ
れ
は
「
わ
が
身
は
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫

で
あ
る
。
こ
れ
は
現
行
で
し
ょ
う
。
」
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
一
九
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
種
子
と
現
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。 

私
は
、
法
蔵
菩
薩
の
本
願
と
い
う
も
の
は
種
子
だ
と
言
う
の
で
す
。
種
子
は
本
願
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
法
蔵
菩
薩
に
は
、
五
劫
思
惟
の
本
願
、
そ
れ
か
ら
、
兆
載
永
劫
の
修
行
と
い
う
こ
と
を
申
し
ま

す
ね
。
こ
れ
が
、
つ
ま
り
、
種
子
・
現
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
し
て
、

も
う
一
つ
お
し
進
め
て
行
く
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
こ
と
に
帰
着
し
て
行
く

も
の
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
二
巻
』
一
一
六



182 第二章 曽我における唯識思想について 

第四節 「法蔵菩薩」について 

第一項 本論の内容について 

～
一
一
七
頁
） 

さ
ら
に
、 

た
と
え
ば
、
本
願
は
種
子
で
あ
る
。
念
仏
は
現
行
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
一
二
』
一
二
四
頁
） 

と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
蔵
菩
薩
の
本
願
が
種
子
で
あ
り
、
南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
念
仏
が
現
行
で

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
、
種
子
と
現
行
の
解
釈
を
ま
と
め
る
。
ま
ず
、
種
子
は
も
の
の
因
を
表
す
。
そ
し
て
、
法
蔵
菩

薩
の
本
願
を
表
す
。
次
に
、
現
行
と
は
、
い
ま
現
に
実
際
働
い
て
い
る
法
の
す
が
た
で
あ
り
、
人
間
の
心

の
動
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
わ
が
身
は
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
種
子
が

本
願
で
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
現
行
は
念
仏
を
表
し
て
い
る
。 

こ
う
し
て
「
阿
頼
耶
識
」・「
種
子
」・「
現
行
」
そ
れ
ぞ
れ
曽
我
の
解
釈
を
見
て
き
た
。
次
に
、『
成
唯
識
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論
』
に
「
阿
頼
耶
識
」
・
「
種
子
」
・
「
現
行
」
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
確
認
し
、
曽
我
の
解
釈

と
比
較
す
る
。 

  

第
二
項 

「
阿
頼
耶
識
」
・
「
種
子
」
・
「
現
行
」
に
つ
い
て 

（
１
）
阿
頼
耶
識 

ま
ず
、
阿
頼
耶
識
か
ら
比
較
し
て
い
く
。
曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
を
純
粋
の
わ
れ
で
あ
り
公
明
正
大
・
公

正
平
等
の
心
を
持
っ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
た
。
こ
の
「
純
粋
」
や
「
公
明
正
大
」
に
相
当
す
る
『
成
唯

識
論
』
の
記
述
は
、
無
覆
無
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
無
覆
無
記
と
は
阿
頼
耶
識
の
性
質
の
こ
と
で
あ

り
、
『
成
唯
識
論
』
に
は
次
の
よ
う
説
か
れ
る
。 
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法
に
四
種
有
り
。
謂
く
善
と
不
全
と
有
覆
無
記
と
無
覆
無
記
と
な
り
。
阿
頼
耶
識
を
何
れ
の
法
に
摂

む
る
や
。
此
の
識
は
唯
是
れ
無
覆
無
記
な
り
。
異
熟
性
な
る
が
故
に
。
異
熟
若
し
是
れ
善
と
染
汚
と

な
ら
ば
、
流
転
と
還
滅
と
成
ず
る
こ
と
を
得
ざ
る
べ
し
。
又
此
の
識
は
是
れ
善
と
染
と
の
依
な
る
が

故
に
。
若
し
善
と
染
と
な
ら
ば
、
互
に
相
違
せ
る
が
故
に
。
二
の
た
め
に
倶
に
所
依
と
作
ら
ざ
る
べ

し
。
又
此
の
識
は
是
れ
所
熏
性
な
る
が
故
に
。
若
し
善
と
染
と
な
ら
ば
極
め
て
香
と
臭
と
の
如
く
熏

を
受
け
ざ
る
べ
し
。
熏
習
な
き
が
故
に
、
染
・
淨
の
因
・
果
倶
に
成
立
せ
ず
。
故
に
此
は
唯
是
れ
無

覆
無
記
の
み
な
り
。
覆
と
云
う
は
謂
く
染
法
な
り
。
聖
道
を
障
う
る
が
故
に
。
又
能
く
心
を
蔽
い
て

不
淨
な
ら
し
む
る
が
故
に
。
此
の
識
は
染
に
非
ず
。
故
に
無
覆
と
名
づ
く
。
記
と
云
う
は
謂
く
善
と

悪
と
な
り
。
愛
・
非
愛
の
果
を
有
し
、
及
び
殊
勝
の
自
体
な
る
を
以
っ
て
記
別
す
べ
き
が
故
に
。
此

は
善
と
悪
と
に
非
ず
。
故
に
無
記
と
名
づ
く
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
一
二
頁
ａ
） 
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阿
頼
耶
識
は
無
覆
無
記
と
説
か
れ
て
い
る
。
覆
に
つ
い
て
は
「
覆
と
云
う
は
謂
く
染
法
な
り
。
聖
道
を
障

う
る
が
故
に
。
又
能
く
心
を
蔽
い
て
不
淨
な
ら
し
む
る
が
故
に
。
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
無
覆
と
は
、
さ
と

り
に
至
る
聖
な
る
道
を
覆
っ
て
妨
げ
る
こ
と
が
な
く
、
自
身
を
覆
っ
て
ふ
さ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
記
は
「
記
と
云
う
は
謂
く
善
と
悪
と
な
り
。
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
無
記
と
は
、
善
で
も
悪
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
は
無
覆
と
無
記
、
二
つ
の
性
質
を
具
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
阿
頼
耶
識
が
無
覆
無
記
で
あ
る
理
由
が
三
つ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
異
熟
性
で
あ
る
。

「
異
熟
若
し
是
れ
善
と
染
汚
と
な
ら
ば
、
流
転
と
還
滅
と
成
ず
る
こ
と
を
得
ざ
る
べ
し
。
」
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
太
田
久
紀
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

流
転
は
迷
い
の
展
開
、
還
滅
は
悟
り
へ
の
道
。（
中
略
）
迷
い
を
積
み
重
ね
る
可
能
性
と
同
時
に
悟
り

を
開
く
、
解
脱
を
開
く
可
能
性
も
持
っ
て
い
る
。
両
方
に
働
く
と
い
う
こ
と
は
流
転
だ
け
、
迷
い
だ
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け
の
も
の
で
も
な
い
し
、
悟
り
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
。
両
方
の
傾
向
、
力
を
阿
頼
耶
識
は
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
第
一
の
条
件
で
す
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
迷
い
と
悟
り
の
両
方
の
支
え
と
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
か
ら
無
記
で
あ
る
。
（
『
成
唯
識
論
要
講
―
護
法
正
義
を
中
心
と
し
て
―
第
一
巻
』
三
五

三
頁
） 

迷
う
こ
と
悟
り
を
開
く
こ
と
、
ど
ち
ら
に
も
働
く
必
要
が
あ
る
た
め
に
阿
頼
耶
識
は
無
記
な
の
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
善
と
染
の
所
依
で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
が
悪
で
あ
る
と
、
善
の
行
為
は
阿
頼
耶
識
を
依
り
所
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
善
の
性
質
で
あ
る
と
、
悪
の
行
為
は
阿
頼
耶
識
を
依
り
所
と
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
依
り
所
と
な
る
に
は
、
善
と
悪
の
両
方
の
支
え
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
性
質
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
阿
頼
耶
識
は
善
で
も
悪
で
も
な
い
無
記
で
あ
る
。 

三
つ
目
は
所
熏
性
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
太
田
久
紀
は
、 
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我
々
が
行
動
を
起
こ
し
ま
す
と
、
そ
の
行
動
は
必
ず
種
を
人
格
の
底
に
残
し
て
い
く
。
そ
の
種
を
受

け
止
め
る
役
が
所
熏
で
す
。
こ
れ
が
阿
頼
耶
識
で
す
。
阿
頼
耶
識
が
我
々
の
日
常
の
行
為
を
全
部
引

き
受
け
て
蓄
積
を
し
て
い
る
。
種
子
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
性
質
を
持
つ
も
の
が
阿
頼
耶

識
で
す
。
（
『
成
唯
識
論
要
講
―
護
法
正
義
を
中
心
と
し
て
―
第
一
巻
』
三
五
五
頁
） 

と
述
べ
る
。
所
熏
性
と
は
、
阿
頼
耶
識
が
種
子
受
け
入
れ
る
性
質
の
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
、
阿
頼
耶
識
の
性
質
を
見
て
き
た
。
阿
頼
耶
識
は
無
覆
無
記
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
無
覆
無
記
と

は
、
さ
と
り
に
至
る
道
を
覆
っ
て
妨
げ
る
こ
と
が
な
く
、
自
身
を
覆
っ
て
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ

り
、
善
で
も
悪
で
も
な
い
性
質
の
こ
と
で
あ
る
。
無
覆
無
記
で
あ
る
理
由
は
、
異
熟
性
・
善
と
染
の
所
依
・

所
熏
性
と
い
う
三
つ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
曽
我
の
解
釈
と
比
較
す
る
。
ま
ず
、
異
熟
性
か
ら
見
て
み
る
と
、
迷
い
と
悟
り
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ど
ち
ら
に
も
働
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
に
も
偏
る
こ
と
の
な
い
平
等
で
純
粋
で
あ
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
次
に
、
善
と
染
の
所
依
と
い
う
善
と
悪
の
両
方
の
支
え
に
な
る
性
質
は
、
善
と
悪
を
決
め
る

こ
と
の
な
い
平
等
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
所
熏
性
と
い
う
種
子
を
受
け
入
れ
る
性
質
は
、

阿
頼
耶
識
が
公
平
で
あ
り
純
粋
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
種
子
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
表
す
。
し
た
が
っ
て
、

異
熟
性
・
善
と
染
の
所
依
・
所
熏
性
と
い
う
三
つ
の
性
質
か
ら
、
阿
頼
耶
識
は
純
粋
で
あ
り
、
平
等
と
言

え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
無
覆
無
記
の
性
質
に
注
目
す
れ
ば
、
阿
頼
耶
識
が
「
純
粋
」
や
「
公
明
正

大
」
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

さ
ら
に
、
曽
我
は
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
「
仏
さ
ま
の
眼
を
も
っ
て
自
分
を
見
て
行
く
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
仏
の
眼
と
阿
頼
耶
識
は
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
か
。
筆
者
は
、
平
等
で
純
粋
で
あ
る
と
い
う
点
に

お
い
て
、
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、
阿
頼
耶
識
は
先
に
見
た
よ
う
に
無
覆
無
記
で
、
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純
粋
で
公
明
正
大
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
の
心
も
同
じ
く
清
浄
で
平
等
で
あ
る
。
仏
の
心
が
清
浄
で
あ
り
十

方
衆
生
を
救
う
平
等
な
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
に
、 

た
と
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
十
方
衆
生
、
心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
う
て
、
乃

至
十
念
せ
ん
。
も
し
生
ま
れ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
唯
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
せ
ん
を
ば
除
く
。（
『
真

聖
全
一
』
九
頁
） 

と
説
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
親
鸞
は
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。 

「
至
心
信
楽
」
と
い
ふ
は
、
至
心
は
真
実
と
ま
ふ
す
な
り
。
真
実
と
ま
ふ
す
は
如
来
の
御
ち
か
ひ
の

真
実
な
る
を
至
心
と
ま
ふ
す
な
り
。
煩
悩
具
足
の
衆
生
は
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な

し
。
濁
悪
邪
見
の
ゆ
へ
な
り
。
信
楽
と
い
ふ
は
、
如
来
の
本
願
真
実
に
ま
し
ま
す
を
、
ふ
た
ご
ゝ
ろ

な
く
ふ
か
く
信
じ
て
う
た
が
は
ざ
れ
ば
、
信
楽
と
ま
ふ
す
也
。
こ
の
至
心
信
楽
は
、
す
な
わ
ち
十
方
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の
衆
生
を
し
て
、
わ
が
真
実
な
る
誓
願
を
信
楽
す
べ
し
と
す
ゝ
め
た
ま
へ
る
御
ち
か
ひ
の
至
心
信
楽

也
、（
中
略
）
こ
の
真
実
信
心
を
え
む
と
き
、
摂
取
不
捨
の
心
光
に
い
り
ぬ
れ
ば
、
正
定
聚
の
く
ら
ゐ

に
さ
だ
ま
る
と
み
え
た
り
。
（
『
親
全
和
文
篇
』
七
三
～
七
四
頁
） 

如
来
回
向
の
信
心
は
、
真
実
で
あ
り
清
浄
で
あ
る
。
十
方
衆
生
は
、
真
実
信
心
を
獲
て
救
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
如
来
回
向
の
信
は
、
清
浄
で
あ
り
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
十
方
衆
生

を
救
う
平
等
な
心
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
清
浄
で
平
等
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
如
来
回
向
の
信
と
阿

頼
耶
識
は
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
無
覆
無
記
と
如
来
回
向
の
信
の
結
び
付
き
を
考
え
る
。
す
る
と
、「
無
覆
」
と
い
う
覆

っ
て
妨
げ
な
い
こ
と
が
、
如
来
回
向
の
信
が
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
妨
げ

な
い
こ
と
が
清
浄
を
表
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
無
記
」
と
い
う
善
で
も
悪
で
も
な
い
性
質
は
、
十
方
衆
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生
を
救
う
と
い
う
平
等
な
心
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
善
悪
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
こ
と
が
、

平
等
を
表
す
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
無
覆
は
清
浄
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
無
記
が
平
等
を
表
す
と
指
摘
で

き
る
。 

以
上
、
曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
の
無
覆
無
記
の
性
質
か
ら
「
純
粋
」
や
「
公
明
正
大
」
と
い
う
語
を
用
い

た
と
考
察
で
き
る
。 

（
２
）
種
子
と
現
行 

次
に
、
種
子
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
種
子
に
つ
い
て
は
『
成
唯
識
論
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

此
の
中
に
何
な
る
法
を
か
名
づ
け
て
種
子
と
な
す
や
。
謂
く
本
識
の
中
に
し
て
親
し
く
自
果
を
生
ず

る
功
能
差
別
な
り
。
此
は
本
識
と
及
び
所
生
の
果
と
不
一
不
異
な
り
。
体
用
因
果
た
る
理
を
以
っ
て

し
か
る
べ
き
が
故
に
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
八
頁
ａ 

原
漢
文
） 
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ま
た
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

種
子
は
、
謂
く
本
識
の
中
の
善
と
染
と
無
記
と
諸
界
と
地
等
と
の
功
能
差
別
な
り
。
能
く
次
後
の
自

類
の
功
能
を
引
き
、
及
び
同
時
の
自
類
の
現
果
を
起
こ
す
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
四
〇
頁
ａ
） 

「
親
し
く
自
果
を
生
ず
る
功
能
差
別
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
種
子
は
自
ら
の
結
果
を
生
じ
る
特
別
の
力

と
定
義
さ
れ
る
。 

現
行
に
つ
い
て
は
、
『
成
唯
識
論
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

現
行
は
、
謂
く
七
転
識
と
及
び
彼
の
相
応
と
所
変
の
相
・
見
と
性
と
界
と
地
等
と
な
り
。
（
『
大
正
蔵

第
三
一
巻
』
四
〇
頁
ａ
） 

現
行
は
、
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
・
末
那
識
の
七
識
が
働
く
心
の
動
き
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
『
成
唯
識
論
』
と
曽
我
の
解
釈
を
比
較
す
る
と
、
種
子
が
も
の
の
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
現
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行
が
人
間
の
心
の
動
き
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
『
成
唯
識
論
』
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

種
子
が
本
願
を
表
し
、
現
行
は
念
仏
を
表
す
と
い
う
解
釈
は
、『
成
唯
識
論
』
の
記
述
か
ら
導
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
曽
我
は
「
七
祖
教

系
論
」
に
、 

唯
識
宗
の
語
を
借
り
て
云
は
ば
、
念
仏
は
現
行
で
あ
り
信
心
は
種
子
で
あ
る
。
信
心
の
種
子
は
現
れ

て
念
仏
と
な
り
、
念
仏
の
現
行
は
自
我
の
主
観
に
薫
じ
て
信
心
と
な
る
、
三
法
展
転
因
果
同
時
と
云

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
選
集
第
一
巻
』
八
〇
頁
） 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
法
展
転
因
果
同
時
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

三
法
展
転
因
果
同
時
は
、
『
成
唯
識
論
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

是
の
如
く
能
熏
と
所
熏
と
の
識
は
、
倶
生
・
倶
滅
し
て
熏
習
の
義
成
ず
。
所
熏
の
中
の
種
子
を
生
・
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長
せ
し
む
る
こ
と
苣
勝
に
薫
ず
る
が
如
し
。
故
に
熏
習
と
名
づ
く
。
能
熏
の
識
等
は
種
従
り
生
ず
る

時
に
、
即
ち
能
く
因
と
為
て
復
た
種
を
熏
成
す
。
三
法
展
転
し
て
因
果
同
時
な
る
こ
と
、
炷
の
焔
を

生
じ
焔
生
じ
て
炷
を
焦
す
る
が
如
く
。
亦
束
蘆
の
更
互
い
に
相
ひ
依
る
が
如
し
。
因
果
倶
時
成
り
と

云
う
こ
と
理
傾
動
せ
ず
。
能
熏
が
種
を
生
じ
種
が
現
行
を
起
こ
す
こ
と
は
、
倶
有
因
を
以
っ
て
士
用

果
を
得
と
云
う
が
如
く
。
種
子
の
前
後
に
し
て
自
類
相
生
す
る
こ
と
は
、
同
類
因
を
以
っ
て
等
流
果

を
引
く
と
云
う
が
如
し
。
此
の
二
は
果
に
於
い
て
是
れ
因
縁
生
な
り
。
此
を
除
い
て
余
の
法
は
皆
因

縁
に
非
ず
。
設
い
因
縁
と
名
づ
く
る
も
応
に
知
る
べ
し
仮
説
な
り
と
云
う
こ
と
を
。
此
を
略
し
て
一

切
種
の
相
を
説
く
と
謂
う
。
（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
一
〇
頁
ａ
） 

三
法
展
転
因
果
同
時
と
は
、
阿
頼
耶
識
の
中
の
種
子
が
原
因
と
な
っ
て
現
行
が
生
じ
、
生
じ
た
現
行
が
原

因
と
な
っ
て
阿
頼
耶
識
の
中
に
種
子
を
熏
じ
る
。
熏
じ
つ
け
ら
れ
た
種
子
は
次
の
刹
那
に
ま
た
自
ら
の
種



195 第二章 曽我における唯識思想について 

第四節 「法蔵菩薩」について 

第二項 「阿頼耶識」・「種子」・「現行」について 

子
を
生
じ
る
と
い
う
因
果
の
連
鎖
で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
の
中
の
種
子
が
原
因
と
な
っ
て
現
行
が
生
じ
る
こ

と
を
、
種
子
生
現
行
と
い
い
、
生
じ
た
現
行
が
原
因
と
な
っ
て
阿
頼
耶
識
の
中
に
種
子
を
熏
じ
る
こ
と
を

現
行
熏
種
子
と
い
う
。
そ
し
て
、
阿
頼
耶
識
の
種
子
が
、
ま
た
自
ら
の
種
子
を
生
じ
相
続
す
る
過
程
を
種

子
生
種
子
と
い
う
。
こ
の
種
子
生
種
子
は
、
時
間
的
に
異
な
っ
て
存
在
し
、
種
子
生
現
行
と
現
行
熏
種
子

は
同
時
に
起
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
図
に
表
す
。
１
３ 

阿
頼
耶
識 

（
種
子
生
現
行
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
現
行
熏
種
子
） 

種
子
（
因
） 

（
種
子
生
種
子
）
↑ 

種
子
（
果
） 

（
果
） 

現
行 

（
因
） 
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次
に
、
三
法
展
転
因
果
同
時
を
踏
ま
え
て
、
曽
我
の
解
釈
を
見
て
い
く
。 

曽
我
は
種
子
を
本
願
、
現
行
を
念
仏
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
解
釈
を
三
法
展
転
因
果
同
時
か
ら
見
て

み
る
。
す
る
と
、
阿
頼
耶
識
の
中
の
本
願
よ
り
念
仏
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
念
仏
は
即
座
に
本
願
を
阿
頼

耶
識
に
植
え
付
け
る
。
植
え
付
け
ら
れ
た
本
願
は
阿
頼
耶
識
の
中
で
本
願
と
し
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
構
造
を
親
鸞
の
言
葉
よ
り
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
。 

ま
ず
、
本
願
よ
り
念
仏
が
生
じ
る
の
は
第
十
八
願
に
「
乃
至
十
念
」
と
誓
わ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
、『
尊

号
真
像
銘
文
』
に
、 

「
乃
至
十
念
」
と
ま
ふ
す
は
、
如
来
の
ち
か
ひ
の
名
号
を
と
な
え
む
こ
と
を
す
ゝ
め
た
ま
ふ
に
（
『
親

全
和
文
篇
』
七
四
頁
） 

と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
本
願
に
は
名
号
を
称
え
ら
れ
る
こ
と
が
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
称
え
ら
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れ
た
名
号
に
つ
い
て
は
、『
大
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
成
就
文
よ
り
考
察
で
き
る
。
第
十
八
願
成
就
文
は

『
大
無
量
寿
経
』
に
、 

あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
。
心
を
至
し
回
向

し
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
て
不
退
転
に
住
す
。
唯
五

逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
。
（
『
真
聖
全
一
』
二
四
頁
） 

と
説
か
れ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
称
え
ら
れ
た
名
号
を
我
々
は

聞
く
の
で
あ
る
。
名
号
を
聞
く
こ
と
に
関
し
て
、
親
鸞
は
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、 

「
聞
其
名
号
」
と
い
ふ
は
、
本
願
の
名
号
を
き
く
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
き
く
と
い
ふ
は
、
本
願
を

き
ゝ
て
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
な
き
を
、
聞
と
い
ふ
な
り
。
ま
た
き
く
と
い
ふ
は
、
信
心
を
あ
ら
わ
す
御

の
り
な
り
。「
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
」
と
い
ふ
は
、
信
心
は
、
如
来
の
御
ち
か
ひ
を
き
ゝ
て
う
た
が
ふ
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こ
ゝ
ろ
の
な
き
な
り
。
（
『
親
全
和
文
篇
』
一
二
六
頁
） 

と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
、
名
号
を
聞
く
と
は
、
真
実
信
心
を
獲
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
真
実
信
心

は
第
十
八
願
で
あ
る
本
願
に
誓
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
三
法
展
転
因
果
同
時
か
ら
見
れ
ば
、
真
実
信

心
を
獲
得
し
す
る
こ
と
は
、
本
願
と
い
う
種
子
が
阿
頼
耶
識
に
植
え
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
表
す
。
そ
れ
は
、

名
号
を
聞
い
て
阿
頼
耶
識
に
本
願
の
種
子
が
熏
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
熏
じ
ら
れ
た
本
願
の
種
子
は
、
阿

頼
耶
識
の
中
で
本
願
が
本
願
を
生
じ
相
続
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
ま
た
、
本
願
か
ら
念
仏
が
現
行
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
図
に
表
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 
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阿
頼
耶
識 

（
本
願
生
念
仏
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
念
仏
熏
本
願
） 

こ
の
よ
う
に
、
三
法
展
転
因
果
同
時
か
ら
見
れ
ば
、
種
子
が
本
願
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
に
念

仏
が
現
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
阿
頼
耶
識
と
機
の
深
信
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

本
願
（
種
子
） 

（
本
願
生
本
願
）
↑ 

本
願
（
種
子
） 

念
仏 

（
現
行
） 
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第
三
項 

阿
頼
耶
識
と
機
の
深
信 

第
一
項
で
見
た
よ
う
に
、
曽
我
は
、
阿
頼
耶
識
が
「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
見
て

い
る
こ
と
を
機
の
深
信
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
に
つ
い
て
は
、

『
歎
異
抄
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

聖
人
の
つ
ね
の
お
ほ
せ
に
は
、
弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一

人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
そ
く
ば
く
の
業
を
も
ち
け
る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お

ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
、
と
御
述
懐
さ
ふ
ら
ひ
し
こ
と
を
、
い
ま
ま
た
案
ず

る
に
、
善
導
の
「
自
身
は
こ
れ
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
つ
ね
に
し
づ
み
つ

ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
身
と
し
れ
」
と
い
ふ
金
言
に
、
す
こ
し
も
た
が
は
せ
お

は
し
ま
さ
ず
。
さ
れ
ば
か
た
じ
け
な
く
、
わ
が
御
身
に
ひ
き
か
け
て
、
わ
れ
ら
が
身
の
罪
悪
の
ふ
か
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き
ほ
ど
を
も
し
ら
ず
、
如
来
の
御
恩
の
た
か
き
こ
と
を
も
し
ら
ず
し
て
ま
よ
へ
る
を
、
お
も
ひ
し
ら

せ
ん
が
た
め
に
て
さ
ふ
ら
ひ
け
り
。
ま
こ
と
に
如
来
の
御
恩
と
い
ふ
こ
と
を
ば
、
さ
た
な
く
し
て
、

わ
れ
も
ひ
と
も
、
よ
し
あ
し
と
い
ふ
こ
と
を
の
み
ま
ふ
し
あ
へ
り
。
（
『
親
全
言
行
篇
１
』
三
七
～
三

八
頁
） 

「
自
身
は
こ
れ
現
に
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
つ
ね
に
し
づ
み
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出

離
の
縁
あ
る
こ
と
な
き
身
と
し
れ
」
と
い
う
こ
と
が
、
機
の
深
信
で
あ
る
。
我
々
は
わ
が
身
の
罪
悪
の
深

い
こ
と
も
知
ら
ず
、
如
来
の
御
恩
の
高
い
こ
と
も
知
ら
ず
迷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
阿
頼
耶
識
と
機
の
深
信
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
機

の
深
信
を
三
法
展
転
因
果
同
時
か
ら
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、
阿
頼
耶
識
の
中
の
種

子
か
ら
「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
現
行
が
起
こ
る
。
そ
の
現
行
に
よ
っ
て
「
わ
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が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
種
子
が
植
え
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
阿
頼
耶
識
は
無
覆

無
記
で
あ
っ
て
、
な
に
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と

い
う
現
行
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
我
が
身
の
現
行
を
、
阿
頼
耶
識
と
い
う
公
明

正
大
で
あ
る
心
に
よ
っ
て
知
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
真
実
信
心
を
獲
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
身
は
罪
悪

深
重
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
。
そ
の
真
実
信
心
は
、
我
々
が
名
号
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
獲
得
す
る
。
つ
ま
り
、
我
々
は
称
え
ら
れ
た
名
号
を
聞
き
真
実
信
心
を
獲
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
悪
生

死
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
身
の
事
実
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。 

我
々
に
は
、
三
法
展
転
因
果
同
時
と
い
う
構
造
が
働
い
て
い
る
。
現
行
に
は
、「
わ
が
身
は
現
に
こ
れ
罪

悪
生
死
の
凡
夫
」
と
い
う
現
行
と
念
仏
と
い
う
現
行
が
あ
る
。
種
子
に
は
、
本
願
の
種
子
と
凡
夫
の
種
子

が
あ
る
。
こ
れ
ら
種
子
が
植
え
付
け
ら
れ
、
現
行
が
働
く
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
構
造
を
、
三
法
展
転
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因
果
同
時
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

以
上
、
曽
我
の
「
阿
頼
耶
識
」
・
「
種
子
」
・
「
現
行
」
の
解
釈
を
確
認
し
、
そ
の
解
釈
と
『
成
唯
識
論
』

の
記
述
と
比
較
す
る
と
い
う
手
法
で
、
曽
我
の
解
釈
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
成

唯
識
論
』
の
無
覆
無
記
と
い
う
記
述
か
ら
、
阿
頼
耶
識
を
純
粋
の
わ
れ
と
し
、
公
明
正
大
の
心
を
持
っ
て

い
る
と
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
種
子
は
本
願
、
現
行
は
念
仏
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
三
法

展
転
因
果
同
時
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。 

曽
我
は
、『
成
唯
識
論
』
に
あ
る
阿
頼
耶
識
の
無
覆
無
記
と
三
法
展
転
因
果
同
時
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
願
と
念
仏
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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節 

小
結 

以
上
、
曽
我
の
唯
識
思
想
を
中
心
に
中
期
思
想
の
論
文
で
あ
る
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三

願
」
・
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
と
、
後
期
思
想
の
講
演
録
で
あ
る
「
法
蔵
菩
薩
」
に
つ
い

て
考
察
を
行
っ
た
。
三
つ
の
著
作
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
つ
い
て
筆
者
の
考

え
を
述
べ
た
い
。 

「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
法
蔵
菩
薩
や
阿
頼
耶
識
と
い
う
単
語
だ
け
を
取
り

上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
曽
我
の
真
意
を
つ
か
ん
で
は
い
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
と
阿

頼
耶
識
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
法

蔵
菩
薩
の
発
し
た
三
願
と
第
十
八
願
の
三
心
を
『
教
行
信
証
』
に
よ
っ
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

阿
頼
耶
識
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
三
相
、
三
法
展
転
因
果
同
時
を
『
成
唯
識
論
』
に
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よ
っ
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
考
察
が
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
の
解
明
に
は
、
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の

三
願
」
、
「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
、
「
法
蔵
菩
薩
」
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
イ
コ
ー
ル
阿
頼
耶
識
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
三
つ
の
著
作
を
通
し

て
初
め
て
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
三
つ
の

著
作
を
踏
ま
え
て
、
法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
を
結
び
付
け
る
構
造
を
解
き
明
か
さ
な
け
れ
ば
、「
法
蔵
菩
薩

阿
頼
耶
識
論
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

で
は
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
に
お
い
て
法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
は
具
体
的
に
何
を
表
す
の
か
。
第

二
章
で
は
、
三
つ
の
著
作
か
ら
、
法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
そ
れ
ぞ
れ
表
す
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
法
蔵

菩
薩
は
、
本
願
や
三
心
を
表
す
。
阿
頼
耶
識
は
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
や
三
相
を
表
す
。
そ
し
て
、
法
蔵
菩
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薩
と
阿
頼
耶
識
の
関
係
は
三
法
展
転
因
果
同
時
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、「
法
蔵
菩

薩
阿
頼
耶
識
論
」
と
は
、
法
蔵
菩
薩
の
発
し
た
三
願
と
第
十
八
願
の
三
心
が
、
我
々
に
ど
の
よ
う
に
働
く

か
と
い
う
こ
と
を
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
三
相
、
さ
ら
に
は
三
法
展
転
因
果
同
時
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
論

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
す
べ
て
含
め
て
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
と
呼
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者

は
、
考
察
に
よ
っ
て
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
と
呼
ば
れ
る
内
実
と
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
筆
者
は
、
曽
我
の
説
を
受
け
て
、
法
蔵
菩
薩
と
阿
頼
耶
識
に
お
け
る
新
た
な
展
開
を
示
し
た
。

第
二
節
で
は
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
を
用
い
て
三
願
転
入
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
第
三
節
で
は
、

三
相
と
三
心
の
意
義
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
第
四
節
で
は
、
本
願
と
念
仏
の
関
係
を
三
法
展
転
因
果
同

時
に
よ
っ
て
図
に
表
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
が
新
た
な
意
味
を
も
っ
て
我
々
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に
開
か
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
阿
頼
耶
識
に
よ
っ
て
我
々
の
心
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
法
蔵

菩
薩
の
発
し
た
三
願
や
第
十
八
願
の
三
心
に
よ
っ
て
、
我
々
が
救
わ
れ
る
根
拠
と
そ
の
過
程
が
明
ら
か
に

な
る
と
言
え
る
。 

 

次
章
で
は
、
曽
我
の
還
相
回
向
観
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 

  

第
三
章 

曽
我
の
還
相
回
向
観 

第
一
節 

問
題
の
所
在 

親
鸞
の
還
相
回
向
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
曽
我
の
思
索
を
基
に
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
池
田
勇
諦
、
寺
川
俊
昭
、
長
谷
正
當
、
廣
瀬
惺
、
本
多
弘
之
の
研
究
を
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あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
日
、
還
相
回
向
の
議
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
曽

我
の
還
相
回
向
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
筆
者
は
、
還
相
回
向
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

曽
我
の
還
相
回
向
観
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
曽
我
の
還
相
回
向
の
了

解
に
は
課
題
が
あ
る
。
そ
の
課
題
と
は
、
本
論
文
の
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
曽
我
が
「
二

種
回
向
に
つ
い
て
の
様
々
な
見
解
の
間
を
揺
れ
動
い
て
」
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
曽
我
の
揺
れ
に
つ
い

て
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
を
整
理

し
、
筆
者
自
身
が
還
相
回
向
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
か
明
確
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、

還
相
回
向
に
関
す
る
記
述
と
還
相
回
向
の
先
行
研
究
を
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
曽
我

の
還
相
回
向
理
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
還
相
回
向
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
考
察
し
て
い
き

た
い
。
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第
二
節 

親
鸞
の
還
相
回
向
理
解 

ま
ず
、
親
鸞
に
お
け
る
還
相
回
向
の
記
述
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
親
鸞
に
お
け
る
還
相
回
向
に
つ
い

て
、
長
谷
正
當
「
『
教
行
信
証
』
と
二
種
回
向
の
問
題
」
（
二
～
一
一
頁
）
に
お
い
て
、
親
鸞
の
還
相
回
向

の
理
解
に
は
二
様
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
１
４

こ
の
こ
と
を
参
考
に
、
親
鸞

の
還
相
回
向
理
解
を
二
様
に
分
け
て
確
認
す
る
。 

（
１
）
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
に
回
入
す
る 

ま
ず
、
第
一
の
理
解
と
し
て
「
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
に
回
入
す
る
」
と
い
う
了
解
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
の 

 

恩
徳
広
大
不
思
議
に
て 
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往
相
回
向
の
利
益
に
は 

 
 

還
相
回
向
に
回
入
せ
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
八
三
頁
） 

往
相
回
向
の
大
慈
よ
り 

 

還
相
回
向
の
大
悲
を
う 

 

如
来
の
回
向
な
か
り
せ
ば 

 

浄
土
の
菩
提
は
い
か
ゞ
せ
ん
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
八
四
頁
） 

如
来
の
回
向
に
帰
入
し
て 

願
作
仏
心
を
う
る
ひ
と
は 

 
 

自
力
の
回
向
を
す
て
は
て
ゝ 

 
 

利
益
有
情
き
わ
も
な
し
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
六
九
頁
） 
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願
土
に
い
た
れ
ば
す
み
や
か
に 

無
上
涅
槃
を
証
し
て
ぞ 

 
す
な
は
ち
大
悲
を
お
こ
す
な
り 

 
 

こ
れ
を
回
向
と
な
づ
け
た
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
八
五
頁
） 

還
相
の
回
向
と
と
く
こ
と
は 

利
他
教
化
の
果
を
え
し
め 

 
 

す
な
わ
ち
諸
有
に
回
入
し
て 

 
 

普
賢
の
徳
を
修
す
る
な
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
九
四
頁
） 

「
往
相
回
向
の
大
慈
よ
り 

還
相
回
向
の
大
悲
を
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
が

働
く
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
往
相
回
向
と
還
相
回
向
の
関
係
は
、
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
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に
回
入
す
る
と
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
如
来
の
回
向
に
帰
入
し
て 

願
作
仏
心
を
う
る
ひ
と

は
（
中
略
）
利
益
有
情
き
わ
も
な
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
如
来
回
向
の
真
実
信
心
を
獲
た
衆
生
に
還
相

回
向
が
働
く
と
言
え
る
。
そ
の
還
相
回
向
の
内
容
と
は
、
「
普
賢
の
徳
を
修
す
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
「
利

益
有
情
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

（
２
）
衆
生
の
信
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠 

第
二
の
理
解
は
、
二
種
回
向
が
衆
生
の
信
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠
と
な
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

弥
陀
の
回
向
成
就
し
て 

 

往
相
還
相
ふ
た
つ
な
り 

こ
れ
ら
の
回
向
に
よ
り
て
こ
そ 
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心
行
と
も
に
え
し
む
な
れ
（
『
親
全
和
讃
篇
』
九
三
頁
） 

如
来
二
種
の
回
向
を 

 

ふ
か
く
信
ず
る
ひ
と
は
み
な 

 
 

等
正
覚
に
い
た
る
ゆ
へ 

 
 

憶
念
の
心
は
た
へ
ぬ
な
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
七
〇
頁
） 

如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、
か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す

る
が
ゆ
へ
に
、
他
力
と
ま
ふ
す
な
り
。
（
『
親
全
和
文
篇
』
二
八
頁
） 

如
来
の
二
種
の
回
向
と
ま
ふ
す
こ
と
は
、
こ
の
二
種
の
回
向
の
願
を
信
じ
、
ふ
た
ご
ゝ
ろ
な
き
を
、

真
実
の
信
心
と
ま
ふ
す
。
こ
の
真
実
の
信
心
の
お
こ
る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
二
尊
の
御
は
か
ら
ひ

よ
り
お
こ
り
た
り
と
し
ら
せ
た
ま
ふ
べ
し
。
（
『
親
全
書
簡
篇
』
一
二
一
頁
） 
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「
こ
れ
ら
の
回
向
に
よ
り
て
こ
そ 

心
行
と
も
に
え
し
む
な
れ
」
や
「
如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、

真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
種
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
は
信
心
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
先
に
見
た
「
（
１
）
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
に
回
入
す
る
」
で
は
、
往
相
回
向
か
ら
還
相
回

向
が
働
く
こ
と
や
「
利
益
有
情
」
と
い
っ
た
還
相
回
向
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
「
（
２
）
衆
生

の
信
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠
」
で
は
、「
如
来
二
種
の
回
向
」
と
、
往
相
回
向
と
還
相
回
向
を
ひ
と
く
く
り

で
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
如
来
二
種
の
回
向
」
の
働
き
で
、
衆
生
は
真
実
信
心
を
獲
る
の
で
あ

る
。 以

上
、
親
鸞
に
お
け
る
還
相
回
向
の
二
様
の
理
解
を
見
て
き
た
。
そ
れ
は
「
（
１
）
往
相
回
向
か
ら
還
相

回
向
に
回
入
す
る
」
こ
と
と
、
「
（
２
）
衆
生
の
信
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠
」
の
二
つ
で
あ
る
。
次
に
、
還

相
回
向
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
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第
三
節 

還
相
回
向
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て 

ま
ず
、
還
相
回
向
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
整
理
す
る
に
あ
た

っ
て
、
安
藤
義
浩
「
二
種
回
向
に
つ
い
て
―
「
信
巻
」
欲
生
釈
の
文
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
真
宗
研
究
』

五
一 

二
三
頁
～
二
五
頁
）
で
は
、
先
行
研
究
が
二
分
類
さ
れ
て
い
る
。
１
５

筆
者
は
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

五
分
類
と
し
、
細
か
く
分
け
て
整
理
す
る
。 

（
１
）
一
回
向
二
種
相 

一
回
向
二
種
相
と
は
、
如
来
の
一
つ
の
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
に
二
種
の
相
が
恵
ま
れ
る
と
す
る
了
解
で

あ
る
。
こ
の
了
解
で
は
、
往
相
、
還
相
を
衆
生
の
相
と
し
、
回
向
を
如
来
の
働
き
と
す
る
。
こ
の
了
解
は

大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
時
間
的
に
往
相
の
次
に
還
相
が
あ
る
了
解
と
往
相
・
還
相
が
同
時
に
成
立

す
る
了
解
で
あ
る
。
時
間
的
に
往
相
の
次
に
還
相
が
あ
る
了
解
を
（
１
）
―
Ａ 

と
し
、
往
相
・
還
相
が
同
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時
に
成
立
す
る
了
解
を
（
１
）
―
Ｂ
と
し
見
て
い
き
た
い
。 

「
（
１
）
―
Ａ
時
間
的
に
往
相
の
次
に
還
相
が
あ
る
了
解
」
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。 

（
１
）
往
相
か
ら
還
相
と
す
る
了
解 

（
２
）
還
相
回
向
を
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
上
に
了
解 

（
３
）
還
相
回
向
を
往
生
し
た
者
の
上
に
了
解 

「
（
１
）
―
Ｂ
往
相
・
還
相
が
同
時
に
成
立
す
る
了
解
」
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。 

（
１
）
往
相
に
お
い
て
な
さ
れ
る
社
会
的
実
践
が
還
相 

（
２
）
往
相
に
お
い
て
は
た
ら
き
出
る
還
相
の
功
徳 

（
３
）
往
く
人
と
還
る
人
の
出
遇
い 

 

以
下
、
具
体
的
に
例
を
見
て
い
く
。 
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（
１
）
―
Ａ
時
間
的
に
往
相
の
次
に
還
相
が
あ
る
了
解 

（
１
）
往
相
か
ら
還
相
と
す
る
了
解 

香
月
院
深
励
の
了
解 

廻
向
と
云
ふ
は
如
来
の
方
か
ら
施
与
し
給
ふ
が
廻
向
な
り
。（
中
略
）
往
相
還
相
と
云
ふ
は
衆
生
の
方

に
あ
る
こ
と
な
り
。（
中
略
）
衆
生
が
娑
婆
よ
り
浄
土
に
往
生
す
る
往
相
も
、
浄
土
か
ら
立
ち
還
り
て

衆
生
を
済
度
す
る
相
も
、
皆
な
弥
陀
の
他
力
廻
向
な
り
。
そ
れ
を
二
種
の
廻
向
と
云
ふ
。
（
『
教
行
信

証
講
義
集
成
』
第
一
巻
二
四
三
頁
） 

如
来
の
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
に
往
相
、
還
相
が
成
就
す
る
と
し
て
い
る
。 

普
賢
晃
壽
の
了
解 

往
相
と
は
、
此
土
よ
り
浄
土
に
往
生
し
て
仏
果
を
証
す
る
こ
と
を
い
い
、
還
相
と
は
浄
土
に
お
い
て
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仏
果
を
証
し
て
後
、
娑
婆
に
帰
り
来
っ
て
衆
生
を
済
度
す
る
摂
化
活
動
を
い
う
。
こ
の
往
相
の
徳
も

還
相
の
徳
も
す
べ
て
仏
辺
に
お
い
て
一
名
号
と
し
て
成
就
さ
れ
、
衆
生
に
め
ぐ
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
聖
人
は
説
示
さ
れ
て
い
る
。
（
「
還
相
廻
向
論
」
『
真
宗
学
』
九
三 

一
頁
） 

名
号
に
よ
っ
て
往
相
、
還
相
が
衆
生
に
成
就
す
る
と
し
て
い
る
。 

山
辺
宗
学
・
赤
沼
智
善
の
了
解 

還
相
廻
向
と
い
う
は
、
吾
等
が
一
度
極
楽
に
往
生
し
た
後
に
再
び
こ
の
世
に
還
つ
て
、
他
の
人
類
を

救
う
能
力
を
阿
弥
陀
仏
が
、
往
生
者
に
廻
施
し
て
下
さ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
（
『
教
行
信
証
講

義 

教
行
の
巻
』
四
一
頁
） 

山
辺
宗
学
・
赤
沼
智
善
の
了
解
は
、
香
月
院
深
励
の
了
解
と
同
じ
で
あ
る
。 

星
野
元
豊
の
了
解 
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還
相
と
は
、
ひ
と
た
び
浄
土
に
往
生
し
て
衆
生
救
済
の
た
め
に
再
び
こ
の
世
に
還
っ
て
く
る
相
（
す

が
た
）
で
あ
り
、
こ
の
還
相
の
は
た
ら
き
を
も
ま
た
仏
の
方
か
ら
私
た
ち
与
え
て
下
さ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
を
還
相
廻
向
と
い
う
の
で
あ
る
。（
『
講
解 

教
行
信
証 

教
の
巻
行
の
巻
』
四
〇
頁
） 

星
野
元
豊
の
了
解
は
、
香
月
院
深
励
や
山
辺
宗
学
・
赤
沼
智
善
の
了
解
と
同
じ
で
あ
る
。 

信
楽
峻
麿
の
了
解 

往
相
と
は
、
私
が
浄
土
に
向
っ
て
往
生
成
仏
し
て
ゆ
く
道
を
い
い
、
往
の
相
、
入
の
門
と
し
て
の
自

己
自
身
が
成
仏
し
て
ゆ
く
面
を
意
味
し
、
還
相
と
は
、
私
が
浄
土
よ
り
こ
の
現
土
に
還
来
し
て
衆
生

を
摂
化
す
る
道
を
い
い
、
還
の
相
、
出
の
門
と
し
て
の
他
者
を
し
て
作
仏
せ
し
め
て
ゆ
く
面
を
意
味

す
る
。（
中
略
）
親
鸞
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
仏
道
と
は
、
現
生
に
お
い
て
は
、
迷
妄
を

離
脱
し
て
往
生
成
仏
せ
ん
こ
と
を
め
ざ
し
、
当
来
に
お
い
て
は
、
浄
土
か
ら
還
来
し
て
他
者
を
し
て
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得
度
作
仏
せ
し
め
る
と
い
う
、
自
利
々
他
の
道
を
、
現
当
二
世
に
か
け
て
実
践
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
（
「
親
鸞
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八 

一
頁
） 

信
楽
峻
麿
は
現
生
に
お
い
て
往
相
し
、
当
来
に
お
い
て
還
相
す
る
と
了
解
し
て
い
る
。 

（
２
）
還
相
回
向
を
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
上
に
了
解 

神
子
上
恵
龍
の
了
解 

還
相
の
人
の
種
類
と
し
て
は
種
々
雑
多
の
者
が
考
へ
ら
れ
る
。
親
鸞
は
釈
尊
は
固
り
提
婆
に
至
る
ま

で
還
相
の
人
と
見
て
ゐ
る
。（
中
略
）
親
鸞
の
還
相
観
は
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
証
果
の
悲
用
と
し
て
、

再
び
穢
土
に
還
来
し
て
摂
化
を
行
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
固
り
信
仰
を
得
た
者
が
現
生
に
於
て
為
す

利
他
行
と
明
白
に
区
別
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
獲
信
の
者
は
臨
終
ま
で
往
相
の
道
中
に
あ
る

の
で
あ
る
か
ら
往
相
の
人
と
云
ふ
べ
き
で
あ
つ
て
、
還
相
の
人
で
は
な
い
。
而
し
て
其
の
為
す
所
の
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化
他
行
を
常
行
大
悲
の
行
と
称
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
さ
れ
ば
信
後
の
化
他
行
を
還
相
摂
化
の
行

と
見
做
す
如
き
は
誤
り
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。（
「
往
相
と
還
相
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三

―
二 

五
八
五
頁
） 

神
子
上
恵
龍
は
、
還
相
を
浄
土
に
往
生
し
た
種
々
雑
多
の
者
の
上
に
見
て
い
る
。 

稲
葉
秀
賢
の
了
解 

還
相
の
利
益
は
、
彼
土
に
生
じ
已
つ
て
発
動
す
る
利
益
と
し
て
、
此
土
の
衆
生
か
ら
は
要
期
の
利
益

と
で
も
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
還
相
回
向
の
願
即
ち
二
十
二
願
に
、
浄
土
の
菩
薩
が
一

生
補
処
を
究
竟
す
る
と
説
き
、
か
く
の
如
き
一
生
補
処
の
徳
と
開
化
衆
生
の
利
他
教
化
の
徳
と
が
一

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
に
依
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。（
中
略
）
若
し
還
相
利
他
の
は
た
ら
き

を
現
実
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
祖
が
王
舎
城
の
悲
劇
に
あ
ら
は
れ
た
、「
阿
難
目
連
富
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楼
那
韋
提
、
達
多
闍
王
頻
娑
婆
羅
、
耆
婆
月
光
行
雨
等
」
の
大
聖
を
権
化
の
仁
と
仰
が
れ
た
や
う
に
、

種
々
応
化
身
の
上
に
こ
そ
拝
む
べ
き
で
あ
る
。（
「
常
行
大
悲
の
益
に
つ
い
て
」『
大
谷
学
報
』
三
八
―

二 
一
一
～
一
二
頁
） 

還
相
の
利
益
は
、
彼
土
に
生
じ
終
っ
て
発
動
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
還
相
の
姿
を
権
化
の
仁
で
あ

る
種
々
応
化
身
の
上
に
見
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

寺
倉
襄
の
了
解 

宗
祖
が
特
に
還
相
廻
向
の
利
益
を
讃
嘆
し
玉
い
た
所
以
は
、
一
に
は
真
宗
の
証
果
が
自
利
々
他
円
満

の
妙
果
な
る
こ
と
を
顕
わ
し
、
二
に
は
未
来
所
得
の
利
益
が
如
何
に
広
大
な
も
の
で
あ
る
か
顕
わ
し
、

三
に
は
今
日
吾
が
身
に
え
た
聞
名
信
喜
・
即
得
不
退
の
利
益
は
弥
陀
観
音
勢
至
は
勿
論
、
聖
道
の
諸

教
よ
り
提
婆
阿
闍
世
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
有
縁
無
縁
の
人
々
の
誘
引
摂
化
の
悲
心
の
現
わ
れ
な
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る
こ
と
を
感
佩
せ
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
顕
わ
す
。（
「
真
宗
の
証
果
論
」『
同
朋
大
学
論

叢
』
二
九 

二
三
頁
） 

寺
倉
襄
は
還
相
回
向
を
未
来
で
あ
る
と
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
有
縁
無
縁
の
人
々
」
の
上
に
了
解
し
て
い
る
。 

石
田
慶
和
の
了
解 

そ
の
は
た
ら
き
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
世
の
生
を
終
っ
て
浄
土
へ
生
ま
れ
て
後
の
こ
と

で
す
。
そ
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
は
法
然
上
人
の
中
に
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
が
そ
の
は
た

ら
き
に
入
り
得
る
の
は
未
来
の
こ
と
で
あ
る
と
、
そ
う
聖
人
は
お
考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
中
略
）

「
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
が
人
を
導

く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
、
還
相
は
あ
く
ま
で
未
来
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

（
『
親
鸞
『
教
行
信
証
』
を
読
む
』
三
一
五
頁
） 
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石
田
慶
和
は
、
自
分
自
身
が
還
相
の
働
き
を
獲
る
の
は
、
命
終
っ
た
後
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

（
３
）
還
相
回
向
を
往
生
し
た
者
の
上
に
了
解 

岡
亮
二
の
了
解 

往
相
と
還
相
は
、
必
ず
衆
生
の
上
に
語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
正
定
聚
の
機
の
往
生
の
相
が
、
往

相
な
の
で
あ
り
、
こ
の
菩
薩
が
浄
土
に
往
生
し
て
、
直
ち
に
こ
の
世
に
還
来
す
る
、
そ
の
教
化
地
の

菩
薩
の
相
が
、
還
相
だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
「
親
鸞
思
想
に
見
る
「
往
相
と
還
相
」

（
上
）
」
『
真
宗
学
』
九
一
・
九
二 

一
〇
九
頁
） 

往
相
還
相
を
衆
生
の
相
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
直
ち
に
こ
の
世
に
還
来
す
る
教
化
地
の
菩
薩
の
相
を
還
相

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、 

往
相
の
行
者
は
、「
臨
終
一
念
の
夕
べ
、
大
般
涅
槃
を
超
証
」
し
て
、
即
時
に
還
相
の
菩
薩
に
な
る
の
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で
あ
る
か
ら
、
こ
の
世
に
お
け
る
、
往
相
の
正
定
聚
の
機
と
還
相
の
菩
薩
の
同
一
人
は
、
決
し
て
あ

り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
だ
往
生
し
て
い
な
い
も
の
が
、
還
相
の
菩
薩
で
あ
る
は
ず
が

な
い
。
（
「
親
鸞
思
想
に
見
る
「
往
相
と
還
相
」
（
上
）
」
一
一
一
頁
） 

と
述
べ
、
こ
の
世
に
い
る
者
は
正
定
聚
の
機
で
あ
り
、
浄
土
往
生
し
て
後
還
相
の
菩
薩
に
な
る
と
い
う
了

解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
還
相
の
菩
薩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

親
鸞
は
、
こ
の
親
鸞
に
来
た
る
還
相
の
菩
薩
を
、
単
に
還
相
の
菩
薩
一
般
と
し
て
抽
象
的
に
見
る
の

で
は
な
く
て
、
非
常
に
具
体
的
に
、
す
で
に
往
生
さ
れ
た
法
然
上
人
に
、
さ
ら
に
は
善
導
大
師
や
他

の
浄
土
の
高
僧
方
に
、
そ
の
還
相
菩
薩
の
躍
動
を
感
じ
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
「
親
鸞
思
想
に

見
る
「
往
相
と
還
相
」
（
下
）
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
四
六 

一
五
六
～
一
五
七
頁
） 

つ
ま
り
、
岡
亮
二
の
還
相
了
解
は
、
往
生
後
の
法
然
が
親
鸞
を
浄
土
に
往
生
さ
せ
る
た
め
の
働
き
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
次
に
「
（
１
）
―
Ｂ
往
相
・
還
相
が
同
時
に
成
立
す
る
」
を
見
て
い
く
。 

（
１
）
―
Ｂ
往
相
・
還
相
が
同
時
に
成
立
す
る 

（
１
）
往
相
に
お
い
て
な
さ
れ
る
社
会
的
実
践
が
還
相 

久
松
真
一
の
了
解 

真
宗
が
仏
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
教
行
信
証
』
証
巻
に
説
か
れ
て
い
る
園
林
遊
戯
地
門
と
い
う

の
が
究
極
の
人
間
の
在
り
方
、
凡
夫
の
真
の
在
り
方
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
。
私
ど

も
が
本
来
還
相
行
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
真
実
の
在
り
方
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
う
い
う
点
で
妙
好

人
は
自
在
で
あ
り
ま
し
て
、（
中
略
）
往
生
は
治
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
無
碍
自
在

で
あ
る
。
も
は
や
、
何
の
心
配
も
な
く
し
て
、
こ
の
世
の
生
命
が
あ
る
限
り
、
そ
う
い
う
自
在
の
生

活
を
し
て
い
く
。（
中
略
）
そ
れ
に
は
往
相
・
還
相
と
い
う
も
の
が
現
生
に
お
い
て
成
り
立
つ
と
い
う
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こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
と
に
か
く
現
生
に
お
い
て
還
相
位
を
得
て
、
無
的
主
体

と
い
う
も
の
が
現
生
に
働
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
仏
教
の
極
致
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
そ

れ
が
仏
教
か
ら
見
た
人
間
の
本
当
の
在
り
方
で
あ
る
。
（
『
増
補 

久
松
真
一
著
作
集 

第
二
巻
』
三

七
六
～
三
七
七
頁
） 

こ
の
よ
う
に
、
現
生
に
還
相
位
を
得
て
自
在
の
生
活
を
し
て
い
く
妙
好
人
を
還
相
行
者
と
了
解
し
、
そ
れ

こ
そ
が
人
間
の
真
実
の
在
り
方
だ
と
し
て
い
る
。 

二
葉
憲
香
の
了
解 

「
惑
染
凡
夫
信
心
発
、
証
知
生
死
即
涅
槃
」
と
い
う
点
が
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
還
相
廻
向

は
、
往
生
の
果
と
し
て
の
利
他
な
の
で
あ
る
が
、
「
常
行
大
悲
」
が
「
現
生
」
の
益
で
あ
る
こ
と
は
、

親
鸞
の
自
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
寛
喜
三
年
の
反
省
が
示
す
よ
う
に
、「
衆
生
利
益
」
は
そ
の
生
涯
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の
実
践
で
あ
り
、
一
貫
し
た
課
題
で
あ
っ
た
。
往
生
信
仰
に
還
相
性
が
本
質
的
に
そ
な
わ
る
と
こ
ろ

に
、
親
鸞
の
往
生
信
仰
の
現
生
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
、
現

生
正
定
聚
で
あ
り
、
即
得
往
生
で
あ
っ
た
。
（
「
真
宗
に
お
け
る
往
生
信
仰
と
歴
史
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
仮
説
」
『
真
宗
史
の
研
究
』
五
一
二
頁
） 

二
葉
憲
香
は
、
還
相
に
現
生
性
を
見
出
し
、
衆
生
利
益
を
現
生
に
お
い
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

了
解
し
て
い
る
。 

長
谷
川
憲
章
の
了
解 

親
鸞
は
、
信
さ
え
も
廻
施
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
絶
対
他
力
の
宗
教
的
立
場
が
、
歴
史
的
・

社
会
的
制
約
を
受
け
た
こ
の
世
に
お
け
る
社
会
的
実
践
の
相
と
し
て
、
機
能
す
る
こ
と
も
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
衆
生
は
仏
に
よ
る
還
相
廻
向
す
な
わ
ち
他
利
の
実
践
を
も
与
え
ら
れ



229 第三章 曽我の還相回向観 

第三節 還相回向に関する先行研究 

て
い
る
の
で
あ
る
。
（
「
親
鸞
の
往
還
二
回
向
に
つ
い
て
」
『
宗
学
院
論
集
』
六
九 

五
四
頁
） 

長
谷
川
憲
章
は
、
還
相
回
向
を
社
会
的
実
践
と
見
て
い
る
。 

（
２
）
往
相
に
お
い
て
は
た
ら
き
出
る
還
相
の
功
徳 

金
子
大
栄
の
了
解 

た
だ
一
す
じ
の
往
相
の
生
活
の
う
ち
に
、
お
の
ず
か
ら
還
相
の
徳
が
そ
な
わ
る
と
い
う
こ
と
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
可
能
と
な
ら
し
め
る
も
の
が
、
如
来
の
廻
向
な
の
で
あ
り

ま
す
。
（
『
教
行
信
証
総
説
』
六
八
頁
） 

金
子
大
栄
は
、
往
相
の
生
活
に
還
相
の
徳
が
現
れ
て
い
る
と
了
解
し
て
い
る
。 

田
辺
元
の
了
解 

阿
弥
陀
如
来
の
絶
対
還
相
性
は
大
悲
と
し
て
直
接
に
は
た
ら
く
の
で
は
な
く
し
て
、
釈
迦
如
来
そ
の
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他
の
諸
仏
の
還
相
廻
向
を
媒
介
と
し
て
実
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
・
死
の

哲
学
』
二
二
八
頁
） 

こ
の
こ
と
か
ら
阿
弥
陀
如
来
の
還
相
の
働
き
は
、
相
対
で
あ
る
衆
生
を
通
し
て
働
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

如
来
の
立
場
か
ら
自
己
内
展
開
で
あ
る
も
の
が
、
衆
生
の
立
場
か
ら
は
救
済
摂
取
で
あ
っ
て
、
後
者

の
前
者
に
対
す
る
媒
介
性
が
後
者
の
交
互
性
の
平
等
に
よ
り
実
現
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
前
者
の
対
自

的
現
成
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
交
互
性
が
如
来
の
絶
対
媒
介
を
成
立
せ
し
め
る
。
そ
の
構
造
は
す
な

わ
ち
往
相
即
還
相
、
還
相
即
往
相
と
い
う
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲

学
・
死
の
哲
学
』
二
三
一
～
二
三
二
頁
） 

田
辺
元
は
、
如
来
の
働
き
が
衆
生
を
通
し
て
働
き
、
さ
ら
に
他
の
衆
生
へ
と
働
い
て
行
く
の
で
あ
る
と
了
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解
し
て
い
る
。
そ
れ
が
往
相
即
還
相
、
還
相
即
往
相
に
な
る
の
で
あ
る
。 

小
野
蓮
明
の
了
解 

 

廻
向
さ
れ
た
名
号
に
即
し
て
見
る
な
ら
ば
、
往
相
は
浄
土
の
得
生
を
待
た
ず
、
名
号
の
故
に
そ
の
ま

ま
還
相
に
転
ぜ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
力
廻
向
と
い
う
こ
と
に
即
し
て
言
え
ば
、
還
相
は
証
大

涅
槃
の
後
の
行
で
は
な
く
、
信
受
本
願
の
一
念
に
於
て
既
に
衆
生
の
行
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
「
還
相
廻
向
の
問
題
」
『
親
鸞
教
学
』
二
一 

二
七
八
頁
） 

還
相
が
獲
信
の
一
念
に
衆
生
の
行
と
し
て
現
れ
る
と
し
て
い
る
。 

幡
谷
明
の
了
解 

そ
の
還
相
の
世
界
は
必
ず
し
も
念
仏
者
の
み
に
限
ら
な
い
。
聖
道
門
や
悪
逆
の
徒
に
ま
で
還
相
を
見

出
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
し
か
し
そ
の
往
相
の
背
后
、
周
辺
に
見
出
さ
れ
る
還
相
と
い
う
面
と
同
時
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に
、
親
鸞
の
上
に
は
こ
と
に
晩
年
、
積
極
的
に
自
ら
が
還
相
の
行
を
行
じ
て
い
く
、
還
相
行
に
生
き

る
と
い
う
一
つ
の
使
命
感
、
広
大
無
碍
の
志
願
が
、
年
と
共
に
親
鸞
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
思
わ
ず
に
お
れ
な
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。（
「
難
思
議
往
生
に
つ
い
て
の
試
解
」『
真

宗
教
学
研
究
』
八 

一
〇
頁
） 

幡
谷
明
は
、
還
相
に
は
往
相
の
周
辺
に
見
出
さ
れ
る
還
相
と
還
相
行
を
行
じ
る
と
い
う
使
命
感
の
二
つ
の

側
面
か
ら
捉
え
て
い
る
。 

（
３
）
往
く
人
と
還
る
人
の
出
遇
い 

武
内
義
範
の
了
解 

本
当
の
意
味
の
出
遇
い
と
い
う
の
は
、
親
鸞
が
法
然
に
出
遇
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
う
出
遇
い
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
道
と
い
う
も
の
は
、
私
が
道
を
歩
む
と
い
う
と
き
に
、
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そ
の
道
に
お
い
て
汝
に
出
遇
う
。
そ
の
汝
は
涅
槃
か
ら
の
、
彼
岸
か
ら
の
人
と
し
て
私
に
出
遇
う
。

親
鸞
に
と
っ
て
法
然
は
そ
う
い
う
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
形
で
私
と
汝
の
出
遇
い

の
あ
る
と
こ
ろ
に
本
当
の
道
が
あ
り
、
道
と
し
て
の
汝
が
あ
る
。
往
相
還
相
と
い
う
の
も
道
の
あ
り

方
で
あ
る
。
往
相
の
あ
る
と
こ
ろ
に
還
相
が
あ
り
、
還
相
の
あ
る
と
こ
ろ
に
往
相
が
あ
る
。
（
中
略
）

往
相
還
相
が
ひ
と
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
に
道
が
あ
る
、
そ
れ
が
念
仏
の
道
と
い
う
も
の
の
考
え
方
で
は

な
か
っ
た
か
（
『
浄
土
仏
教
の
思
想 

第
九
巻 

親
鸞
』 

一
二
三
頁
） 

武
内
義
範
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
法
然
は
彼
岸
か
ら
の
人
で
あ
り
、
親
鸞
と
法
然
の
出
遇
い
に
往
相
還
相
の

道
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
出
遇
い
を
往
相
還
相
の
道
と
し
て
い
る
。 

次
に
、
「
（
２
）
二
種
回
向
四
法
」
を
見
て
い
く
。 

（
２
）
二
種
回
向
四
法 
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二
種
回
向
四
法
と
は
、
如
来
の
回
向
に
往
相
回
向
、
還
相
回
向
の
二
種
あ
り
、
こ
れ
ら
の
回
向
が
成
就

し
て
衆
生
に
教
・
行
・
信
・
証
が
恵
ま
れ
る
と
す
る
了
解
で
あ
る
。 

寺
川
俊
昭
の
了
解 

往
相
回
向
の
恩
徳
の
眼
目
は
、
如
来
に
よ
る
功
徳
の
回
施
で
あ
り
、
そ
の
還
相
回
向
の
恩
徳
の
要
は
、

応
化
身
に
よ
る
ね
ん
ご
ろ
な
教
化
で
あ
り
ま
し
た
。（
『
親
鸞
の
信
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
』
三
五
七
頁
） 

往
相
回
向
を
「
如
来
に
よ
る
功
徳
の
回
施
」
す
な
わ
ち
名
号
の
回
施
と
し
、
還
相
回
向
を
「
応
化
身
に
よ

る
ね
ん
ご
ろ
な
教
化
」
、
つ
ま
り
、
よ
き
人
の
教
化
と
す
る
。 

豅
弘
信
の
了
解 

往
相
回
向
と
は
、
衆
生
を
し
て
往
生
浄
土
の
一
道
に
立
た
し
め
る
如
来
の
真
実
功
徳
の
回
施
、
す
な

わ
ち
行
信
の
体
で
あ
る
本
願
の
名
号
と
し
て
の
如
来
の
自
己
表
現
で
あ
り
、
還
相
回
向
と
は
、
文
の
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当
面
こ
そ
、
念
仏
の
衆
生
の
往
生
浄
土
の
後
の
還
来
穢
国
の
相
と
読
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
源

的
意
味
は
還 ○

来
穢
国
の
応
化
身
の
相 ○

を
取
っ
た
如
来
自
身
の
自
己
表
現
で
あ
る
。（
中
略
）
本
願
の
名

号
に
帰
し
た
願
生
心
に
お
い
て
、
自
己
の
現
前
に
現
在
す
る
師
も
ま
た
、
如
来
自
身
の
還
相
の
願
心

の
回
向
成
就
と
し
て
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。（
「
真
宗
仏
道
の
成
就
―
「
（
如
来
）
の
回
向
に
二
種
の
相

あ
り
」
―
」
『
親
鸞
教
学
』
五
三 

九
八
～
九
九
頁
） 

豅
弘
信
は
、
還
相
回
向
を
還
来
穢
国
の
応
化
身
の
相
と
し
、
師
の
存
在
を
あ
げ
て
い
る
。 

本
多
弘
之
の
了
解 

往
相
の
回
向
は
教
行
証
、
あ
る
い
は
教
行
信
証
で
あ
り
、
そ
し
て
、
信
を
も
た
ら
す
大
き
な
る
縁
と

し
て
、
現
前
に
現
わ
れ
て
凡
夫
と
し
て
生
き
て
下
さ
っ
た
聞
法
者
の
歴
史
、
具
体
的
に
は
尊
い
一
人

の
善
知
識
―
そ
う
い
う
も
の
が
還
相
回
向
の
内
容
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
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的
に
は
人
に
出
会
う
と
い
う
事
実
で
す
が
、
し
か
し
、
人
が
還
相
す
る
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
を
生
み
出
し
て
、
私
に
信
を
聞
こ
う
と
い
う
大
悲
心
を
、
本
願
力
の
回
向
の
還
相
と
し
て
い
た
だ

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
「
浄
土
―
「
還
相
回
向
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
真
宗
教
学
研
究
』
一
八 

二
六
～
二
七
頁
） 

本
多
弘
之
は
、
還
相
回
向
を
善
知
識
と
の
出
遇
い
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

安
藤
義
浩
の
了
解 

如
来
の
回
向
に
は
往
相
回
向
、
還
相
回
向
の
二
種
あ
る
。
往
相
回
向
は
名
号
の
回
施
、
還
相
回
向
は

如
か
ら
の
応
現
で
あ
る
。（
中
略
）
親
鸞
は
自
分
が
願
生
浄
土
の
仏
道
に
立
っ
た
と
き
、
よ
き
人
に
往

相
回
向
、
さ
ら
に
還
相
回
向
の
恩
徳
を
感
得
し
た
。（
「
二
種
回
向
の
考
察
」『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究

紀
要
』
二
三 

二
八
頁
） 
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還
相
回
向
を
如
か
ら
の
応
現
と
し
、
そ
の
働
き
を
師
に
見
て
い
る
と
い
う
了
解
で
あ
る
。 

以
上
、
二
種
回
向
四
法
の
先
行
研
究
で
あ
り
、
寺
川
俊
昭
・
豅
弘
信
・
本
多
弘
之
・
安
藤
義
浩
が
主
張

し
て
い
る
。
次
に
「
（
３
）
「
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
」
と
の
出
遇
い
と
衆
生
の
上
に
見
る
還
相
」
を
見
て
い

く
。 （

３
）
「
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
」
と
の
出
遇
い
と
衆
生
の
上
に
見
る
還
相 

「
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
」
と
の
出
遇
い
と
衆
生
の
上
に
見
る
還
相
は
、「
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
」
と
の
出

遇
い
を
還
相
回
向
と
見
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
衆
生
の
上
に
還
相
の
働
き
を
見
る
了
解
で
あ
る
。
こ
の

了
解
は
池
田
勇
諦
と
小
川
一
乗
が
主
張
し
て
い
る
。 

池
田
勇
諦
の
了
解 

還
相
回
向
の
回
向
成
就
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
今
現
在
の
真
実
教
「
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
」
と
の
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値
遇
に
よ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
」
成
就
、
す
な
わ
ち
「
信
楽
の
一
念
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
。

し
た
が
っ
て
往
還
二
回
向
は
、
信
の
一
念
同
時
成
就
の
出
来
ご
と
で
あ
る
。
（
『
真
実
証
の
回
向
成
就

―
『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
』
述
要
―
』
一
二
四
～
一
二
五
頁
） 

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

同
時
成
就
の
一
念
は
、
「
た
ま
た
ま
行
信
を
獲
ば
、
遠
く
宿
縁
を
慶
べ
」
（
総
序
）
と
自
ら
の
根
源
・

背
景
に
、
わ
れ
を
し
て
か
ぎ
り
な
く
往
相
道
に
立
た
し
め
た
還
相
回
向
の
大
悲
恩
徳
の
世
界
へ
の
回

入
（
回
転
帰
入
の
義
）
せ
し
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
従
因
向
果
の
如
来
の
往
相
の

行
信
か
ら
従
果
向
因
の
菩
薩
の
還
相
の
願
心
に
返
り
い
く
歩
み
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
『
真
実
証
の

回
向
成
就
―
『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
』
述
要
―
』
一
四
九
頁
） 

我
々
は
、
往
相
道
に
立
つ
働
き
で
あ
る
如
来
の
還
相
回
向
の
世
界
へ
歩
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 



239 第三章 曽我の還相回向観 

第三節 還相回向に関する先行研究 

小
川
一
乗
の
了
解 

小
川
一
乗
は
、
還
相
回
向
は
如
来
の
側
の
も
の
で
あ
り
、
極
楽
世
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
生
き

る
者
の
上
に
還
相
が
働
く
と
し
て
い
る
。
還
相
回
向
が
如
来
の
側
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。 

還
相
と
い
う
回
向
は
、
私
た
ち
に
お
い
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
還
相
回
向
は
専
ら
如
来
の
側
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
往
相
回
向
の
た
め
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
還
相
回
向
は
了
解
さ
れ
る
。

（
中
略
）
還
相
回
向
は
、
釈
尊
の
「
覚
り
」
を
私
た
ち
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
阿
弥
陀
如
来
本
願
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
往
相
が
回
向
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
を
如
来
の
恩

徳
と
し
て
頂
い
て
生
き
る
。（
「
回
向
―
す
べ
て
の
人
が
仏
陀
と
成
る
た
め
に
―
」『
親
鸞
』
一
八
六
～

一
八
七
頁
） 
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私
た
ち
の
往
相
回
向
の
た
め
に
如
来
の
側
か
ら
還
相
回
向
さ
れ
る
と
了
解
し
て
い
る
。 

次
に
、
念
仏
者
の
上
に
還
相
が
働
く
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

こ
の
世
に
お
い
て
仏
陀
と
し
て
往
相
し
如
来
と
し
て
還
相
し
た
釈
尊
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
本

願
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ
て
い
る
往
相
を
、
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
如
来
の
極
楽
世
界
に
生
ま
れ
る
こ
と

を
欲
し
て
生
き
る
者
の
上
に
、
他
の
人
び
と
を
往
相
せ
し
め
て
い
く
還
相
が
重
層
的
に
は
た
ら
き
で

る
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
が
師
で
あ
る
法
然
か
ら
「
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す

べ
し
」（
『
歎
異
抄
』
）
と
の
仰
せ
を
う
け
て
、
そ
こ
に
還
相
の
法
然
を
感
得
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
に

お
い
て
も
、
親
鸞
の
上
に
、
往
相
の
親
鸞
と
還
相
の
親
鸞
が
連
動
し
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
で
あ
る
。

（
『
親
鸞
』
一
八
八
頁
） 

こ
こ
で
は
還
相
回
向
を
、
衆
生
の
上
に
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
念
仏
の
道
を
歩
む
者
の
上
に
、
他
の
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人
び
と
を
往
相
せ
し
め
て
い
く
還
相
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
、
池
田
勇
諦
、
小
川
一
乗
の
先
行
研
究
を
確
認
し
た
。
次
に
「
（
４
）
如
来
に
見
る
二
種
回
向
と
衆

生
に
見
る
二
種
回
向
の
了
解
」
を
見
て
い
く
。 

（
４
）
如
来
に
見
る
二
種
回
向
と
衆
生
に
見
る
二
種
回
向
の
了
解 

如
来
に
見
る
二
種
回
向
と
衆
生
に
見
る
二
種
回
向
の
了
解
と
は
、
如
来
と
衆
生
、
二
つ
の
側
面
か
ら
二

種
回
向
を
見
て
い
く
了
解
で
あ
る
。
こ
の
了
解
は
広
瀬
惺
が
主
張
し
て
い
る
。 

廣
瀬
惺
の
了
解 

私
は
、
親
鸞
の
二
種
回
向
観
は
、
親
鸞
の
表
現
か
ら
み
て
二
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
る
と
了
解
す
る

も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
二
種
回
向
の
根
本
的
な
側
面
と
し
て
、
衆
生
を
救
済
す
る
如
来
の
用
き
と

し
て
の
二
種
回
向
観
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
如
な
る
如
来
が
、
虚
妄
の
衆
生
を
見
出
す
こ
と
を
契
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機
と
し
て
、
見
出
し
た
衆
生
の
根
底
に
本
願
の
如
来
と
し
て
自
己
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
相
を
如
来

の
還
相
回
向
（
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
衆
生
救
済
の
用
き
と
し
て
衆
生
の
根
底
か
ら
衆
生
に
関
わ
っ

て
く
る
本
願
は
、
如
来
の
還
相
回
向
成
就
の
本
願
で
あ
る
と
い
え
る
）
。
そ
し
て
、
衆
生
の
根
底
に
自

己
を
表
現
し
た
如
来
が
、
衆
生
と
共
に
生
死
を
超
え
て
浄
土
に
往
生
し
て
い
く
相
を
如
来
の
往
相
回

向
と
す
る
側
面
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
根
本
的
な
側
面
と
し
て
の
二
種
回
向
観
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

側
面
は
、
衆
生
の
上
に
与
え
ら
れ
、
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
如
来
の
往
相
回
向
の
用

き
に
よ
っ
て
、
如
来
と
共
に
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
相
が
衆
生
の
往
相
回
向
。
そ
し
て
、
往
相
が

開
か
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
、
往
相
を
開
い
て
く
る
如
来
の
還
相
回
向
成
就
の
本
願
を
根
拠
と
し

て
生
き
る
衆
生
の
生
活
に
与
え
ら
れ
る
意
義
が
利
益
的
側
面
と
し
て
の
衆
生
の
還
相
回
向
で
あ
る
。

（
「
親
鸞
の
還
相
回
向
観
」
『
真
宗
研
究
』
三
七 
三
四
頁
） 
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廣
瀬
惺
は
、
親
鸞
の
還
相
回
向
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
す
る
。
一
つ
は
如
来
が
衆
生
の
根
底
に
自
己

を
表
現
し
よ
う
と
す
る
相
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
衆
生
の
生
活
に
与
え
ら
れ
る
利
益
的
側
面
と
し
て
の

衆
生
の
還
相
回
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
還
相
回
向
を
如
来
と
衆
生
の
二
つ
の
側
面
に
分
け
て
了
解
し
て

い
る
。
次
に
、
「
（
５
）
第
三
の
統
合
的
理
解
」
を
見
て
い
く
。 

（
５
）
第
三
の
統
合
的
理
解 

こ
の
了
解
は
、
長
谷
正
當
が
主
張
し
て
い
る
。「
第
三
の
統
合
的
理
解
」
と
あ
る
が
、
第
一
は
第
一
節
で

見
た
「
（
１
）
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
に
回
入
す
る
」
で
、
第
二
は
「
（
２
）
衆
生
の
信
を
成
立
せ
し
め

る
根
拠
」
で
あ
る
。
長
谷
正
當
は
、
第
一
第
二
の
理
解
を
統
合
し
て
第
三
と
し
、
二
種
回
向
が
衆
生
の
信

を
成
立
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
衆
生
の
信
を
深
化
・
相
続
さ
せ
る
も
の
と
な
る
と
主
張
す
る
。 

長
谷
正
當
の
了
解 
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第
三
の
統
合
的
理
解
は
、
二
種
回
向
を
衆
生
の
信
の
成
立
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
信
を
通
し
て

さ
ら
に
衆
生
の
生
の
深
み
に
出
現
し
て
は
た
ら
く
と
こ
ろ
を
感
応
道
交
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

還
相
回
向
は
、
そ
こ
で
は
「
教
」
と
し
て
信
の
根
拠
を
な
す
だ
け
で
は
な
く
、
信
の
深
ま
り
と
と
も

に
「
証
」
と
し
て
衆
生
の
生
の
深
み
に
出
現
し
て
く
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
如
来
の
は
た
ら

き
が
歴
史
的
に
出
現
し
、
歴
史
的
世
界
に
お
い
て
は
た
ら
き
、
映
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
還
相
回
向

が
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
『
浄
土
と
は
何
か
―
親
鸞
の
思
索
と
土
に
お
け
る
超
越
―
』
二
七
三
頁
） 

二
種
回
向
を
衆
生
の
信
の
成
立
と
信
を
通
し
て
衆
生
の
生
の
深
み
に
出
現
し
て
は
た
ら
く
こ
と
を
、
第
三

の
統
合
的
理
解
と
捉
え
て
い
る
。 

以
上
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
。 

（
１
）
一
回
向
二
種
相 
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（
１
）
―
Ａ
往
相
か
ら
還
相 

（
１
）
往
相
か
ら
還
相
と
す
る
了
解 

香
月
院
深
励
・
普
賢
晃
壽
・
山
辺
宗
学
・
赤
沼
智
善
・
星
野
元
豊
・
信
楽
峻
麿 

（
２
）
還
相
回
向
を
「
あ
ら
ゆ
る
有
縁
無
縁
の
人
々
」
の
上
に
了
解 

神
子
上
恵
龍
・
稲
葉
秀
賢
・
寺
倉
襄
・
石
田
慶
和 

（
３
）
還
相
回
向
を
往
生
し
た
者
の
上
に
了
解 

岡
亮
二 

（
１
）
―
Ｂ
往
相
・
還
相
が
同
時 

（
１
）
往
相
に
お
い
て
な
さ
れ
る
社
会
的
実
践
が
還
相 

久
松
真
一
・
二
葉
憲
香
・
長
谷
川
憲
章 
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（
２
）
往
相
に
お
い
て
は
た
ら
き
出
る
還
相
の
功
徳 

 
金
子
大
栄
・
田
辺
元
・
小
野
蓮
明
・
幡
谷
明 

（
３
）
往
く
人
と
還
る
人
の
出
遇
い 

 

武
内
義
範 

（
２
）
二
種
回
向
四
法 

寺
川
俊
昭
・
豅
弘
信
・
本
多
弘
之
・
安
藤
義
浩 

（
３
）
「
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
」
と
の
出
遇
い
と
衆
生
の
上
に
見
る
還
相 

 

池
田
勇
諦
・
小
川
一
乗 

（
４
）
如
来
に
見
る
二
種
回
向
と
衆
生
に
見
る
二
種
回
向
の
了
解 

広
瀬
惺 
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（
５
）
第
三
の
統
合
的
理
解 

 
長
谷
正
當 

以
上
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
ま
と
め
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
還
相
回
向
の
主
張
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
曽
我
と
い
う
人
物
の
思
索
を
基
に
し
て
還
相
回
向
の
研
究
が
さ
れ
て
い
て
も
、
還
相
回
向
了
解
が
異

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
の
揺
れ
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
節
で
は
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。 
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第
四
節 

曽
我
の
還
相
回
向
理
解 

曽
我
の
還
相
回
向
理
解
に
つ
い
て
長
谷
正
當
は
、「
曽
我
の
考
え
は
一
定
し
て
い
な
い
。
中
期
と
後
期
と

の
間
で
は
ず
れ
が
あ
る
。
」（
『
浄
土
と
は
何
か
―
親
鸞
の
思
索
と
土
に
お
け
る
超
越
―
』
一
八
二
頁
）
と
述

べ
る
。
つ
ま
り
、
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
に
は
、
思
想
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
ず
れ
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

曽
我
は
中
期
に
は
、
善
導
の
「
二
河
白
道
」
の
立
場
に
近
づ
け
て
、
還
相
回
向
教
主
の
上
に
捉
え
て

い
た
が
、
後
期
で
は
曇
鸞
の
「
仏
の
本
願
力
の
不
虚
作
住
地
功
徳
」
を
重
視
し
、
人
間
の
歴
史
・
社

会
に
お
い
て
表
現
的
に
は
た
ら
く
、
如
来
の
本
願
力
と
い
う
見
地
に
主
眼
を
お
い
て
還
相
回
向
を
捉

え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
『
浄
土
と
は
何
か
―
親
鸞
の
思
索
と
土
に
お
け
る
超
越
―
』
一
八
二

頁
） 
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こ
の
よ
う
に
曽
我
の
還
相
回
向
の
了
解
に
は
中
期
と
後
期
で
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
曽
我

の
還
相
回
向
了
解
を
（
１
）
中
期
、
（
２
）
後
期
と
分
け
て
見
て
い
き
た
い
。
１
６ 

（
１
）
中
期 

ま
ず
、
曽
我
中
期
の
還
相
回
向
の
了
解
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
曽
我
中
期
の
還
相
回
向
了
解

が
表
さ
れ
て
い
る
論
文
と
し
て
「
聖
教
と
自
己
の
還
相
回
向
」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
曽
我
は
還
相
回
向

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

蓋
し
惟
ふ
に
わ
が
久
遠
の
父
と
し
て
、
影
の
如
く
に
身
に
そ
ふ
所
の
祖
聖
は
誠
に
我
が
還
相
の
姿
と

し
て
、
一
如
の
世
界
か
ら
わ
れ
に
回
向
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
。
如
来
の
還
相
回
向
の
本
願
を
体

し
て
我
が
前
に
表
顕
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
ふ
。
釈
尊
も
七
高
僧
も
、
提
婆
も
韋
提
希
も
、
そ
の
外
無

数
の
人
格
の
上
に
も
、
わ
れ
の
還
相
の
姿
を
見
得
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
等
は
皆
部
分
的
で
あ
る
。
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現
実
の
自
己
の
全
人
格
の
往
相
の
絶
頂
な
る
大
涅
槃
の
霊
境
か
ら
、
親
し
く
我
の
現
実
世
界
に
反
影

還
来
す
る
所
の
、
真
実
の
全
的
還
相
回
向
の
人
格
は
唯
一
人
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
人
は
愚
禿
の
名

を
感
得
せ
る
祖
聖
で
あ
る
。
私
は
我
に
表
現
せ
る
本
願
念
仏
の
声
の
上
に
自
己
の
願
往
生
人
の
相
、

即
ち
往
相
の
回
向
を
観
じ
、
真
実
の
善
知
識
な
る
祖
聖
の
上
に
我
の
還
相
の
回
向
を
見
る
。
（
『
選
集

第
三
巻
』
一
五
五
頁
） 

「
真
実
の
善
知
識
な
る
祖
聖
の
上
に
我
の
還
相
の
回
向
を
見
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
曽
我
は
親
鸞
の
上
に

還
相
回
向
を
見
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

無
上
涅
槃
の
霊
境
は
我
の
往
相
の
行
の
究
極
の
理
想
で
あ
る
が
、
そ
の
涅
槃
の
大
用
た
る
還
相
の
利

他
教
化
は
遠
き
未
来
の
理
想
で
あ
ら
ふ
と
思
ひ
き
や
、
現
に
自
己
の
背
後
の
師
父
の
発
遣
の
声
の
上

に
、
已
に
実
現
せ
ら
れ
て
あ
る
。(

中
略)

師
父
の
教
は
、
そ
の
ま
ゝ
我
の
未
来
に
於
て
満
足
す
べ
き
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往
相
の
究
竟
理
想
の
彼
岸
よ
り
反
影
す
る
所
の
還
相
の
利
他
教
化
と
、
全
く
同
一
体
で
あ
る
。（
中
略
）

往
相
は
未
来
の
世
界
に
至
り
て
、
初
め
て
究
極
す
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
応
現
す
る
所
の
還
相
の
大
用

は
わ
れ
の
受
く
る
所
の
真
実
教
の
上
に
、
即
ち
往
相
以
前
に
已
に
我
が
背
後
に
開
展
せ
ら
れ
て
在
る

を
見
よ
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
一
五
六
頁
） 

曽
我
は
、
還
相
を
「
現
に
自
己
の
背
後
の
師
父
の
発
遣
の
声
の
上
に
、
已
に
実
現
せ
ら
れ
て
あ
る
」
と
述

べ
る
よ
う
に
、
師
の
教
え
、
具
体
的
に
は
親
鸞
の
教
え
に
還
相
回
向
を
見
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
、
曽
我
中
期
に
お
け
る
還
相
回
向
了
解
を
「
聖
教
と
自
己
の
還
相
回
向
」
を
通
し
て
見
て
き

た
が
、「
聖
教
と
自
己
の
還
相
回
向
」
に
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
、
寺
川
俊
昭
を
見
て
い

く
。
寺
川
俊
昭
は
、「
聖
教
と
自
己
の
還
相
回
向
」
に
あ
る
還
相
回
向
了
解
に
着
目
し
、
曽
我
の
還
相
回
向

了
解
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
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「
往
相
の
行
の
究
極
の
理
想
で
あ
る
」
無
上
涅
槃
の
証
り
を
え
る
こ
と
と
、
そ
し
て
「
そ
の
涅
槃
の

大
用
た
る
還
相
の
利
他
教
化
は
遠
き
未
来
の
理
想
で
あ
ら
ふ
と
思
ひ
き
や
、
現
に
自
己
の
背
後
の
師

父
の
発
遣
の
声
の
上
に
、
已
に
実
現
せ
ら
れ
て
あ
る
」
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
如
来
の
還
相
回
向
の

恩
徳
を
衆
生
に
現
前
す
る
も
の
は
、〈
背
後
か
ら
自
己
を
発
遣
す
る
師
の
教
え
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、

曽
我
先
生
は
み
た
の
で
す
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
〈
師
父
〉
を
、
如
来
の
還
相
回
向
の
願
に
乗
じ
て

穢
土
に
還
来
し
、
利
他
教
化
の
仏
事
を
行
じ
て
衆
生
を
仏
道
に
立
た
し
め
る
恩
徳
の
あ
る
存
在
と
洞

察
し
た
と
こ
ろ
に
、
曽
我
先
生
の
卓
見
と
い
う
ほ
か
な
い
了
解
が
あ
っ
た
の
で
す
。
（
『
親
鸞
の
信
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
』
二
八
二
～
二
八
三
頁
） 

寺
川
俊
昭
は
、
曽
我
の
了
解
に
あ
る
「
師
父
」
に
着
目
し
、
そ
こ
を
曽
我
の
眼
目
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
我
々
は
師
父
に
よ
っ
て
仏
道
に
立
っ
た
と
い
う
恩
徳
を
感
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
そ
れ
は
曽
我
の
還
相
回
向
の
了
解
の
一
部
分
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、「
聖
教
と
自
己
の
還
相
回
向
」
に
は
、
さ
ら
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
語
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
長
谷
正
當
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
曽
我
は
還
相
回
向
を
自
己
の
外
な
る
師
教
の
上
に
捉
え
な

が
ら
、
そ
れ
を
「
我
の
還
相
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が
外
に
お
い
て
出
遇

う
発
遣
の
師
教
を
、
我
の
還
相
の
映
し
と
し
て
、
我
の
未
来
に
お
け
る
還
相
の
客
観
的
表
現
と
し
て

捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
の
こ
と
は
、
曽
我
が
第
二
の
理
解
に
立
ち
な
が
ら
、

同
時
に
第
一
の
理
解
を
も
捨
て
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
『
浄
土
と
は
何
か
―
親
鸞
の
思
索

と
土
に
お
け
る
超
越
―
』
二
九
五
～
二
九
六
頁
） 

こ
の
よ
う
に
、
曽
我
は
「
師
父
」
に
還
相
回
向
を
見
る
だ
け
で
な
く
、「
我
の
未
来
に
お
け
る
還
相
」
の
了
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解
も
あ
っ
た
と
す
る
。 

ま
た
、
池
田
勇
諦
は
、「
聖
教
と
自
己
の
還
相
回
向
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
我
の
未
来
に
於
て
満
足
す

べ
き
往
相
の
究
竟
理
想
の
彼
岸
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

こ
こ
に
往
相
・
還
相
の
次
第
の
還
相
義
、
つ
ま
り
、
究
竟
理
想
と
し
て
の
還
相
義
に
頷
き
つ
つ
、
却

っ
て
そ
れ
を
必
然
せ
し
め
る
現
在
値
遇
の
還
相
・
往
相
次
第
の
還
相
義
に
深
い
謝
念
を
捧
げ
て
い
る

の
で
あ
っ
た
。
（
『
真
実
証
の
回
向
成
就
―
『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
』
述
要
―
』
一
四
八
頁
） 

曽
我
は
「
究
竟
理
想
と
し
て
の
還
相
義
」
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
寺
川
俊
昭
の
了
解
と
は
異
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
了
解
を
ま
と
め
る
と
、
寺
川
俊
昭
は
還
相
回
向
を
師
父
の
上
の
み
に
見
る
。

し
か
し
、
長
谷
正
當
と
池
田
勇
諦
は
、
未
来
に
お
け
る
還
相
の
了
解
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
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る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
曽
我
は
中
期
に
お
い
て
還
相
回
向
を
未
来
に
見
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
曽
我
中
期
の
了
解
は
、
還
相
回
向
を
親
鸞
に
見
て
お
り
、
ま

た
、
還
相
回
向
を
未
来
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
２
）
後
期 

次
に
、
曽
我
後
期
に
お
け
る
還
相
回
向
理
解
を
確
認
す
る
。
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

人
間
に
つ
い
て
い
ふ
と
、
偉
い
人
を
還
相
廻
向
し
た
と
い
ふ
が
、
し
か
し
そ
ん
な
偉
い
人
ば
か
り
が

還
相
廻
向
で
は
な
い
。
ど
ん
な
人
、
ど
ん
な
馬
鹿
な
人
で
も
、
ま
た
石
こ
ろ
一
つ
で
も
還
相
廻
向
で

あ
る
。
（
中
略
）
往
相
・
還
相
と
い
ふ
こ
と
は
、
世
界
を
ど
う
見
る
か
と
い
ふ
世
界
観
で
あ
り
ま
す
。

往
相
・
還
相
を
以
て
見
る
一
つ
の
世
界
観
で
あ
つ
て
、
一
切
を
否
定
し
て
、
一
切
を
肯
定
し
て
行
く
、

か
う
い
ふ
見
方
そ
れ
が
往
相
・
還
相
で
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
一
巻
』
一
六
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一
～
一
六
二
頁
） 

曽
我
は
、
す
べ
て
の
人
と
も
の
が
還
相
回
向
だ
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

仏
に
南
無
す
る
と
こ
ろ
に
往
相
と
還
相
と
二
つ
あ
る
に
違
ひ
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
自
分
が

還
相
廻
向
と
い
ふ
こ
と
は
常
識
で
は
考
へ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
願
作
仏
心
が
成
就
す
れ
ば
還
相
廻

向
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
往
相
以
外
に
還
相
は
な
い
、
往
相
即
還
相
、
そ
れ
が
浄
土
真
宗
の

精
神
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
一
巻
』
一
六
六
～
一
六
七
頁
） 

衆
生
の
上
に
往
相
即
還
相
が
働
く
と
い
う
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

親
鸞
聖
人
は
和
讃
を
御
製
作
に
な
つ
た
頃
、
特
に
「
正
像
末
和
讃
」
を
御
製
作
に
な
つ
た
頃
は
、
往

相
と
還
相
が
表
と
な
り
裏
と
な
つ
て
光
り
輝
く
。
法
の
上
の
往
相
・
還
相
で
、
人
間
が
往
相
か
還
相

か
は
親
鸞
に
は
問
題
で
な
い
。
人
間
は
飽
く
ま
で
流
転
輪
廻
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
縁
の
い
た
づ
ら
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者
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
徹
底
す
れ
ば
す
る
程
往
相
・
還
相
が
輝
く
。（
『
選
集
第
一
一
巻
』
一
六
七
頁
） 

我
々
は
流
転
輪
廻
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
縁
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
往
相
・
還
相
が
働
く
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
曽
我
は
後
期
に
な
る
と
、
二
種
回
向
に
つ
い
て
「
正
像
末
和
讃
」
を
重
視
し
て
い
る
。
曽
我

は
、「
正
像
末
和
讃
」
に
あ
る
「
往
相
回
向
の
利
益
に
は 

還
相
回
向
に
回
入
せ
り
」
を
次
の
よ
う
に
解
釈

す
る
。 生

き
て
お
っ
て
も
仏
道
は
成
就
す
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
ど
も
は
仏
道
を
成
就
し
て
、「
往
相
回
向
の
利

益
に
は 

還
相
回
向
に
回
入
せ
り
」
。「
回
入
せ
り
」
と
い
う
こ
と
は
も
は
や
回
入
し
て
お
る
の
で
す
。

（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
は
自
然
法
爾
に
よ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
、
は
や
往
相
回
向
の
利
益
と
し
て
還
相
回
向

に
回
入
し
て
お
る
の
で
す
。
（
『
真
宗
大
綱 
曽
我
量
深
講
義
録 

下
』
六
九
頁
） 

曽
我
は
、「
回
入
せ
り
」
を
す
で
に
回
入
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
我
々
に
は
往
相
の
自
覚
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し
か
な
い
が
、
そ
こ
に
は
還
相
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
、
こ
こ
ま
で
後
期
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
曽
我
の
後
期
の
了
解
は
、
す
べ
て
の
人
と
も
の
が
還
相

回
向
だ
と
し
、
還
相
回
向
を
現
在
の
こ
と
と
し
て
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
、
曽
我
中
期
と
後
期
に
お
け
る
還
相
回
向
の
思
索
の
変
化
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

 

第
五
節 

中
期
と
後
期
の
比
較
と
考
察 

曽
我
中
期
と
後
期
で
は
ど
の
よ
う
に
曽
我
の
還
相
回
向
の
思
索
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
考
え
て
い
く
。 
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ま
ず
、
中
期
と
後
期
で
異
な
っ
て
い
る
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
還
相
回
向
を
誰
に
見
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
期
で
は
「
釈
尊
も
七
高
僧
も
、
提
婆
も
韋
提
希
も
、
そ
の
外
無
数
の
人
格
の
上
に
も
、

わ
れ
の
還
相
の
姿
を
見
得
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
等
は
皆
部
分
的
で
あ
る
」
と
し
て
親
鸞
に
還
相
回
向

を
見
て
い
た
が
、
後
期
に
な
る
と
「
ど
ん
な
人
、
ど
ん
な
馬
鹿
な
人
で
も
、
ま
た
石
こ
ろ
一
つ
で
も
還
相

廻
向
で
あ
る
」
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
と
も
の
に
お
い
て
還
相
回
向
を
見
て
い
る
。 

二
つ
目
は
、
中
期
で
は
還
相
回
向
を
「
我
の
未
来
に
於
て
満
足
す
べ
き
往
相
の
究
竟
理
想
の
彼
岸
」
と

未
来
に
も
見
て
い
た
が
、
後
期
に
な
る
と
「
往
相
即
還
相
」
と
還
相
回
向
を
現
在
に
見
て
い
る
了
解
に
変

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
二
点
が
、
曽
我
の
中
期
と
後
期
の
間
の
揺
れ
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
ず
、
一
つ
目
の
、
還
相
回
向
を
だ
れ
に
見
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
中
期

で
は
、
親
鸞
に
還
相
回
向
を
見
て
い
る
。
な
ぜ
親
鸞
に
還
相
回
向
を
見
て
い
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
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曽
我
は
、
親
鸞
の
苦
労
し
た
歩
み
を
自
分
自
身
の
人
生
の
歩
み
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
親
鸞
に
つ
い
て
曽
我
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。 

私
の
前
に
立
つ
て
居
ら
れ
る
祖
聖
は
必
し
も
『
教
行
信
証
』
と
云
ふ
大
著
述
の
主
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
は
な
く
、
そ
ん
な
一
切
を
忘
れ
て
「
雪
を
褥
に
石
を
枕
に
」
し
て
居
ら
れ
る
人
で
あ
る
。（
中

略
）
公
卿
の
家
を
捨
て
、
比
叡
の
学
匠
に
も
失
敗
し
、
専
修
念
仏
の
妙
好
人
の
看
板
さ
へ
取
ら
れ
、

僧
と
云
ふ
名
誉
ま
で
も
は
が
れ
、
危
険
思
想
の
一
人
、
国
法
の
反
逆
者
の
一
人
と
し
て
北
越
に
謫
配

せ
ら
れ
、
生
来
始
め
て
現
実
に
還
来
せ
る
法
蔵
菩
薩
の
御
姿
を
拝
せ
ら
れ
た
愚
禿
、
此
愚
禿
こ
そ
は

わ
れ
の
忘
れ
得
な
い
祖
聖
の
御
姿
で
あ
る
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
一
五
四
頁
） 

こ
こ
に
曽
我
の
親
鸞
を
見
る
眼
差
し
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
比
叡
山
を
下
り
、
ま
た
流
罪
に
あ

い
、
越
後
ま
で
流
さ
れ
、「
雪
を
褥
に
石
を
枕
に
」
し
て
い
た
苦
労
に
着
目
し
て
い
る
。
曽
我
は
、
親
鸞
の
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苦
労
し
た
歩
み
を
自
分
自
身
の
人
生
の
歩
み
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
曽
我
は
、

一
九
一
一
年
に
越
後
に
帰
郷
し
、
そ
こ
か
ら
五
年
間
研
究
思
索
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
心
境

を
曽
我
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

私
は
我
祖
聖
の
出
世
の
唯
一
の
使
命
は
『
教
行
信
証
』
製
作
に
あ
り
と
信
ず
る
。
而
し
て
此
『
教
行

信
証
』
の
御
製
作
の
根
抵
は
正
し
く
北
越
御
配
処
の
深
き
御
内
観
で
あ
る
と
信
ず
る
。（
中
略
）
田
舎

の
寂
寥
た
る
寺
院
生
活
は
最
も
祖
聖
の
配
処
の
御
内
観
を
偲
ぶ
に
適
当
し
て
居
る
。
貧
し
き
寺
の
生

活
は
以
て
限
り
な
く
愛
欲
を
充
す
に
不
十
分
な
る
為
め
に
、
自
己
の
愛
欲
の
広
海
の
深
き
を
知
る
こ

と
が
出
来
、
都
よ
り
懸
絶
せ
る
田
舎
の
生
活
は
名
利
に
縁
な
き
が
為
め
に
愈
紛
起
す
る
名
利
の
念
を

知
る
こ
と
を
得
る
。
（
『
選
集
第
三
巻
』
五
九
～
六
〇
頁
） 

曽
我
は
、「
田
舎
の
寂
寥
た
る
寺
院
生
活
」
を
送
り
、
そ
の
生
活
の
中
で
親
鸞
の
苦
労
を
内
観
し
て
い
っ
た
。
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つ
ま
り
、
曽
我
は
帰
郷
に
よ
っ
て
「
田
舎
の
寂
寥
た
る
寺
院
生
活
」
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
親
鸞
の
思
想

を
深
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
親
鸞
の
生
き
た
道
と
曽
我
の
生
き
た
道
と
出
遇
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
う
し
て
曽
我
は
、
親
鸞
の
歩
ん
だ
人
生
を
含
め
て
親
鸞
を
「
師
父
」
と
呼
び
、
還
相
回
向
を
見
出
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
境
遇
が
異
な
っ
て
い
る
七
高
僧
や
韋
提
希
の
還
相
の
姿
が
部
分
的
だ
と
い
う
了
解

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
後
期
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
と
人
に
還
相
回
向
を
見
て
い
る
。
こ
の
了
解
は
、
清
沢
満
之
の
影

響
が
あ
る
。
曽
我
は
、
清
沢
満
之
と
還
相
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

天
地
万
物
が
還
相
で
す
。
清
沢
満
之
師
は
還
相
な
ど
と
い
う
言
葉
は
い
わ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
清
沢

先
生
の
一
つ
の
世
界
観
、
法
界
観
で
す
。（
中
略
）
天
地
万
物
が
み
な
還
相
と
感
ず
る
と
き
に
は
自
分
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が
往
相
な
の
で
す
。
（
『
真
宗
大
綱 

曽
我
講
義
録 

下
』
七
〇
～
七
一
頁
） 

清
沢
満
之
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
と
人
が
還
相
で
あ
る
と
い
う
了
解
に
移
っ
て
い
っ
た
と
言

え
る
。
そ
の
清
沢
満
之
の
言
葉
に
つ
い
て
曽
我
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。 

清
沢
満
之
師
は
、 

「
自
己
ト
ハ
何
ソ
ヤ 

是
レ
人
世
ノ
根
本
的
問
題
ナ
リ 

自
己
ト
ハ
他
ナ
シ 

絶
対
無
限
ノ
妙
用
ニ

乗
託
シ
テ
任
運
ニ
法
爾
ニ
此
境
遇
ニ
落
在
セ
ル
モ
ノ
即
チ
是
ナ
リ
」
（
「
臘
扇
記
」
） 

「
境
遇
」
は
種
々
雑
多
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
し
か
る
に
い
ま
、
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
託
し
て
、
任

運
法
爾
に
、
現
前
の
境
遇
に
落
在
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
一
つ
の
信
仰
、
一
つ
の
金
剛
心
が
成
立
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
凡
夫
で
あ
っ
て
も
如
来
で
す
。（
『
真
宗
大
綱 

曽
我
量
深
講
義
録 

下
』 

六

三
頁
） 
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こ
の
清
沢
満
之
の
言
葉
か
ら
、
曽
我
は
還
相
を
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
往
相
の
歩
み
に
よ
っ
て
、

自
分
の
現
前
の
境
遇
が
全
て
還
相
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
ゆ
く
世
界
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

以
上
、
一
つ
目
の
違
い
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
曽
我
は
中
期
に
お
い
て
は
親
鸞
と
出
遇
い
、
後
期
に

お
い
て
は
清
沢
満
之
と
出
遇
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
中
期
で
は
、
曽
我
自
身
の
歩
み
を
親
鸞
に
重
ね

合
わ
せ
、
後
期
で
は
清
沢
満
之
の
言
葉
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
二
つ
目
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
違
い
と
は
、
還
相
回
向
を
未
来
に
見
て

い
る
了
解
か
ら
、
現
在
に
見
て
い
る
了
解
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
後
期
に
な

る
と
還
相
回
向
を
現
在
に
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
曽
我
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
窺
え
る
。 

し
か
し
今
の
時
代
、
今
後
の
思
想
界
に
対
応
し
て
、
浄
土
真
宗
を
、
深
い
覚
悟
を
も
つ
て
こ
れ
を
明
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ら
か
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
今
日
の
時
代
に
は
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、
一
方

に
は
唯
物
論
を
背
景
と
し
た
共
産
主
義
、
一
方
に
は
キ
リ
ス
ト
教
を
指
導
原
理
と
す
る
ア
メ
リ
カ
民

主
主
義
。
一
方
は
善
人
を
標
榜
し
て
ゐ
る
に
対
し
て
、
唯
物
論
の
方
は
む
し
ろ
自
分
は
悪
人
で
あ
る

と
標
榜
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
そ
の
悪
人
を
徹
底
し
て
本
願
一
定
と
い
ふ
こ
と
則
ち
南
無

阿
弥
陀
仏
の
本
願
一
定
と
い
ふ
も
の
を
立
て
て
、
そ
の
本
願
を
信
ず
る
と
こ
ろ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
一

方
に
は
俗
諦
門
、
そ
の
俗
諦
門
に
お
い
て
民
主
主
義
の
人
の
要
望
し
て
ゐ
る
人
間
文
化
に
応
じ
て
、

世
の
中
を
本
当
に
平
和
の
世
界
、
此
世
を
明
る
く
此
世
を
文
化
を
以
て
飾
つ
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
。

仏
の
荘
厳
浄
土
の
精
神
が
こ
ゝ
に
あ
る
と
い
た
ゞ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
選
集
第
一
一
巻
』 

一
六

九
頁
） 

曽
我
は
、
浄
土
真
宗
を
深
い
覚
悟
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
日
の
時
代
に
対
応
し
、
平
和
な
世
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界
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
曽
我
が
現
代
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、

還
相
回
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
に
還
相
回
向
を
見
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
の
課
題
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
現
代
の
課
題
に
応
え
る
た
め
に
、
還
相
回
向
を
現
在
に
見
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
解
釈
は
、
「
悪
人
を
徹
底
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
悪
人
の
自
覚
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

曽
我
が
、「
人
間
は
飽
く
ま
で
流
転
輪
廻
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
縁
の
い
た
づ
ら
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
徹

底
す
れ
ば
す
る
程
往
相
・
還
相
が
輝
く
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
悪
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
か
ら
還
相

回
向
を
了
解
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
曽
我
は
、
流
転
輪
廻
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
縁
と
い
う
自

覚
の
上
に
、
現
在
、
還
相
回
向
が
働
く
と
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
中
期
で
は
還
相
回
向
を
未
来
に
了
解
し
て
い
る
が
、
後
期
に
な
る
と
還
相
回
向
を
現
在
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に
了
解
し
て
い
る
。
こ
の
後
期
の
了
解
は
、
自
身
が
悪
人
の
自
覚
に
立
つ
こ
と
で
成
り
立
つ
了
解
で
あ
る
。 

以
上
、
中
期
と
後
期
、
二
つ
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
で
は
、
中
期
と
後
期
ど
ち
ら
の
立
場

に
立
つ
べ
き
か
。
筆
者
は
、
曽
我
後
期
の
立
場
に
立
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
後
期
で
は
、
す
べ
て
の

も
の
と
人
に
還
相
回
向
を
見
て
い
た
。
そ
れ
は
親
鸞
が
、 

弥
陀
釈
迦
方
便
し
て 

 

阿
難
目
連
富
楼
那
韋
提 

 
 

達
多
闍
王
頻
婆
娑
羅 

 
 

耆
婆
月
光
行
雨
等
（
『
親
全
和
讃
篇
』
四
八
頁
） 

と
和
讃
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
王
舎
城
の
悲
劇
の
提
婆
ま
で
を
念
仏
を
勧
め
た
人
と
し
て
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
期
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
の
み
師
父
と
し
て
還
相
回
向
を
限
定
し
て



268 第三章 曽我の還相回向観 

第五節 中期と後期の比較と考察 

見
る
の
で
は
な
い
。
様
々
な
人
が
私
を
念
仏
の
道
に
勧
め
て
い
る
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
は
「
ま
た
石
こ
ろ
一
つ
で
も
還
相
廻
向
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
了

解
が
今
ま
で
の
還
相
回
向
の
解
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
、
曽
我
独
自
の
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
親
鸞
の
和
讃
に
は
、 

如
来
二
種
の
回
向
を 

 

ふ
か
く
信
ず
る
ひ
と
は
み
な 

 
 

等
正
覚
に
い
た
る
ゆ
へ 

 
 

憶
念
の
心
は
た
へ
ぬ
な
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
七
〇
頁
） 

と
あ
る
よ
う
に
、
人
に
つ
い
て
還
相
回
向
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
の
還
相
回
向
解
釈
か
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ら
す
る
と
、
あ
く
ま
で
も
還
相
が
働
く
の
は
も
の
で
は
な
く
、
人
で
あ
る
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
親
鸞
の

還
相
回
向
解
釈
か
ら
、
曽
我
の
了
解
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。 

筆
者
は
、
こ
の
曽
我
の
還
相
回
向
了
解
は
、
清
沢
満
之
の
「
境
遇
」
と
い
う
了
解
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
境
遇
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
自
分
自
身
の
周
り
の
す
べ
て
の
人
と
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
１
７

し
た
が
っ
て
、
「
現
前
の
境
遇
に
落
在
せ
し
め
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
自
身
の
現
前
に
あ
る
す
べ
て
の
人
と
も
の
に
還
相
回
向
が
働
い
て
い
る
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曽
我
の
還
相
回
向
了
解
は
、
清
沢
満
之
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を

独
自
に
解
釈
し
た
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
視
点
と
し
て
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
筆
者
は
、
還
相
回
向
を
現
在
に
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
章
で
見
た
法
蔵
菩
薩
が
信
念

の
主
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
曽
我
は
、
如
来
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を
仰
ぎ
拝
む
対
象
と
し
て
見
る
こ
と
を
否
定
し
、
現
実
の
自
我
問
題
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
現
在
の
現
実
世
界
が
問
題
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
還
相
回
向
を
未
来
に
見
る
と
、
如
来
に
よ
っ
て
未
来
に
救
わ
れ
る
と
い
う
恩
寵
的
信
仰
に

陥
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
現
在
の
自
己
が
問
題
と
な
ら
な
い
。
未
来
で
は
な
く
現
在
に
お
け

る
自
己
が
問
わ
れ
て
く
る
こ
と
、
そ
れ
が
、
ま
た
、
悪
人
の
自
覚
と
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
還
相
回
向
を
現
在
に
見
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
悪
人
の
自
覚
と
い
う
こ
と
が
根
本
に

あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
悪
人
の
自
覚
は
、
念
仏
の
働
き
に
よ
る
。
念
仏
に
は
、
親
鸞
が
、 

南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
の 

 

恩
徳
広
大
不
思
議
に
て 

 
 

往
相
回
向
の
利
益
に
は 
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還
相
回
向
に
回
入
せ
り
（
『
親
全
和
讃
篇
』
一
八
三
頁
） 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
往
相
・
還
相
が
具
わ
っ
て
い
る
。
念
仏
に
は
往
相
・
還
相
の
働
き
が
あ
る
が
、
我
々

自
身
に
は
悪
人
の
自
覚
と
し
か
意
識
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
還
相
回
向
は
自
覚
と
し
て
現
れ
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
自
覚
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
還
相
が
働
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
。
念
仏
の
働
き
に
よ

っ
て
、
現
在
に
還
相
回
向
の
働
き
が
具
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
親
鸞
は
「
往
相
回
向
の
利
益
に
は 

還

相
回
向
に
回
入
せ
り
」
と
述
べ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
筆
者
の
立
場
を
ま
と
め
る
と
、
我
々
自
身
は
悪
人
の
自
覚
し
か
な
い
が
、
現
在
に
お
い
て
還

相
の
徳
が
具
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
人
を
還
相
回
向
と
し
て
出
遇
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
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第
六
節 

小
結 

筆
者
は
、
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
を
解
明
す
る
た
め
に
、
先
行
研
究
の
整
理
と
曽
我
の
還
相
回
向
理
解

に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
。
還
相
回
向
に
は
、
「
（
１
）
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
に
回
入
す
る
」
や
「
（
２
）

衆
生
の
信
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠
」
と
二
様
の
理
解
が
あ
る
た
め
に
、
論
拠
に
よ
っ
て
了
解
が
異
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
様
の
理
解
を
軸
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
見
解
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
言

え
る
。 

そ
し
て
、
曽
我
自
身
の
見
解
も
中
期
と
後
期
で
揺
れ
動
い
て
い
る
。
中
期
で
は
還
相
回
向
を
未
来
に
見

つ
つ
、
親
鸞
に
還
相
回
向
の
働
き
を
見
て
い
る
。
後
期
に
な
る
と
還
相
回
向
を
現
在
で
あ
る
と
し
、
す
べ

て
の
も
の
と
人
に
お
い
て
還
相
回
向
を
見
て
い
る
。
こ
の
異
な
り
は
、
曽
我
は
中
期
に
お
い
て
親
鸞
と
出

遇
い
、
後
期
に
お
い
て
清
沢
満
之
と
出
遇
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
は
、
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す
べ
て
の
も
の
に
還
相
回
向
を
見
る
了
解
は
、
清
沢
満
之
の
「
境
遇
」
と
い
う
言
葉
か
ら
導
き
だ
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
曽
我
は
、
清
沢
満
之
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
還
相
回
向
を
現
在
に
了
解
す
る
解
釈
は
、
自
身
が
悪
人
の
自
覚
に
立
つ
こ
と
で
成
り
立
つ
了
解

で
あ
る
。
念
仏
の
働
き
に
よ
っ
て
、
流
転
輪
廻
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
縁
で
あ
る
と
自
覚
し
、
悪
人
の
自

覚
と
い
う
往
相
か
ら
、
自
然
に
還
相
回
向
の
徳
が
具
わ
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
悪
人
の
自
覚
の
上
に
立

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
と
も
の
が
還
相
回
向
だ
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
自
覚
の

上
に
自
然
に
還
相
回
向
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
論
文
で
は
、
三
章
に
わ
た
っ
て
曽
我
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
と
、
曽
我
の
還
相
回
向
観
に
つ

い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

第
一
章
で
は
、
曽
我
の
思
想
の
区
分
け
と
、
法
蔵
菩
薩
の
思
索
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
先

行
研
究
で
は
、
思
想
の
区
分
け
を
曽
我
の
生
活
史
や
論
文
の
内
容
か
ら
行
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
曽
我
が

唯
識
を
基
礎
と
し
て
学
ん
で
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
今
ま
で
の
先
行
研
究
と
は
異
な
る
唯
識
と
い
う
視
点

に
よ
っ
て
曽
我
の
思
想
展
開
の
区
分
け
を
行
っ
た
。
筆
者
は
、
曽
我
と
唯
識
の
関
わ
り
か
ら
、
曽
我
の
思

想
を
三
期
に
分
け
る
。
そ
の
区
分
け
は
、
今
ま
で
の
先
行
研
究
よ
り
、
曽
我
量
深
の
思
索
に
沿
っ
た
区
分

け
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
第
二
節
で
は
、
曽
我
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
了
解
を
考
察
し
た
。
曽
我
は
、
『
大
無
量
寿
経
』
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に
説
か
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
解
釈
し
た
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に
法
蔵
菩
薩
を
了
解
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
了
解
は
、
従
来
の
恩
寵
的
信
仰
と
の
決
別
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
蔵
菩
薩
は
自
我
を
打
ち
破
っ
て
働

く
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
如
来
を
拝
む
恩
寵
的
信
仰
か
ら
法
蔵
菩
薩
を
信
念
の
主

体
と
見
た
主
体
的
信
仰
へ
の
転
換
が
、
曽
我
の
法
蔵
菩
薩
了
解
で
あ
る
と
言
え
る
。 

次
に
、
第
二
章
で
は
、
曽
我
の
唯
識
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
曽
我
は
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ

て
阿
頼
耶
識
を
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
を
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。 

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
二
節
で
は
「
法
蔵
菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
を
考
察
し
た
。「
法
蔵

菩
薩
影
現
の
歴
程
と
し
て
の
三
願
」
に
は
、
法
蔵
菩
薩
の
三
願
が
阿
頼
耶
識
の
三
位
に
相
当
す
る
と
い
う

独
自
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
三
願
と
三
位
に
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
点
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
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阿
頼
耶
識
の
三
位
に
よ
っ
て
三
願
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
曽
我
の
説
を

受
け
て
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
三
願
転
入
の
関
係
を
示
し
た
。
三
位
を
三
願
転
入
に
相
当
さ
せ
る
こ
と
は
、

新
し
い
試
み
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
願
転
入
を
図
で
表
す
こ
と
が
で
き
、
三
願
転
入
に
お
け

る
心
の
構
造
が
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
、
第
三
節
で
は
、「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
に
お
け
る
三
相
と
三
心
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
曽
我
の
三
相
解
釈
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
記
述
か
ら
解
釈
し
当
て
は
め
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

阿
頼
耶
識
の
三
相
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
三
心
の
視
点
か
ら
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
三
心
の

持
つ
意
味
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
従
果
向
因
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
果
か
ら
因
へ
、

つ
ま
り
、
至
心
か
ら
欲
生
へ
向
か
う
生
活
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
罪
悪
深
重
の
凡
夫
の
自
覚
に
立
っ
て
生
活

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
生
活
が
、
我
々
が
信
楽
を
獲
た
と
き
に
働
く
如
来
の
回
向
さ
れ
た
真
実
信
心
の
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内
実
で
あ
り
、
我
々
の
歩
む
道
で
あ
る
と
言
え
る
。 

次
に
、
第
四
節
で
は
「
法
蔵
菩
薩
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、『
成
唯
識
論
』
の
無
覆
無
記
や
三
法
展
転

因
果
同
時
と
曽
我
の
解
釈
を
比
較
し
た
。
筆
者
は
、
三
法
展
転
因
果
同
時
の
構
造
か
ら
本
願
と
念
仏
の
検

討
を
行
い
、
本
願
と
念
仏
の
関
係
を
図
に
表
し
た
。
そ
れ
は
、
本
願
と
い
う
種
子
が
植
え
付
け
ら
れ
る
こ

と
で
、
念
仏
と
い
う
現
行
が
働
く
こ
と
で
あ
る
。
本
願
と
念
仏
の
働
き
を
図
に
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々

に
お
け
る
本
願
と
念
仏
の
関
係
、
そ
の
働
き
を
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
第
二
章
の
考
察
か
ら
、「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
で
は
、
法
蔵
菩
薩
が
イ
コ
ー
ル
阿
頼
耶

識
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、「
法
蔵
菩
薩
」
に
は
、
法
蔵
菩
薩
の
三
願
、
三
心
の
内
容
が
あ
る
と

言
え
る
。
そ
し
て
、
「
阿
頼
耶
識
」
に
は
、
阿
頼
耶
識
の
三
位
、
三
相
の
内
容
が
あ
る
と
言
え
る
。
「
法
蔵

菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
は
、
法
蔵
菩
薩
の
発
し
た
三
願
と
三
心
が
、
我
々
に
ど
の
よ
う
に
働
く
か
と
い
う
こ
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と
を
阿
頼
耶
識
の
三
位
と
三
相
、
さ
ら
に
は
三
法
展
転
因
果
同
時
に
よ
っ
て
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
章
で
は
、
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
論
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 

次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
曽
我
の
還
相
回
向
観
を
考
察
し
た
。
筆
者
は
、
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
を
解

明
す
る
た
め
に
、
先
行
研
究
の
整
理
と
曽
我
の
還
相
回
向
理
解
に
つ
い
て
見
て
い
っ
た
。
還
相
回
向
に
は
、

「
（
１
）
往
相
回
向
か
ら
還
相
回
向
に
回
入
す
る
」
や
「
（
２
）
衆
生
の
信
を
成
立
せ
し
め
る
根
拠
」
と
二

様
の
理
解
が
あ
る
た
め
に
、
論
拠
に
よ
っ
て
了
解
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
曽
我
自
身
の

見
解
も
中
期
と
後
期
で
異
な
っ
て
い
る
。
考
察
に
よ
っ
て
、
曽
我
は
中
期
に
お
い
て
は
親
鸞
と
出
遇
い
、

後
期
に
お
い
て
は
清
沢
満
之
と
出
遇
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
曽
我
の
還
相
回
向
観
は
、
流
転
輪

廻
の
凡
夫
、
無
有
出
離
之
縁
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
上
に
成
り
立
つ
。
そ
れ
は
、
悪
人
の
自
覚
と
い
う
往

相
か
ら
、
自
然
に
還
相
回
向
の
徳
が
具
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
悪
人
の
自
覚
の
上
に
立
つ
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こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
と
も
の
が
還
相
回
向
だ
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
自
覚
の
上

に
自
然
に
還
相
回
向
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

以
上
、
三
章
に
わ
た
る
曽
我
の
思
想
の
考
察
に
よ
っ
て
、
曽
我
の
思
想
の
根
底
に
は
機
の
深
信
が
あ
る

と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
い
う
自
覚
の
上
に
思
索
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第

一
章
で
は
、
法
蔵
菩
薩
を
主
体
的
な
信
仰
に
よ
っ
て
見
る
と
き
、
我
々
が
迷
い
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
三
心
と
三
相
を
『
歎
異
抄
』
に
見
ら
れ
る
機
の
深
信
に
よ
っ
て
解
釈

す
る
。
ま
た
、
第
三
章
に
お
い
て
も
、
還
相
回
向
を
悪
人
と
い
う
自
覚
か
ら
了
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
曽
我
の
思
想
の
根
底
に
は
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
の
自
覚
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
て
、
筆
者
は
、

曽
我
の
「
法
蔵
菩
薩
阿
頼
耶
識
」
の
内
実
と
、
曽
我
の
還
相
回
向
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

曽
我
の
思
想
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
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１

著
作
を
具
体
的
に
あ
げ
れ
ば
、
池
田
勇
諦
『
真
実
証
の
回
向
成
就
―
『
顕
浄
土
真
実
証
文

類
』
述
要
―
』
、
寺
川
俊
昭
『
親
鸞
の
信
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
―
往
還
二
種
回
向
の
仏
道
―
』
、

廣
瀬
惺
「
親
鸞
の
還
相
回
向
観
」（
『
真
宗
研
究
』
三
七
）
、
本
多
弘
之
『
親
鸞
教
学
―
曽
我

量
深
か
ら
安
田
理
深
へ
』
、
安
冨
信
哉
『
親
鸞
と
危
機
意
識
』
が
あ
る
。 

２

大
正
七
年
一
月
発
行
「
精
神
界
」
一
八
―
一
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
。
『
選
集
第
三
巻
』
所

収
。 

３

「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
は
昭
和
二
年
五
月
に
真
宗
学
研
究
所
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
そ
の
「
序
」
に
は
、
当
時
の
真
宗
教
学
研
究
所
所
長
足
利
瑞
義
氏
に
よ
っ
て
、

「
本
書
は
、
本
所
の
第
二
回
秋
季
講
座
（
大
正
十
五
年
秋
）
に
於
て
講
述
さ
れ
た
講
義
の

速
記
録
で
あ
る
」
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
選
集
第
五
巻
』
所
収
。 

４

曽
我
の
八
八
歳
記
念
講
演
の
聴
記
で
あ
る
。
そ
の
講
演
は
、
昭
和
三
七
年
一
〇
月
二
五

日
・
二
六
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
東
京
分
室
に
お
け
る
第
一
六

回
教
学
講
座
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

５

伊
東
慧
明
「
法
蔵
菩
薩
―
曽
我
量
深
先
生
の
生
涯
を
貫
く
も
の
―
」（
『
親
鸞
教
学
』
六
四
）

に
お
い
て
、
法
蔵
菩
薩
と
唯
識
に
関
す
る
著
作
と
し
て
「
法
蔵
菩
薩
影
現
と
し
て
の
三
願
」
、
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「
如
来
表
現
の
範
疇
と
し
て
の
三
心
観
」
、
「
法
蔵
菩
薩
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

６

曽
我
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
伊
東
慧
明
「
曽
我
量
深
―
真
智
の
自
然
人
―
」
（
『
浄
土
仏
教

の
思
想 

第
十
五
巻 

鈴
木
大
拙 

曽
我
量
深 

金
子
大
榮
』
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
「
曽
我
量
深
―
真
智
の
自
然
人
―
」
を
参
照
し
、
曽
我
が
唯
識
に
か
か
わ
っ
て
い
る

出
来
事
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

７

例
を
あ
げ
れ
ば
、
一
九
六
三
年
『
教
行
信
証
「
信
の
巻
」
聴
記
』
を
出
版
し
て
い
る
。 

８

欲
生
釈
に
は
、 

し
か
る
に
微
塵
界
の
有
情
、
煩
悩
海
に
流
転
し
、
生
死
海
に
漂
没
し
て
、
真
実
の
回

向
心
な
し
、
清
浄
の
回
向
心
な
し
。
（
『
親
全
教
行
信
証
１
』
一
二
七
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

９

寺
川
俊
昭
は
、
「
こ
の
法
蔵
菩
薩
を
単
に
一
つ
の
神
話
的
な
像
、
菩
提
心
の
像
と
し
て
で

は
な
く
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
仰
的
自
覚
の
根
本
問
題
と
し
て
問
う
」
と
い
う
意
義
が

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

１
０

小
野
蓮
明
は
、
「
「
法
蔵
菩
薩
は
阿
頼
耶
識
な
り
」
と
い
う
曽
我
量
深
師
の
か
の
命
題
は
、

何
よ
り
も
法
蔵
説
話
の
実
存
的
了
解
、
即
ち
法
蔵
説
話
の
非
神
話
化
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

１
１

『
唯
識
三
十
頌
』
に
は
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 
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初
の
は
阿
頼
耶
識
な
り
、
異
熟
な
り
、
一
切
種
な
り 

不
可
知
の
執
受
と 

処
と
了
と
な
り
、
常
に
触
と 

作
意
と
受
と
想
と
思
と 

相
応
す
、
唯
し
捨
受
の
み
な
り
、 

是
れ
無
覆
無
記
な
り 

触
等
も
亦
是
く
の
如
し 

恒
に
転
ず
る
こ
と
暴
流
の
如
し 

阿
羅
漢
の
位
に
捨
す 

（
『
大
正
蔵
第
三
一
巻
』
六
〇
頁
ｂ
） 

１
２

三
蔵
の
義
に
つ
い
て
太
田
久
紀
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。 

 
 

 

能
蔵
・
所
蔵
の
方
は
人
間
の
経
験
の
動
く
姿
を
ま
と
め
た
も
の
。
（
中
略
）
能
蔵
・

所
蔵
は
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
経
験
に
よ
っ
て
人
間
が
変
わ
っ
て
い
く
、
そ
う

い
う
こ
と
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
。
執
蔵
は
我
執
、
執
着
、
利
己
性
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
一
面
。（
『
成
唯
識
論
要
講
―
護
法
正
義
を
中
心
と

し
て
―
第
一
巻
』
一
三
三
頁
） 

能
蔵
・
所
蔵
は
種
子
や
七
転
識
が
阿
頼
耶
識
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
の
経
験

を
表
す
。
執
蔵
は
末
那
識
に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識
が
執
着
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
我
執
を
表

す
。 

１
３ 

図
に
つ
い
て
は
、
横
山
紘
一
『
唯
識
思
想
入
門
』
一
二
六
頁
を
参
照
し
た
。 

１
４

池
田
勇
諦
も
「
親
鸞
の
往
還
二
回
向
義
を
た
ず
ね
る
に
、
し
ば
ら
く
二
義
を
分
別
す
る
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こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
」
（
『
真
実
証
の
回
向
成
就
―
『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
』
述
要
―
』

一
三
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。 

１
５

安
藤
義
浩
は
、
先
行
研
究
を
一
回
向
二
種
相
と
二
種
回
向
四
法
の
二
分
類
し
て
い
る
。 

１
６

こ
の
章
に
お
け
る
中
期
と
後
期
の
区
分
け
は
、
第
一
章
で
筆
者
が
区
分
け
し
た
も
の
と

は
異
な
り
、
長
谷
正
當
『
浄
土
と
は
何
か
―
親
鸞
の
思
索
と
土
に
お
け
る
超
越
―
』
一
八

二
頁
に
よ
る
。 

１
７

「
境
遇
」
に
つ
い
て
、
『
広
辞
苑
』
第
六
版
に
「
生
活
し
て
い
く
上
で
の
、
そ
の
人
の
環

境
や
立
場
。
」
と
あ
る
。 
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八
年 

「
如
来
我
と
な
る
・
法
蔵
菩
薩
（
下
）
」
『
親
鸞
教
学
』
五
二
、
一
九
八
八
年 

岡
亮
二 
 

「
親
鸞
思
想
に
見
る
「
往
相
と
還
相
」
（
上
）
」
『
真
宗
学
』
九
一
・
九
二
、
一
九

九
五
年 

「
親
鸞
思
想
に
見
る
「
往
相
と
還
相
」
（
下
）
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
四
六
、
一



九
九
五
年 

小
川
一
乗 

「
回
向
―
す
べ
て
の
人
が
仏
陀
と
な
る
た
め
に
―
」
『
親
鸞
』
朝
日
新
聞
出
版
、

二
〇
〇
九
年 

太
田
久
紀 
『
成
唯
識
論
要
講
―
護
法
正
義
を
中
心
と
し
て
―
第
一
巻
』
中
山
書
房
仏
書
林
、

二
〇
〇
二
年 

大
江
修 

 

「
曽
我
量
深
の
思
想
」
『
近
代
真
宗
思
想
史
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
八
年 

加
来
雄
之 

「
宗
教
的
人
格
の
探
求
―
曽
我
量
深
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
論
―
」
『
親
鸞
教
学
』

七
二
、
一
九
九
八
年 

金
子
大
栄 

『
教
行
信
證
総
説 

―
真
宗
概
論
と
し
て
の
教
行
信
證
―
』
百
華
苑
、
一
九
六
四

年 



香
月
院
深
励
『
教
行
信
証
講
義
集
成 

第
一
巻
教
行Ⅰ

』
法
蔵
館
、
一
九
七
五
年 

信
楽
峻
麿 

「
親
鸞
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一

年 

曽
我
量
深 
『
曽
我
量
深
選
集 

第
一
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
〇
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
二
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
〇
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
三
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
〇
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
四
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
〇
年 

『
曽
我
量
深
選
集 
第
五
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
〇
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
六
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
一
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
八
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
一
年 



『
曽
我
量
深
選
集 

第
九
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
二
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
一
一
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
二
年 

『
曽
我
量
深
選
集 

第
一
二
巻
』
弥
生
書
房
、
一
九
七
二
年 

『
真
宗
大
綱 

曽
我
量
深
講
義
録 

下
』
春
秋
社
、
二
〇
一
一
年 

田
辺
元 

 

『
第
三
巻 

田
辺
元
「
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
・
死
の
哲
学
」
』
燈
影
舎
、
二
〇

〇
〇
年 

武
内
義
範 

『
浄
土
仏
教
の
思
想 

第
九
巻 

親
鸞
』
講
談
社
、
一
九
九
一
年 

寺
川
俊
昭 

「
近
代
真
宗
学
の
歩
み
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
二
、
一
九
七
八
年 

『
親
鸞
の
信
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
―
往
還
二
種
回
向
の
仏
道
―
』
草
光
社
、
一
九 

九
三
年 



「
曽
我
量
深
に
お
け
る
法
蔵
菩
薩
の
探
求
」
『
親
鸞
教
学
』
六
四
、
一
九
九
四
年 

寺
倉
襄 

 

「
真
宗
の
証
果
論
」
『
同
朋
大
学
論
叢
』
二
九
、
一
九
七
三
年 

仲
野
良
俊 

『
仲
野
良
俊
著
作
集 

第
一
巻 

唯
識
思
想
入
門Ⅰ

』
法
蔵
館
、
一
九
九
二
年 

豅
弘
信 

 
「
真
宗
仏
道
の
成
就
―
「
（
如
来
）
の
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
」
―
」『
親
鸞
教
学
』

五
三
、
一
九
八
八
年 

延
塚
知
道 

『
『
浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
―
親
鸞
の
視
点
か
ら
―
』
文
栄
堂
、
二
〇
〇
八
年 

長
谷
川
憲
章
「
親
鸞
の
往
還
二
回
向
に
つ
い
て
」
『
宗
学
院
論
集
』
六
九
、
一
九
九
七
年 

幡
谷
明 
 

「
難
思
議
往
生
に
つ
い
て
の
試
解
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
八
、
一
九
八
四
年 

長
谷
正
當 

『
浄
土
と
は
何
か
―
親
鸞
の
思
索
と
土
に
お
け
る
超
越
―
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇

年 



「
『
教
行
信
証
』
と
二
種
回
向
の
問
題
」
「
真
宗
教
学
研
究
」
三
二
、
二
〇
一
一
年 

平
川
彰 

 

「
如
来
蔵
と
し
て
の
法
蔵
菩
薩
」
『
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
』
仏
教
大
学
、
一
九

七
二
年 

久
松
真
一 
『
増
補 

久
松
真
一
著
作
集 

第
二
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年 

廣
瀬
惺 

 

「
親
鸞
の
還
相
回
向
観
」
『
真
宗
研
究
』
三
七
、
一
九
九
三
年 

「
親
鸞
の
二
種
回
向
観
」
『
真
宗
研
究
』
五
三
、
二
〇
〇
九
年 

二
葉
憲
香 

「
真
宗
に
お
け
る
往
生
信
仰
と
歴
史
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
仮
説
」
『
真
宗
史
の

研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
六
年 

普
賢
晃
壽 

「
還
相
廻
向
論
」
『
真
宗
学
』
九
三
、
一
九
九
六
年 

星
野
元
豊 

『
講
解
教
行
信
証 

教
の
巻
行
の
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年 



『
講
解
教
行
信
証 

信
の
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年 

本
多
弘
之 

「
真
実
教
原
理
と
し
て
の
二
廻
向
に
つ
い
て
」
『
真
宗
研
究
』
六
、
一
九
六
一
年 

「
荘
厳
の
願
か
ら
回
向
の
願
へ
」
『
親
鸞
教
学
』
五
七
、
一
九
九
一
年 

「
浄
土
―
「
還
相
回
向
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
一
八
、
一
九
九 

六
年 

『
親
鸞
教
学
―
曽
我
量
深
か
ら
安
田
理
深
へ
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年 

松
原
祐
善 

「
法
蔵
菩
薩
論
」
『
大
谷
学
報
』
五
三
―
三
、
一
九
七
三
年 

『
松
原
祐
善
講
義
集 
第
二
巻
』
文
栄
堂
書
店
、
一
九
九
一
年 

松
山
大 

 

「
曽
我
量
深
の
思
索
展
開
に
関
す
る
一
考
察
」
『
華
厳
思
想
と
浄
土
教 

中
村
薫

博
士
退
任
記
念
論
集
』
文
理
閣
、
二
〇
一
四
年 



水
島
見
一 

「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
上
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」
『
親
鸞
教
学
』
九
八
、

二
〇
一
二
年 

「
曽
我
量
深
の
自
覚
道
（
下
）
―
「
法
蔵
菩
薩
」
論
―
」
『
親
鸞
教
学
』
九
九
、 

二
〇
一
二
年 

神
子
上
恵
龍
「
往
相
と
還
相
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
―
二
、
一
九
五
五
年 

三
明
智
彰 

「
曽
我
量
深
の
法
蔵
菩
薩
論
の
形
成
過
程
と
そ
の
原
理
」
『
真
宗
総
合
研
究
所
研

究
紀
要
』
一
二
、
一
九
九
四
年 

山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善 

『
教
行
信
証
講
義 

教
行
の
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
五
一
年 

『
教
行
信
証
講
義 

信
証
の
巻
』
法
蔵
館
、
一
九
五
一
年 



安
田
理
深 

『
唯
識
三
十
頌
聴
記 

巻
一
四
』
福
井
相
応
学
舎
、
一
九
八
三
年 

「
曽
我
量
深
論
試
稿 

感
の
教
学
〈
も
の
が
ち
が
う
〉
」
『
親
鸞
の
世
界
観
―
不
安

に
立
つ
―
』
草
光
舎
、
一
九
九
四
年 

安
冨
信
哉 
『
親
鸞
と
危
機
意
識
』
文
栄
堂
、
一
九
九
一
年 

『
真
実
信
の
開
顕
―
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
講
究
―
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出

版
部
、
二
〇
〇
七
年 

横
山
紘
一 

『
唯
識
思
想
入
門
』
第
三
文
明
社
、
一
九
七
六
年 


